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　久しぶりのリフレッシュをするために、みんなを連れて町に出た。

　ひかり、ナナ、イオ、ミウの四人だ。

　ひかりはおれと手を繫つないでて、他の三人は後ろを歩いている。

　最近、ひかりの手の繫ぎ方がとても可愛かわいい。

　おれに人差し指だけを出させて、そこをぎゅっと握る。

　すごく可愛い、たまらないくらい可愛い。

（親ばかだな）

　うるさいな。お前がこんな可愛い子を産むのが悪い。

「おとーさん、あれなに？」

「うん？　ああ、綿菓子か」

　ひかりが目をつけたのは綿菓子を売ってる露店だった。

「わたがし？」

「ああ、砂糖でつくったもので、ふわふわして甘いんだ」

「食べたい！」

　ひかりは目をきらきらさせた。子供が好きそうなものだからな。

　ひかりを連れて、露店に近づく。

「お前達もいるか？」

　振り向き、三人に聞く。

「甘いものはあまり……」

「わたし食べたい」

　ナナとイオは即答した。

「えと、わたしは……」

　ミウはなんか遠慮していた。いらないんならすぐにいらないって言えるはずなんだから、きっと食べたいんだろ。

「店主、それを三つくれ」

「はいよ」

「ミウ、金を払っといて」

　ミウが慌あわてて前に出て、金を払った。

　最近はこんな風に、外出する時は財布を持たないようにしている。

　オルティア曰いわく、奴隷に持たせて払わせた方が貴族らしいそうだ。

　綿菓子をもらって、ひかりに渡した。

「わああああ、あまーい」

「甘いよな？　それにふわふわですぐ口の中で溶けるだろ」

「うん！」

「アライグマって動物がいてさ、何を食べる時もまず水につけて洗うんだ。そのアライグマにこの綿菓子を渡したらやっぱり洗うんだけど、すぐに溶けてなくなって、アライグマはすごく悲しそうな顔をするんだ」

「アライグマさんかわいそう……」

　ひかりはシュンとなった。

　あははおっかしー、って反応を予想してたんだけど、予想外にアライグマに感情移入しちゃったみたいだ。

（軽口を叩たたくからだ）

　うるさいな……わかってるよ。

「でもアライグマって果物を食べる時もちゃんと洗うから、お腹なかを壊すこともなくて、いつでも健康なんだぞ」

　フォローをしてみた。

「わー、アライグマさんってすごいんだ」

「ああ、すごいんだ」

　フォローは成功した。

　ひかりは綿菓子を食べる。口のまわりをべとべとにする姿も可愛かった。

「あの、ご主人様」

　ミウが話し掛けてきた。

　振り向くと、ミウは右手で綿菓子を持ち、左手に何かの紙を握っていた。

「これ、いただきました」

「それは？」

「町でイベントをしてるみたいです。これを持っていけばくじが引けるって……」

「へ？」

　おれはきょとんとした。

「くじが引けるの!?」

　ひかりはそれに食いついた。





☆






　綿菓子を食べ終えた後、全員で町の中心にやってきた。
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　そこにはテントがあって、テントの中には見慣れたくじ引き機が置かれていた。

　まさか本当にくじ引きができるとは思わなかった。

「おとーさん！　くじを引こう？」

「ああ」

　ひかりを連れて、テントに向かった。

　もらった一枚のくじ引き券を渡す。

「はい、一回ですね。どなたが引きますか」

「ひかり引くか？」

「うん！」

　満面の笑みで、ひかりが置かれていたくじ引き機に手を掛け、回した。

　ガラガラガラ、ポトッ。

　出てきたのは白の玉だった。

「残念、外れだね」

　外れだった。まあ一回だとこんなもんか。

「……」

　ひかりを連れてみんなのところに戻ろうとした。途中でひかりが立ち止まって、テントを見つめた。

　もっと引きたいんだろうか……引きたいんだろうな。

　例のくじ引きでもいつも大喜びで引いてたもんな。

「ナナ、イオ、ミウ」

　ひかりと手を繫いだまま、三人に言った。

「くじ引き券をかき集めてこい。金に糸目はつけない。欲しいものがあったらどんどん買え」

「承知」

「はい」

「わ、わかりました」

　ナナとイオはミウから金を受け取ると、一斉に散っていった。

　いつものくじ引きはあまり回数を増やせない。大金を積んでようやく一枚だけ券が手に入ったり、一日に一回しか引けなかったりで、運がよくても十回引くのが精一杯だ。

　だけどこっちは違う。町……商店街レベルのくじ引きだ。回数なんて簡単に増やせる。

　しばらくして戻ってきた三人からくじ引き券を受け取った。

「ありがとう、ナナ」

「主のご命令なら」

「ありがとう、イオ」

「丁度ちょうど欲しかったものがありましたから」

「ミウは何を買ったんだ？」

「えと、お肉とか、お野菜とか、それから──」

「ミウらしいな」

　三人があちこちで買い物をして集めてきた券は、優に二百枚を超えていた。

「ひかり、もう一回引きに行こうか。今度は二百回くらい引けるぞ」

「ほんとう!?　わーい」

　ひかりと一緒に、またテントに行った。

　くじ引き券を渡して、ひかりにくじを引かせた。

「わー、すごーい」

　ひかりは大喜びでくじ引き機を回した。

　途中で一回止まって。

「もうおしまい？」

「まだまだ、もっと引いていいよ」

　と笑顔で言われた。

　するとまた大喜びで引き出した。

　あのくじ引きとは違って、思いっ切り引けるのが嬉うれしいみたいだ。

　ほとんどが外れ（参加賞もなし）でも、気にしないで引き続けた。

（外れがやたらめったら多いな。百回に一回くらいは何か当ててもよさそうなものを）

「いいんじゃないか、ひかりがあんなに楽しそうなんだから」

「主、もっと券を調達してきた方がよいだろうか」

「うん、そうだな。ひかりが飽あきるまで──」

　追加でくじ引き券の調達を頼もうとした時、ガランガランとハンドベルが鳴った。

「おめでとうございます、一等賞、大当たりです!!」

「おっ」

　なんと、大当たりが出た。しかも一等賞だ。

　ひかりに近づく。

　くじ引き所の人が奥から賞品を取り出して、ひかりに渡した。

「はい、一等賞。最新型の魔剣レプリカだよ」

「わー、おかーさんだ」

「お嬢ちゃんのお母さんもこれを使ってるのかい？　ああ、お父さんも使ってるみたいだね。最近流行はやってて、あっちこっちで売られてるみたいだからねえ」

　くじ引き所の人がおれの腰にあるエレノアを見て言った。なんか勘違いされたがスルーした。

「でもね、これは最新型なんだよ。お嬢ちゃん、それを持って魔力を込めてみて」

「魔力を？　こうかな」

　ひかりは魔剣レプリカを持って、グググ、と目を閉じて力を込めた。

　可愛い。

　すると、魔剣レプリカから黒いオーラが出た。

「わっ！　わわっ!?」

「こんな風に、魔力を込めれば黒いオーラが出るっていう最新のものなんだ。もちろん人間には無害だからどんどん使って大丈夫だよ」

　エレノアのバッタモンもどんどん進化してるんだな。

　ひかりはオーラの出てる魔剣レプリカを構えて、おれに聞いた。

「おとーさん、ひかりかっこいい？」

「ご主人様がいつもしている構えですね」

　ミウが言った。確かに、おれがいつもしてる構えそのものだ。

　そのものだが……。

「可愛い」

　かっこいいというより、可愛かった。

「えー」

（この親ばかが）

　なんとでも言え。

　魔剣を構えたひかりは、写真に撮って飾りたいくらい可愛かった。
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　昼下がりの屋敷の中。

　若返りモードのオルティアと、精力を吸い尽くされて賢者モードでミウをモフモフしてるおれ。

「サリラの攻略戦は大変だった。おれの力を知らない連中と一緒に戦ったから、おれはともかく、兵達の動きが常にワンテンポ遅れた。ワープとかした時が一番戸惑われたな」

「親しい者ならいざ知らず、一般兵なら仕方ないわね」

「どうにかならないか？」

　オルティアに聞く。賢者の知識が欲しい。

「助言を求めてるの？」

「ああ」

「それなら親衛隊を持つとよろしい」

　オルティアは先生口調で即答した。

　おれに何かを教える、アドバイスする時の口調だ。

　ミウをモフモフしながら、耳を傾ける。

「何かある度にいちいち割り当てられる兵ではなく、あなたが普段から知ってる、普段からあなたを知ってる兵達の部隊を組めばよろしい」

　オルティアはそう言い、立ち上がって、窓の外を見た。

「あの辺は全部あなたの土地よね」

「ああ、何となく買っといた」

　くじ引き券ゲットのために、金を使って最近は屋敷まわりの土地を買いあさってる。

　買ったはいいけど正直使ってない土地、そのうち畑にでもして耕そうとか思ってた土地だ。

「あそこに兵舎を建てて、そこに住まわせればよろしい。いざという時にワープで連れ出せばいいのだわ」

　オルティアにアドバイスをもらって考える。

　おれの部隊、普段から飼い慣らすおれの部隊。

　なんか、結構いいかもしれない。





☆






　デルフィナの商会にワープしてきた。

　目の前に現れたおれをデルフィナはちらっと見て、手元の書類に何か書くのを続けた。

　商売優先、仕事優先な彼女。

　迎えに来る時は結構こういうことがあって、無視されるのは今に始まったことじゃない。

　おれは壁際かべぎわに背をもたれかけさせて、デルフィナの手が空くのを待った。

「誰か」

「お呼びでしょうか」

「これらを手配。揃そろったらそのままカランバの王城に運ぶように。至急」

「わかりました」

　呼ばれた男がデルフィナから書類をもらって、さっさと退出した。

　おれのことをまるで見えていないかのように。

「いらっしゃい。まだ迎えの時間には早いわよ」

　仕事が一段落したのか、デルフィナが話し掛けてきた。

「話があってな。それと、カランバの名前が聞こえたんだが？」

「ええ、カランバとコモトリア。終戦間際だから、最後にもう一儲ひともうけをね。こういうのは終わり際が一番美味おいしいから」

「ちゃっかりしてんな」

　さすが女手一つで世界有数の豪商に成り上がっただけのことはある。

「まぁほどほどにな」

　やり過ぎるとカランバが、リカが困るかもしれない。

「必要なものを相応の値段で揃えてるだけだわ」

「ならいいけど」

「それで、何か用かしら」

「ああ、実はな──」

　デルフィナに、オルティアから言われたことを話した。

「でしたら、以前お貸ししたあの部隊、あれをそのまま買い上げます？」

「いや、一から育てたい」

　そうした方が兵の忠誠度が高いとオルティアは言った。

「新たに募つのるということですわね」

「そうだ。で、お前に奴隷を集めてほしい。二百人くらい」

「部隊を全部奴隷で揃えるのですか」

　デルフィナがちょっと驚く。

「そうだ」

「……わかりました。夜にリストをお持ちします」

「夜？　早いな」

「早さが商売の基本ですので」

　デルフィナはにこりと笑った。

　正直ちょっと怖いタイプの笑顔、だけど頼もしかった。

「で、その部隊を住まわせる建物も建てたい。屋敷のまわりに土地を持ってるから、その辺に」

「手配いたしますわ」

「あと装備も。戦場で目立つように派手なものにしたい。意匠いしょうを統一した、派手なのに」

「わかりました」

　大体こんなところかな。

「それでいくらくらいかかる？」

「正直奴隷次第ですわ。訓練された後の戦闘奴隷がよろしいのでしょうか」

「いや、おれに慣れさせるために、こっちで調教したい。とりあえず健康なら問題ない」

「でしたら安く済みます。銀貨一万五千もあればおつりが来るでしょう」

　デルフィナが即答した。頭の中で、一瞬で計算したんだろう。

「じゃあ頼む」

「わかりました」

　これでデルフィナへの用事は終わった。

「あっ」

　おれは大事なことを思い出して、ワープの直前、デルフィナに言った。

「奴隷は全部女でな」

「……わかりました」

　デルフィナは一瞬目を見開いたが、すぐに落ち着きを取り戻して、言った。

　こうして、おれは自分直属の部隊を育てることになった。
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「奴隷は全部で二百名、各地から若く、手垢てあかの付いてない者を集めました。お望みの『教育前』ですので心にはさほど問題ありませんが、健康面で栄養失調気味の者が二割ほど」

「飯を食わせればいいのか？」

「有あり体ていに言えば」

　即答するデルフィナ。

　屋敷から二十メートル離れた空き地に整列する二百人の女奴隷。それを眺ながめるおれと、詳細を報告するデルフィナ。

　買うと決めてから三日目、デルフィナはおれが望んだ奴隷をかき集めてきた。

　商人として、相変わらずの手際てぎわの良さだ。

「ミウ」

「はい！」

「しばらくはお前がメシを作ってやれ、とにかく食わせろ」

「わかりました」

「今日の分からな」

「はい！」

　ミウは勢いよく答えて、準備のためだろうか、いったん屋敷に戻っていった。

「ナナ」

「はっ」

　今度はナナを呼ぶ。鎧よろいじゃなく軽装の彼女が、凜々りりしい表情のまま返事をする。

「訓練は任せていいか？　おれとお前の命令に従うようにやってくれ。命令の優先順が今言った順番」

「主、次にわたし」

「そうだ」

「承知した」

　ナナは小さく頷うなずき、奴隷達のところに向かっていった。

　何かを話している様子を眺めながら、デルフィナと話を続ける。

「彼女達が住む場所はあちらで建造中。急がせてはいますが、二週間ほど掛かるかと」

「二週間で建つのか？」

「建たせます」

　デルフィナはきっぱりと言い切った。なんだかプライドとかそういうものを感じた。きっと建てるんだろうな。

「武器と装備は作らせています。こちらはすぐに揃そろいます」

「そうか。何から何まで悪いな」

「商売ですから」

「代金は勝手に持っていってくれ。金が置いてある宝物庫の場所、わかるよな」

　最近は資産が、特に金銀財宝という形で増えてきたから、屋敷の中に宝物庫という名前の部屋を作った。

　金とかは全部そこに入れてある。

「勝手に頂いてよろしいんですか？」

「ああ。金のことでは完全にお前を信用する」

「ありがとうございます」

　いつもの物静かさで、ちょっと事務的な口調で言うデルフィナ。

　でもよく見たら、口元が少し嬉うれしそうだった。

「主」

　ナナが戻ってきた。

「どうした」

「主に少し協力してもらえないだろうか。何人か気の強いのがいるから、その鼻っ柱を叩たたき折るところから始めたい」

「わかった」

　頷き、ナナと一緒に奴隷達のところに向かう。

　奴隷達の前で立ち止まって、眺める。

　ナナの言う通り、何人かこっちを睨にらみつける、気の強いのがいる。

「こちらがお前達の主、魔剣使いの五爵ごしゃく様、カケル・ユウキ様だ」

　魔剣使い、という言葉の直後に奴隷達がざわめいた。視線はおれの腰にある二本の……特に長い方の魔剣に注そそがれる。

　奴隷の間でもエレノアはやっぱり有名みたいだ。

「お前達の生殺与奪の権利は全て主にある。言いたいことがあったら自分の口から言うといい」

　ナナが言うと、真っ先に一人の奴隷が前に出てきて、言った。

「お前を倒せば奴隷から解放してくれるって本当なのか」

　ナナを見る。ほんのちょっとだけ苦い表情で頷く。

　なるほどそういう話になってたのか。

　まあ、そういう話ならまったく問題はない。まったく、何も問題はない。

「ああ、それでいいぞ」

「本当だな？　勝った後にやっぱりダメだとか、傷をつけたからとか因縁をふっかけないだろうな？」

　そんなことするヤツいるのかよ……いやいるのか？

「大丈夫だ。で、挑戦するのはお前だけか？」

「わ、わたしも」

「あたいもやる！」

「処罰されないのならわたしも……」

　次々と名乗り出てきた。

　結果、おれに挑戦する者は十人くらいになった。

　で、こいつらの鼻っ柱を叩き折るんだっけ。

　なら、普通に勝ってもしょうがないな。

　おれは少し考えて、両足をぐりぐりした。

　土の地面をぐりぐり掘って、靴を半分くらい地面にめり込ませる。

「主？　それは？」

　ナナに微笑ほほえみかけてから、奴隷達に言う。

「今からおれはここから動かない。勝負は簡単。どんな攻撃をしてきてもいい。おれを一歩でも動かせたらそっちの勝ち」

　奴隷達が再びざわめき出す。

　つまりナメプだ。ナメプでもきっちり勝って、力を示すって作戦だ。

　おれは更に畳みかけた。

「おれが使う武器もこれだけにする」

　と言って、ひかりを抜いた。

　エレノアではなく、ひかり。

　おれからすれば両方とも魔剣なのだが、世間一般的にはそうじゃない。

　魔剣と言えば数百年悪名を轟とどろかせてきたエレノアで、もう一本の短いのは「なにそれ」状態だ。

　だからこれは、ものすごいナメプと認識されるはず。

「あの……今からでも、参加いいですか」

　更に何人かの奴隷が希望した。

　そこまでのナメプなら望みがある、と感じたんだろう。

「よし、やろうか。ナナ、そいつらに武器を渡してやれ」

「はっ」

　奴隷の一人がナナから武器を受け取って、念入りにチェックした。

　一番最初に食いついてきた赤髪の女。

　そいつが真っ先に挑んできた。

「はあああああ！」

　ロングソードを振りかぶって、突進してきた。

　迷いのない斬撃。刃が空気を裂いて襲いかかる。

　逆手さかてに持ったままのひかりで受け止める。長い剣戟けんげき音が響き渡る。

「ぐぐぐ……」

　両手でロングソードを押しつけてくる。それを片手で押し返し、弾く。

　女は更に斬きりかかってきた。

　しゃにむに斬りかかってきた。

　威勢はいいが、それだけ。

　何回か好きにやらせた後、剣を受けた直後に手首をはたいてロングソードを落とした。

　そして喉元のどもとにひかりの切っ先を突きつける。

「これまでだな？」

「くっ……」

　女は悔しそうだった。物言いがつけられるような内容じゃないから、余計に悔しそうだった。

　次々と奴隷達の挑戦を受けた。訓練前の奴隷兵を順に叩きのめした。

　最初は〝普通に勝てるかもしれない〟、次に〝疲れさせれば勝てるかもしれない〟、最後に〝運が良ければ勝てるかもしれない〟。

　挑んでくる者の心境、面白おもしろいくらいに表情から読める心境をさばいていく。

　その間、おれは一歩も動かなかった。

　ぐりぐりと踏み込んだ、根を下ろした地面から一歩も動かなかった。

「これで最後だな？」

　最後の一人を片付けた後、奴隷達を見回した。

　目が一様に暗くて、最後の望みを断たれた、って顔をしていた。

　今はそれでいい。そう思っていると。

「はあああああ！」

　真横から裂帛れっぱくの気合が飛んできた。

　今までの比じゃない、うなりを上げる斬撃音。慌あわててひかりで受け止め……一歩分よろめいた。

「ナナ？」

「でぇぃやあああ！」

　ロングソードを抜いたナナが斬りかかってきた。

　変化自在の斬撃、それはかつて敵同士として戦っていた頃ころを彷彿ほうふつとさせる斬撃。

　本気。

　本気のナナにナメプは危険すぎる。おれは踏み込んだ地面から出て、二本の魔剣を構えて応戦した。

　剣戟音が連続で響く。ナナの攻撃を受け止めさばく。

「強くなったな、前に比べて」

「油断！」

　鋭い横の斬撃三連発を受け止め、返す刀でナナのロングソードを弾く。

　ロングソードがぐるぐると天に舞い上がり、やがて地面に落ちてぐさっと深く突き刺さった。

　そして、喉元に切っ先を突きつける。

「勝負ありだな？」

「はっ」

　ナナの表情は実にあっさりしていた。

　いきなり襲いかかったのに、それであっさり負けたというのに、その顔は晴れやかだった。

　そもそも攻撃は本気だったけど、殺意は感じなかった。

　なんだったんだろう、今の。

「す、すごい……」

「あの人もすごかったんだ」

「ばか、演出だよ演出」

「そっちこそバカじゃないの？　あの攻撃が演出だとしても、あんたの十倍はすごいから」

　奴隷達がざわざわし出した。

　内容を拾っていくと、何となくナナの意図を理解できた。

　自分はお前らよりも強い、そして主は更に遙はるかに強い。

　そのことを示したかったんだろう。

「もういないのか？　挑戦するやつは」

　奴隷達を見て、聞く。

　挑戦してくるやつはいなかった。それどころか、一部は早くもおれのことを尊敬の目で見ていた。

　とりあえずはこれでいいだろう。

「ナナ、後は任せる」

「はっ」

　言葉通りナナに後を任せて、おれは屋敷に戻った。
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　コモトリア首都に向かう馬車の中には、おれとメリッサの二人、そして伏せたポーズで寝ているチビドラゴンがいた。

「悪いな、一緒に付いて来てもらって」

「ううん、カケルにはいつも助けてもらってるから。それに、コモトリアならあたしが役に立つはずだから」

「オルティアからソロン教の影響力がかなり強い国だって聞いたけど、本当なのか」

「うん。現国王が敬虔けいけんな信者だから」

「どんな人なんだ？」

「七十歳のおじいさんよ」

「七十のじいさんが王か、それなら王子も結構な歳としだよな」

　何となくおかしかった。四十か五十になっている王子というのを想像して、つい吹き出した。

　別に四十とか五十とかでも王子と呼ばれることに矛盾はないけど、王子っていうのは若い、かっこいいってイメージがあるから、ちょっと吹いた。

「王太子は今年で九歳になったばかりのはず」

「ふぇ!?」

（変な声を出すでない）

（おとーさん可愛かわいい）

　魔剣達に同時に突っ込まれた。

「七十のじいさんで、王子は息子だよな？　それで九歳なのか!?」

「うん」

「お盛んだな、隋分」

「結構苦労したのよ。それにそれがソロン教に敬虔な理由でもあるし」

「どういうことだ？」

　聞くと、メリッサが答えてくれた。

　もともと晩婚だったコモトリアの王は、最初の子供ができたこと自体、三十歳を超えてからだった。

　その時に生まれたのは女の子、つまり王女。

　それは問題なかった。

　次に生まれたのも女の子だった。

　まだ問題はなかった。

　三人目に生まれたのも女の子だった。

　雑音があちこちから聞こえるようになった。

　四人目も五人目も六人目も女の子だった。

　七、八、九、十──十三人目まで女の子が生まれ続けた。

　何人もの妃きさきに産ませた子供は全部女の子、十三人連続で女の子。

　王は呪のろわれている、ともっぱらの噂になった。

「実際何かに取り憑つかれてたらしいわ。それを十年前ソロン教の大司祭様が取り除いて、それでようやく男の子が生まれたの」

「そういうことか」

　ようやく跡継ぎを産ませてくれた、そりゃ信者にもなるな。

　しかし年取ってから跡継ぎか、なんとなく豊臣とよとみ秀吉ひでよしを思い出すな。

　秀吉も若い頃ころは人たらしとか言われてたけど、晩年は我が子可愛さで暴君化したらしいしな。

　その国王は大丈夫なんだろうか。

「みゅー？」

　伏せていたチビドラゴンが頭を上げた。

　最初は首を傾げていたけど、壁に向かってみゅーみゅー啼なき出した。

（おーちゃん？）

「なんかあるのか。おい、止まれ」

　御者に命令して、馬車を止めた。

　馬車から降りてチビドラゴンが啼いた方角をじっと見つめた。

　一見何もないが、じっと目を凝らすと、一キロ以上先で何者かが襲われている光景が見えた。

　騎士のような者達が、馬車を襲っている。

「エレノア、ひかり、いくぞ」

（うむ）

（うん！）

「メリッサはここにいろ、チビもだ」

「なにかあるの？」

「説明は後でする」

　事は急を要するようだ。おれは疾走した。

　一キロ以上ある距離を三十秒足らずで駆け抜けた。

　馬車の中の人間はすでに引きずり下ろされていた。

　十三、四歳くらいの女の子で、服装的にお嬢様かお姫様かって感じだ。

　そして、襲っているのは見たことのある紋章──コモトリア軍の紋章付きの鎧よろいを着た騎士達だった。

「主君を裏切るなんて最低な男！」

「裏切りではありません。ご命令なのです」

「なんですって！」

「申し訳ございません。お覚悟！」

　騎士は問答無用に女の子に剣を振り下ろした。

　ガキーン！　エレノアを抜き放ち、その剣を弾いて間に割って入る。

「何者!?」

「誰だ！」

　襲われている女の子、それを襲っている騎士。双方同時に尋ね、そして両方が驚いた。

　丸腰の女の子、襲っている騎士。

　瞬時に判断して、女の子の方を助けた。

　女の子を襲っている騎士を斬り伏せた後、女の子に言った。

「大丈夫だったか」

「ええ」

　気丈な目の女の子だった。

「おれは結城ゆうきカケル、お前は？」

「アウラ・トリデカ・コモトリアと申します」

「コモトリア？　まさか王女なのか？」

「十三王女アウラよ。それよりもユウキカケルって、まさか大賢者オルティアの？」

「ああ、そうだ」

　知ってるのなら話は早いと、おれは頷うなずいた。

　十三王女が、国の紋章の入った鎧を着けた騎士達に襲われた。

　なんか結構面倒臭くさそうだった。
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　アウラを連れて、自分の馬車に戻ってきた。

　息のある騎士達は縛りあげて放置してきた。

「アウラ様！」

「聖女様!?」

　どうやら二人は顔見知りで、顔を突き合わせた途端同時に驚いた。

　話を聞いて、二人が知り合いの可能性がかなり高いと思っていたおれは驚かなかった。

「聖女様はどうしてここにいるの？」

「カケルと一緒にクラデスに向かう途中よ。アウラ様こそどうしたの？」

「わかんないわよ！　なんでいきなりああなったのか」

「カケル？」

　どういうこと？と聞いてくるメリッサ。

　おれはアウラに聞いた。

「さっきの男、あいつはお前の部下なのか？」

「お父様の部下よ、かなり信頼してた男」

「そいつがお前を襲う理由に心当たりは」

「ないわよ！」

　アウラ姫はいらいらした様子で言った。まあ殺されそうになったんだし、仕方ない。

「……本当はあるんでしょう？」

「む？」

　メリッサを見た。メリッサは意味深な顔でアウラを見た。

　アウラは下唇を嚙かむ。何かを我慢している顔だ。

　心当たりは──あるみたいだ。

　沈黙が五分以上流れて、それからアウラが重々しく言った。

「去年から、お姉様達が立て続けに事故で死んだの」

「立て続けに？」

「アストレアお姉様、クロラスお姉様、シーマお姉様、ダフネお姉様、そしてエウニスお姉様。去年一年間だけで、お姉様が五人も事故死したわ」

「お前のお姉様っていうと、十三人連続で生まれた王女達のことか」

　アウラが頷く。

「一年で五人も事故死か。……偶然じゃなさそうだな」

「レダお姉様とレナお姉様は、病気で亡くなった」

「……偶然じゃないな」

　連続しすぎてる。ここまで来るともはや陰謀の匂いしかしない。

「心当たりは？」

「……」

　また下唇を嚙んで、何も言わない。

　まさか、と思った。

　歳行ってから跡継ぎができた豊臣秀吉のことを思い出した。

　まさか、な。

　言わないアウラ、それに代わって、メリッサが切り出す。

「アウラ様。この人に、カケルに助けてもらうのはどう？」

「この人に？」

　アウラは胡散臭そうにおれを見た。一方で、メリッサは信頼し切った目でおれを見た。

「そう。カケルならどんな相手でもちゃんと助けて、解決してくれるから」

　絶対に、と、メリッサは強く言い切った。
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「みゅー」

　チビドラゴンが啼ないて、馬車の外を見る。

　またかと思い外を見た。すると今度はやせ馬に乗った盗賊達がやってきて、おれ達の馬車をぐるりと取り囲んだ。

　一、二、三……全部で六人。

　脅威にもならない数だ。

　なのにアウラは怯おびえた。メリッサの顔も強こわばった。

「任せろ」

　それだけ言って、おれは馬車から降りた。

　馬に乗った盗賊どもを見上げる。

「なんなんだお前らは」

「へへへ……」

　男の一人が答えようともしないで、持ってる槍やりの切っ先を馬車の幌ほろに伸ばしてきた。

　中を見ようとしてるんだろう。

　エレノアを抜いて、それを斬り払った。

「なんだお前らは」

　同じ質問をした。

「んー？　なんだっけほら」

「あー、あれだよあれ」

「そうだったそうだった。『有り金と女を置いてけ』」

　男達はにやにやして、ありきたりな言葉を口にした。

　まさに台詞せりふ、本心じゃない、言うだけの台詞。

「お前らもアウラの命目当てか」

「だったらどうする？」

　男がにやにやしたまま聞き返してきた。

「何のためだ」

　腹が立つが、それを堪えて質問を続ける。

「へっへ……そいつは言えねえな」

「そのお姫様が生きてちゃ困る人間が世の中にいるってことだよ」

「そうそう。やんごとなき御方が、な」

「おいばか、言い過ぎだぞ」

「かまやしねえよ。どうせここで全部殺してしまうんだからよ」

「それもそうか」

「ちげえねえ」

　男達は声を揃そろえて笑い合った。

　何が面白おもしろいのかってくらい、声を揃えてゲスな顔で笑い続けた。

　これ以上は聞いても仕方なさそうだな。

　おれはエレノア、そしてひかりに手を掛けた。

（一人残すのだ）

「うん？」

（状況が変わった後にペラペラ喋しゃべるかもしれないだろ）

「そうだな」

「お、やる気か？」

　男達はにやついた顔のまま武器を構える。

「言っとくが、おれ達はな──」

　魔剣を振って、一番近くの男の首をはねた。

　鮮血が間欠泉のように噴出する。

「遅い。能書き垂れる前にやることをやれ」

　言って、他の男を見た。

　表情が一瞬で変わった。おちゃらけた表情から敵意と殺意混じりの表情に。

　だが、遅い。

　何もかもが遅い。

　一人残して、全員を斬り捨てた。

　その一人も気絶させて、後でゆっくり尋問することにした。

（おとーさん、あれなに？）

　不意にひかりの声が頭の中に響いた。

「あれ？」

（うん、あそこ、あそこに飛んでる黒いの）

　黒いの？




　ひかりが言っている方角を見た。

　空の斜め上方向だ。

　確かにそこにはひかりが言うような黒い何かがあった。

　目を凝らして見る。７７７倍に増幅された視力のピントを合わせる。

「──目玉？」

　そこにいたのはコウモリのような翼がついた目玉だった。

「なんだあれは」

（イビルアイ。見たものを飼い主に届ける役割の魔物だな。野良で動くことはなく、基本誰かの命令で動いてるはずだ）

「魔物？　命令……？」

　目玉の魔物は少しの間そこを飛んでいたが、やがてどこへともなく消えていった。
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　盗賊を尋問すると、王の命令でアウラの命を狙ねらったと言った。

　それを聞いたアウラは大いに嘆なげいたが、そんなアウラに目玉の魔物の存在を話した。

「コモトリアにはああいうのを使ってるヤツがいるのか？」

「ううん、そういうのはいないわ」

「どうやら話が複雑になってきたようだな」

「どういうこと？」

「魔物が絡からんでるんだ。もしかしたら、今までのことは全部コモトリア王の命令だけど、コモトリア王が本心でやってるんじゃないかもしれない」

「操られているってこと？」

　アウラが聞く。

「それは可能性としてあるか？」

「……うん、ある」

　メリッサは少し考えて、頷うなずいた。

　目を見開いて、驚くアウラ。

　その目に光が灯る。

　もしかしたら父のせいではないのかもしれない、という希望の光だ。

「……クラデスへ急ごう」

　おれが言うと、アウラとメリッサは力強く頷いた。
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　コモトリア王国、王都クラデス。

　メリッサと二人で宮殿に来た。

　おれはいつも通りの姿、エレノアとひかりの魔剣二振りを腰に下げた格好で、メリッサはソロン教の正装、聖女の法衣を纏まとっている。

　女官に案内されて、謁見えっけんの間に向かう。

「なんか陰気臭くさいな」

　おれは小声で言った。

　建物自体はさすが一国の王宮だけあって立派なものだった。作りも広さも、使ってる調度品もわかりやすく上品で、高そうなものばかりだ。

　だが、それを上回る陰気さが全体に漂っている。

「前に来た時と大分違う」

　メリッサも困惑していた。

「それに、建物だけじゃない、人間もだ」

　おれが言い、メリッサが頷うなずく。

　今案内してくれている女官も、ところどころに立っている衛兵も。

　どういうわけか全員が陰気臭い。

「気を引き締めよう」

「ええ」

　押し殺した声で言って、頷き合う。

　女官に案内されて、謁見の間にやってきた。

　そこでしばらく待つと、玉座の横から一人の老人が現れた。

　国王の服と王冠を被った、しわしわの老人だ。

（まるでゾンビだな）

（なんか怖い……）

　頭の中で魔剣母娘の声が聞こえる。エレノアは重々しい口調で、ひかりは言葉通り怯おびえてる感じだ。

　現れた老人は王宮に入ってから見た人間の中で一番陰気臭い顔つきをしていた。

　陰気臭いどころか、生気がまったくない。まるで死人のような、土のような顔色だ。

「天顔を拝し、恐悦至極でございます」

「おお、おお。お久しぶりですなメリッサ様」

「国王陛下もお変わりないようで」

　国王とメリッサ、二人は形式的なやりとりをした。

　いつもはざっくばらんな口調のメリッサも、聖女モードでやけに神々しく見える。

　一方で口調こそ偉そうな国王は、今にも倒れそう、死にそうな具合に見えた。

「はて、そちらはどなたか」

「結城ゆうきカケルです」

「ユウキカケル……はて、聞き慣れない名前だが」

「オルティア様が紹介した方ですわ」

　女の声がして、袖から一人の女が現れた。

　グラマーで妖艶ようえんな美女。王宮で会った人間の中で唯一生気に満ちあふれた顔の女。

　だが、その目は冷たかった。目が合って思わず身震いしそうになったくらい冷たい目だった。

「うっ」

　横でメリッサが小さく呻うめいた。

「おお、エイレーネ」

「陛下」

　エイレーネと呼ばれた女は国王の横に立って、手を握った。

　七十を余裕で超える老人と、二十代後半くらいの美女。

　だが、二人はそういう関係に見えた。

「して、エイレーネ。賢者様というのは？」

「いやですわ陛下。少し前にオルティア様から手紙が来たではありませんか。一人、男爵だんしゃくにして差し上げたい男がいると」

「おお、そういえば手紙が来ておった。そなたに一任したのだったな」

「ええ」

「ということは」

　老人がおれを見た。

「そなたがユウキ男爵か」

「……はい」

　頷く。まるで今初めてその話を聞いたかのような国王の口ぶりにちょっと困惑した。

「賢者様が言うのなら間違いない人間のはず。これからも我が国のために励むがいい」

「……はい。そのように」

「陛下。聞いた話によると、ユウキ男爵は一騎当千いっきとうせんの強者であられるとか」

「おお、そうなのか」

「一方、それらは全て噂に過ぎないというものもございます」

「なんと。どっちが本当なのか？」

「丁度ちょうどここにいらっしゃるのですから、ここは一つ、力試しをして見せて頂くのはどうでしょう。噂などよりも、実際に試した方がよくわかりますもの」

「どう試すのだ」

「誰かある。ゴロドをここへ」

　エイレーネが衛兵を呼び、命令を下した。

　しばらくして、一人の男が連れられてきた。

「なに……あれ」

　メリッサが息を呑んだ。無理もない。

　やってきた男は明らかに人間ではなかった。

　身長二メートル以上の巨体で、拘束衣を着せられている。

　口から見えるくらいまがまがしい息を吐いて──何より目が一つしかない。

　人間寄りだけど、間違いなく魔物。そんな男だ。

「あれは？」

「死刑囚ですわ。百人以上を素手で引き裂いて殺した凶悪死刑囚です。凶悪だけど力は本物、しかも死んでも問題がない男。男爵の力を測るのに最適でございますわ」

「おお、なるほど」

　納得する国王。

　いや待て、そこで納得するな、その目は節穴か。

「ユウキ男爵、それでいいですわね」

　エイレーネはおれを見た。

　おれは理解した。

　こいつは力試しにかこつけて、おれを殺す気だ。

　そして同時に確信する。

　あの目玉はエイレーネと関係があった、と。

「……ああ、問題ない」

　こうまでお膳立てされたら、もはや一戦は避けられそうにない。

「カケル、大丈夫なの？」

　メリッサがおれを心配した。

　おれは笑いかけてやった。

「よろしい。誰か、ゴロドの武器を」

　エイレーネが命令すると、今度は武器が運ばれてきた。

　ナタのような武器だ。だがものすごく大きい。

　衛兵が五人でようやく運べるくらいの、大きくて重いナタだった。

　それをゴロドの前に置いて、一人が拘束を外した。

「坊や、その武器を拾いなさい」

　エイレーネが命令した……坊やっておい、死刑囚設定どこに行った。

　ゴロドはナタを拾い上げた。片手でひょいっと簡単に持ち上げる。

「おお、なんという腕力」

「カケル……！」

　驚嘆する国王、心配するメリッサ。

　おれはエイレーネに向かって、聞いた。

「あれ、死刑囚なんだよな」

「ええ、そうですわ」

「そうか」

　なら、問題ないな。

　魔剣を抜いて、ゴロドに向き直る。

　どう見ても魔物にしか見えない男は、敵意を剝むき出しにしていた。

　嫌いではない。

　国王含めて陰気臭さが漂うこの王宮の中で、唯一「熱い」気を放つこいつのことは比較的嫌いではない。

　ないが。

「恨うらむならお前の主を恨め」

　魔剣二振りを抜いて、構える。

「ぐおおおおお！」

　大上段から振り下ろされるナタ。

　ひかりで受け止め、エレノアで砕く。

　そして二振りの魔剣で、ゴロドを十字に斬り刻んだ。

「おお」

「カケル！」

　純粋に驚嘆する国王、ホッとするメリッサ。

「……」

　そして、歯ぎしりして、死ぬほど悔しそうな顔をするエイレーネ。

　黒幕は、やっぱりこの女らしかった。
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　謁見えっけんが終わって、王都から数キロ離れたところにワープした。

　そこに魔法コテージがある。

　ドアが開いて、アウラとチビドラゴンが出てきた。

　国王に会いに行っている間、ここで待機してもらっていたのだ。

「みー」

「ただいまおーちゃん」

　人化したひかりがチビドラゴンに抱きつく。

　アウラがおれに話し掛けてきた。

「どうだった？」

「……エイレーネって女、あれが黒幕だな」

「あたしもそう思う」

　聖女姿のメリッサが同意してくれた。

「王妃様……」

　アウラは俯うつむき、下唇を嚙かむ。

　悔しそうだけど、驚いてはいない顔だ。

「知ってたのか」

「お姉様達が立て続けに亡くなったの、王妃様が現れてからだったから」

「真っ黒だな」

「ねえカケル、あの女ってもしかして魔族そのものなんじゃないかな」

　メリッサが言った。おれは頷うなずいて同意した。

「おれもそう思う。魔物を操ってたし、さっきのゴロドってのもはっきり言って魔物の類たぐいだろう。となればそいつ自身魔物か魔族である可能性が高い」

「それを国王に暴露すればいいんじゃない？」

「どうやって？　さっき見た感じだと国王はあれの言いなりだったぞ？　こっちがいきなり『その女魔物です』って言っても信用してくれるはずがない」

「ならあたしが……ううん、あたしでもダメかも」

　メリッサが口惜しげに言う。

　国王が敬虔けいけんな信者、そして自分は聖女。

　それでいけると一瞬思ったんだろう。

「エクスポースという魔法がある。それを使えばいいと思う」

「エクスポース？」

「そっか、それがあったじゃん。アウラ様はそれを使えるの？」

「はい」

「それならいけるかも」

　メリッサが納得した。状況が呑み込めないから質問する。

「なあ、そのエクスポースってどんな魔法なんだ？」

「えっとね……ひかりちゃん、もう一度剣の姿になってくれる？」

　メリッサはちょっと考えて、ひかりに言った。

「うん！」

　ひかりは魔剣の姿に戻った。

　チビドラゴンのそばで、魔剣の姿で地面に突き刺さった。

「アウラ様」

「ええ」

　アウラはひかりに近づく。全身から魔力の光を放って、魔法を唱えた。

　魔力の光がひかりを包み込む。

　ひかりが人間の姿に戻った。

　そのそばにいるチビドラゴンも光に包まれ、巨大なドラゴンの姿になった。

　かつて戦ったドラゴンの姿、しかし赤い光を放っていない姿に。

「な、何これ」

　チビドラゴン……オリビアのことを知らないアウラが驚く。

　一方で知っているメリッサは驚かず、おれに言った。

「こういう魔法よ」

「なるほど」

　それなら、いけるかもしれない。





☆






　夜の謁見の間。

　アウラを連れて、ワープでここにやってきた。

「こ、ここは？　どういうこと？」

「一度行ったことのあるところに一瞬で飛べる魔法を使ったんだ」

「そんな魔法が!?」

　盛大に驚くアウラ。

「行ったことないところには飛べないがな。お前にはここからエイレーネのところへ案内してもらう」

「うん、わかった」

　アウラが状況を理解して、頷いた。

　謁見の間を出て、人気ひとけのない廊下を慎重に進む。

　足音が聞こえた。それが近づいてくる。

「人が来る、どうしよう」

　焦あせるアウラ。

　彼女を連れてワープした。

　帝都の外にある魔法コテージの前だ。

「ここはさっきの……？　どういうこと？」

「ここで少し待とう」

　そう言って、三分間くらい待った。

　そしてアウラを連れて、さっきまでいた廊下にワープする。

　足音が後ろに遠ざかっていくのが聞こえた。

「行くぞ」

　声を押し殺してアウラに言う。

　頷いたアウラの案内で王宮の中を進む。

　途中で人に見つかりそうになったら魔法コテージにワープして、ちょっと待って、またワープで戻る。

　昔ゲームでセーブ＆ロードを駆使してエンカウントを避けたことがある。それと同じようなものだ。

　そうして、誰にも会わないまま、ある部屋の前にたどりつく。

　今までで一番立派な扉の部屋だ。

「ここは？」

　低く静かな声でアウラに聞く。

「お父様の寝室。王妃様はここにいるか、自分の部屋にいるかのどちらかだから」

「なるほど」

　頷き、扉を開けた。

　慎重に、音を立てないように扉を押す。

　ちょうど人一人分が通れる隙間すきまが空いたところで、体を中に滑り込ませる。

　アウラも付いてきた。

　ふと、鼻が何かの匂においを捕らえる。

　知ってる匂い。男女が交わった後の匂いだ。

　国王の部屋でこの匂い、ビンゴだな。

「陛下」

　声が聞こえた。聞き覚えのある女の声。

　おれは息を呑んだ。しー、のジェスチャーをしてアウラに黙るように指示した。

「どうしたエイレーネよ」

「ユウキ男爵だんしゃく、あれは危険ですわ」

「なぜじゃ？　勇ましく素晴らしい若者ではないか」

「陛下はお気付きではありませんでしたか？　あの男、魔剣エレノアを持っていましたわ」

「なんと!?」

　ばっ、と体を起こす音がした。

「あの伝説の魔剣か」

「そうですわ。そのようなものを持つ男がまともではあるはずないと思って調べてみましたの。そうしたら大変なことを知ってしまいましたわ」

「何をだ。何を知ったのだ？」

「あの男、アウラ様と繫つながっておりますの」


「──っ！」



　隣でアウラが息を呑んだのが気配でわかる。もう一度ジャスチャーをして音を立てないよう注意する。

「なんと！」

「アウラ様はどうやら魔剣の力を利用して、コモトリア王国を乗っ取るつもりですわ。陛下もご存じですわよね、エレノアがかつてどれほどの国を乗っ取って、どれほどの国を破滅に導いてきたのかを」

「うむ、あれは間違いなく災いを呼ぶ魔の剣」

　国王がきっぱり言い放った。

　ていうか。

（お前の悪名、随分すごいな）

（恐れ入ったか）

（威張るな、褒ほめてない）

「しかし、アウラよ……なぜ魔剣などに手を出したのか」

「王子様に取って代わり、自らがこの国に君臨する、それ以外の何がありまして？」

　まったくの言いがかりだ。

　言いがかりだけど、王はそれを信じた。

「おのれアウラめ」

「陛下、もはや一刻の猶予ゆうよもありませんわ。今すぐアウラ様──いえ、アウラを処刑なさるべきです」

　隣でアウラの気配が揺れた。

　見ると、真まっ青さおになって震えている

　今まで命を狙ねらわれてきたけど、それでも何かの間違いだと思っていた。

　それが、命令を下される現場に立ち会ったのだから、こうなるのは当然だ。

「待て！」

　それ以上見ていられなくなって、おれは声を出した。

　足を一歩前に踏み出しながら。

「お前は……ユウキ男爵」

　一瞬きょとんとした後、エイレーネが叫んだ。

「無礼者、ここをどこだと思っている」

「魔物がいるべきところじゃないのは確かだな」

　皮肉を言うと、エイレーネの顔がわずかに歪んだ。

（間違いないな）

　エレノアが言う。おれもそう思う。

「何を言っているのかわかりませんけど、国王陛下の寝所に侵入したのは不敬罪──死刑に値することですわ」

「そうか」

　気のない返事をした。問答は意味がない。水掛け論になるだけだ。

　ここは魔法で正体をばらすのが先だ。

　振り向き、アウラに言う。

「魔法を」

「……」

「おい、どうした」

　アウラはうなだれていて、動こうとしない。

「おい！」

（ショックが強すぎたのだな。無理もない）

　エレノアはそう言った。無理がないのはわかるけど、今それじゃ困る。

「誰か、誰かある」

　エイレーネが叫んだ。衛兵がぞろぞろ入ってきた。

「くせ者を捕らえよ」

「「「はっ」」」

　衛兵達が声を揃そろえて応えて、こっちに向かってきた。

　どうする、どうしたらいい。

　仕方ない、ここはいったん撤退しよう。撤退して出直そう。

　おれがアウラを連れてワープしようとした、その時。

（待っておとーさん）

　ひかりがそう言って、人の姿になった。

　修羅場に相応ふさわしくない幼女の姿になった。

「ひかり？」

「わたしにまかせて」

「任せるって、どういうことだ？」

　ひかりが一歩前に進んだ。手をかざして、魔法を使う。

「エクスポース」

　と、魔法を唱えた。

　魔法の光がエイレーネを包み込む。

（そうか、貴様の能力を受け継いでいる上に、実際に魔法を掛けられたからか）

　エレノアが言って、おれははっとする。

　この世界では、一度喰くらった魔法は素質があれば使えるのだ。

　それでおれはアルモッソから炎の魔法を、タニアから氷の魔法を喰らって、両方とも使えるようになった。

　おれの能力７７７倍をある程度受けついだひかりが、エクスポースを覚えてたんだ。

　それを使ったひかり、使われたエイレーネ。

　エイレーネは魔物の姿になった。でっかいトカゲのような魔物に。

「おまたせ、おとーさん」

　ひかりはそう言って、また魔剣の姿に戻った。

　魔物に戻されて驚くエイレーネ、どよめく衛兵と国王。

　おれは二振りの魔剣を構え、黒いオーラを纏まとってエイレーネに向かう。

　さあ、お仕置開始だ。
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「ふんぬうううう！」

　トカゲが雄叫おたけびを上げて尻尾しっぽを振ってきた。直前までの妖艶ようえんな美女の姿からはとても想像できない雄叫びだ。

　おれは横に躱かわす。直前までいたところに尻尾が叩たたきつけられる。

　床が割れる、建物が揺れる。

　普通の人間じゃ、当たれば無事じゃ済まないほどのパワーだ。

「そらそらそら！」

　ドゴーン！　ドゴーン！　と轟音ごうおんが響く。尻尾の連撃が飛んでくる。

　試しに受けてみた。

　真上から振り下ろされる尻尾を、クロスした魔剣二振りで受け止めた。

　ずしり、という手応てごたえがきた。

　ミシッ！　と足元の床が割れる。

「かなりのパワーだな。見た目通りというわけか」

「くく、それをわかったところでどうしようもあるまい」

「躱せばいい。当たらなければどうということもない」

　そう言っておれは尻尾を躱かわす。一撃必殺級の尻尾がことごとく床に叩きつけられる。

「ち、すばしっこい。ならこれでどうだ」

　エイレーネはそう言って自分の鱗うろこをひっこぬくと、ばらまいた。

　鱗が空中で変化して、小さいエイレーネみたいなものになった。

　小さいトカゲになってわらわら群がってくる。

　おれの足を摑つかみ、文字通り足止めする。

「足が止まったな、そのまま死ねええええ！」

「危ない！」

　背後からアウラの悲鳴が聞こえた。

（言うほど危なくないがな）

（うん、おとーさんだもんね）

　頭の中で母娘の会話が聞こえる。危機感がまったくない会話だ。

　その通り、危機感なんてまったくない、あるはずもない。

　振り下ろされた尻尾を──こんどはひかりで受け止めた。

　短い方の魔剣であえて止めた。

「なっ！」

　驚愕きょうがくするエイレーネ。

「はああ！」

　気合一閃いっせん。エレノアを横薙なぎに振った。

「ぐあああああ！」

　悲鳴が轟とどろく。建物が震えるほどの悲鳴。

　エイレーネの尻尾を途中から真っ二つにした。

　うごめく尻尾の断片、斬り口から漏もれる黒いオーラ。

　エイレーネは尻尾を抱え、悶もだえた。

「ば、ばかな。わたしの尻尾が、わたしの皮膚に刃が通るなんて」

「ああ、硬さが自慢だったのか？　それは悪いことをした」

　そう言いながら、おれは突進して、今度はひかりで斬きりつけた。

　断面の尻尾、それを更に輪斬りにする一撃。

　まるで厚切りハムのような尻尾が宙を舞い、床に落ちる。

「ぐお、うおおおお……」

　悲鳴の質が変わった。

　苦痛の成分が明らかに増え、建物を揺らすほどではなくなった。

　落ちた尻尾をエレノアで突き刺し、宙に放り投げ、ひかりでみじん切りにした。

　肉の破片がバラバラになって飛び散る。

「貴様ぁぁあ!!」

　憎しみの声だ。エイレーネは血走った目で、憎しみを込めておれを睨にらんだ。

「それで終わりか？」

「くっ」

　エイレーネがジャンプして後ろに下がった。

　おれとの間に鱗が変化したミニサイズのトカゲが割って入る。

　エイレーネを守っているそれを、即座に斬り捨てた。

　一刀一殺。

　全部一撃で斬り捨てて、エイレーネに向かっていく。

　追い詰めていく。最早エイレーネに最初の頃ころの威勢と余裕はなかった。

　あるのは憎しみだけ。憎しみ純百パーセントの目でおれを見た。

（いたぶるな、とっととトドメを刺せ）

　エレノアに言われた。そうだな。

　むかついたからお仕置しようとしたんだが、さっさと殺した方がいいな。

　そう思って、エレノアを構えた。

「く、くくくくく」

　エイレーネがいきなり笑い出した。

　得意げな表情で、いきなり。

「何がおかしい」

「くくく」

　エイレーネは答えず、指をパチンと鳴らした。

　目玉にコウモリの羽がついた魔物が現れた。

　魔物はプロジェクターのように、目から光を放って、映像を投影した。

　映し出されたのはどこかの寝室、豪華なベッドの上に中年の女が寝ていた。

　そのまわりを、ミニトカゲが取り囲んでいた。

　音声も聞こえる。ミニトカゲが怪人のような声を上げている。

「なんだこれは」

「お母様！」

　アウラの悲鳴が聞こえた。

「お母様？　お前の母親なのか、この人」

「うん！　お母様、お母様をどうするつもりなの？」

「それは貴様らの心掛け次第だな」

「人質か」

「貴様とアウラが繫つながっているのはわかっていたのでな、あらかじめ手を打たせてもらった」

「……卑怯ひきょうな」

　おれは呟き、迷った。

　このままこいつを殺すのは簡単だ。

　レッドドラゴン・オリビアと戦ったおれからすれば、こいつの強さは虫けら同然。

　今じゃもうオリビアの百分の一程度でしかない。

　だから殺すのは簡単。だが、そうすればアウラの母親がどうなるのかも簡単に想像がつく。

　もちろん、間違いなく殺されるだろう。

（どうする？）

（おとーさん……）

　どうしたもんかな。アウラの母親、映し出されてる場所には行ったことないし、ワープで飛ぶことはできない。

　人質……むかつくけど、効果がある。

　仕方ない、か。

　と、おれが思ったその時。

『カケル！』

　目玉の魔物から音声が聞こえてきた。

　聞き覚えのある声、おれの女の声。

　直後、アウラの母親の横にメリッサが現れた。

「メリッサ!?　なんでそこに」

　尋ねると、ちょっとずれた答えが返ってきた。

『聞こえてるなら安心して！　ここにはあたしがいるから』

　どうやらテレビ電話みたいなものじゃなくて、一方的に向こうから送信してきているようだ。

　が、状況はわかった。

　そして、後顧こうこの憂うれいはまったくなくなった。

　魔剣を構え、いつも通り黒いオーラを纏まとって、エイレーネに向かっていく。

「何をするの？」

　アウラが驚く。

「貴様、人質がどうなってもいいのか？」

「好きにしろよ」

　おれは即答した。アウラもエイレーネも驚愕した。

「強がりが……いいだろう、これを見て後悔するがいい」

　エイレーネはパチンと指を鳴らした。

　画面の向こうで、トカゲがアウラの母親に襲いかかる。

「お母様！」

　悲鳴を上げるアウラ。だがおれは動じなかった。

　攻撃されたアウラの母親──ではなく、その横でメリッサの体から血が噴き出していた。

　不死の聖女メリッサ、その力はダメージを肩代わりすること、そして不死身であること。

　彼女があそこにいる限り、アウラの母親は死なない。ケガすらしない。

　身代わりになって血を噴き出すメリッサ。その姿は聖女の名に相応ふさわしく、凜々りりしさを感じさせる。

（後でたっぷり可愛かわいがってやれ）

　エレノアが言う。もちろんそうするつもりだ。

「ど、どういうことだ？」

　うろたえるエイレーネ。

　一歩踏み出す。エイレーネがビクッとする。

「さて、今のが奥の手だったか？」

「くっ……」

「もう何もないのか？」

　言って、目を細めるおれ。

「う、うわあああ！」

　エイレーネが身を翻ひるがえして逃げ出した。

　途中にいる、状況に付いていけなくてぽかーんとしてる国王を蹴けり飛ばして逃げた。

　もちろん逃がさない。

　まだ部屋の中にいる、ワープで先回りした。

「なっ」

「もう死ね」

「くそがあああ！」

　やけっぱちになって攻撃してくるエイレーネ。

　エレノア一閃。

　エイレーネの首をはねた。

　巨体を揺らして、崩れ落ちていくエイレーネ。

　こっちでも、映像の向こうでも。ミニトカゲが次々と鱗に戻っていく。

　メリッサは血まみれになりながらも凜然りんぜんとしていた。アウラの母親はまったくの無傷だ。

　こっちではエイレーネが死体になって転がって、アウラはホッとしていて、国王はぶるぶる震えている。

　とりあえずは全部片付いたな。
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「退位しよう思う」

　翌朝、謁見えっけんの間。

　おれとアウラが下に立って、玉座には国王が座っている。

　国王はくたびれきっていた。元からしわしわのじいさんだったけど、そこからさらに一気に歳としを取った感じで、今にも死にそうなくらい弱っていた。

「お父様……」

「わしの不明だ。まさか魔物を妃きさきにしていたとは、魔物の言われるがままになっていたとは」

　国王は手で顔を覆った。

「アストレア、クロラス、シーマ、ダフネ、エウニス、レダ、レナ……」

　名前を呼ぶ、娘達の名前だ。

「おおおおお……すまぬ、すまぬ……」

　顔を覆ったまま嘆なげき、もういない娘達に懺悔ざんげする。

「お姉様……」

　横にいるアウラも涙を流した。

　正直弱った。どんな顔でここにいればいいのかわからない。まさか笑うわけにもいかないし。

　黙るしかなかった。

　黙って見ていて、二人が落ち着くのを待った。

　先にアウラが、幾らか落ち着きを取り戻した。

「お父様、この国にはまだお父様が必要です。どうかこのままわたし達を、そして民を導いてください」

「魔物を引き入れた罪は……重い。退位は避けられん」

「お父様」

「そこで、次の国王だが……その……」

　国王は口籠ごもった。アウラをちらちら見て、何かためらっている様子だ。

　退位することはあんなにきっぱり言ったのに、今更何をためらってるんだ？

（今更次の国王は息子に、って言い出しづらいのではないのか？）

　エレノアが言った。なるほどそういうことか。

　エイレーネに言われるがまま娘を殺してきたのは、息子を王にするため。正気に戻った手前、やっぱり息子にとは、さすがに言い出しづらいのか。

（その執着、そして心の弱さにつけ込まれたのだろうな）

　そうだな。おれもそう思う。

　口籠もる国王。エレノアに少し遅れてアウラはそのことに気付いた。

　アウラは片膝かたひざを突いて、頭を垂れて言った。

「国王は王太子が継ぐべきだと考えます。アウラ・トリデカ・コモトリア、微力ながら臣下として新王を支えていきたいと存じます」

　それっぽい口調で、国王が望んでいることを言った。

　国王は見るからにホッとして、表情が明るくなった。

（そんなだから取り込まれるのだ）

　エレノアは容赦ようしゃなかった。

　おれも……結構同感だった。
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　アウラの家に招かれた。

　王都クラデスの一番賑にぎやかな地域にある立派な屋敷。おれの屋敷の数倍は豪華で、さすが一国の姫だと思った。

　たくさんの執事とメイド達に出迎えられて、応接間に通された。

　ちょっと待つと、アウラが現れた。

　姫ドレスを着た姿は今まで見た中で一番綺麗きれいだった。

　アウラは背筋をピンと伸ばした上品な歩き方で近づいてくる。

　おれの前に立って、見つめて、頭を下げた。

「ありがとうございました。全て、あなたのおかげです」

「おう、感謝しろ」

「はい、本当にありがとうございました」

　アウラはもう一度頭を下げて、それから言った。

「お父様に進言してきました。その結果、あなたには子爵ししゃく……男爵だんしゃくの一つ上の位を授けることになりました」

「そうか」

「以前下賜かしした領地も、更に広いものを与えるそうです」

「領地？　ああそんなこともあったっけ」

　コモトリアの使者がおれの屋敷に来た時のことを思い出した。

　確かあの時、男爵の地位の他に領地をくれるって言ってたっけ。

　あまり興味なかったから、今の今まで忘れてた。

「広いのか？」

「はい。これ以上の爵位はすぐには上げられないとのことなので、領地の方を増やしました」

「ふーん。それ、面倒臭くさいからお前が管理してくれ」

「え？」

「領地とかはあまり興味ない。ぶっちゃけ爵位も」

「そ、そんな……」

　アウラの表情が崩れた。

　部屋に入ってきた時は気品のある王女らしい顔だったけど、今はちょっと泣き出しそうになっていた。

「それではお礼ができません。何か……何かお望みの品はありませんか？」

　泣きそうな顔で、すがるようにおれに聞いてきた。

「お前」

　おれは即答した。

　元からそれしか要求するつもりはない。

　アウラはきょとんとした。

「わたし、ですか？」

「ああ、お前」

「わたしって、それは一体──あっ」

　理解がちょっと遅れたけど、アウラははっとした。

　頰を赤らめてる辺り、正しく理解したのは間違いないだろう。

「そうだ、お前を抱かせろ」

「ご冗談を。子爵位よりも、領地よりもわたしだなんて」

「冗談じゃない。お前はいい女だ、お礼はいい女がいい」

「……本気で仰ってますか」

「本気だ」

　おれはまたも即答した。

　アウラはますます赤面する。

　赤面して、もじもじする。

　ちょっとじれったかった。嫌がってるわけじゃなさそうだったから、おれはアウラをお姫様だっこで抱き上げた。

「ベッドの部屋はどこだ」

「え、えええ？」

「どこだ」

「えと、そこを出て左に」

「よし」

　アウラを抱き上げたまま、大股で歩き出す。

　外に出ると、そこにいた使用人達と遭遇した。

　執事もメイドも、驚いた顔でおれを見る。

　アウラは手で顔を覆った。恥ずかしくて死にそう、って感じだ。

「あの……」

「なんだ、今更やだって言っても──」

「初めて助けられた時から、ずっと好きでした」

　アウラは蚊かの鳴くような声で言った。顔を覆いながら言うその姿はちょっとヤバいくらい可愛かわいかった。

　おれはアウラをベッドのある部屋に連れ込んで、謝礼として彼女を抱いたのだった。





☆






　闇やみの中、小さいトカゲの魔物がもそもそしていた。

　トカゲはある一点に集まっていた。

　黒いもやがあるその一点に、まるでブラックホールのようなそこに。

　子トカゲがやってきては飛び込む、やってきては飛び込むを繰り返す。

　すると黒いもやは徐々に大きくなる。子トカゲが飛び込む度に大きくなる。

　それを繰り返して、丸一日。

　黒いもやが固まって、そして卵のように割れた。

「くはあ！」

　中から別のトカゲが出てきた。

　黒い卵を割って出てきたのはトカゲ姿のエイレーネ。しかしその姿は小さく、子供と同じくらいだった。

　エイレーネの顔は憎悪に満ちていた。

「あの男……許さない、絶対に許さないっ」

　吐く言葉も、やはり憎悪に満ちていた。

「嬲なぶって、まわりの者から嬲って……生きてきたことを後悔するくらいじわじわ嬲って殺してやる！」

　目が血走っている。口に出したその言葉を何があっても実行するという強い意志が感じられた。

「……」

　そこに音もなく一人の男が現れた。

　黒装束を着た、暗殺者のような格好の男だ。

「お前か、丁度ちょうどいいところに来た」

　エイレーネと男は知り合いのようだった。

　憎悪が完全に消えたわけではないが、男を見た途端、それは少し収まったように見えた。

「わたしを連れ戻してくれ、力を取り戻して、あの男を──」

　エイレーネが言い終わるのを待つことなく、男は手を突き出した。

　猛然と、ボディブローを放つような軌道で突き出した。

　手がエイレーネの体を貫通する。背中から出る血まみれの手刀は爪先つめさきが鋭く、人間のものではないようだった。

「かはっ……な、なぜ」

「憎しみが消えそうに見えなかったのでな」

　男は冷酷な口調で言った。

「自分で自分の怒りを制御できないヤツは、そこから綻ほころびが生じる」

「だからと言って……わたしを……」

「悪いな」

　男はもう片方の手も使ってエイレーネを串刺しにすると、そのまま左右に引き裂いた。

　再生したばかりのエイレーネが真っ二つになり、今度こそ絶命する。

　男はそんなエイレーネの姿をちらっと見ただけで、興味が失せたかのように視線を外した。

「エイレーネをここまで子供扱いするとは、予想以上の強さだ」

　その言葉はさっきまでと違って、少しだけ弱気になっているように感じられた。

「我々の誰よりも強い。一対一ではもはや止められんな」

　更に呟き、今度はため息を吐く。

「魔剣を従属させる男……魔剣を新たに生み出した男。関わることのないよう、全員に徹底させねばな」

　そう言って、男は闇に消えた。

　カケルがいないところで、闇が、その動きを大きく変えていた。
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　昼下がりのリビングに、おれとデルフィナがソファーに向き合って座って、離れたところでひかりがチビドラゴンを抱いてこっちを見ていた。

「コモトリアで領地をもらったことは知ってるな？」

「ええ、その領地が更に増えたことも」

「さすがデルフィナ、耳が早い」

「情報は商売の基本ですわ」

「その領地、お前に任せる」

「あら」

　デルフィナの目の奥が光った。

　肉食獣のような、獲物を見つけた時の瞳ひとみだ。

「わたくしに任せて頂けますの？」

「ああ、全部お前に任せる」

　最初はアウラに任せようとしたが、結局首を縦に振らなかった。

　それに、考えてみれば土地のことはデルフィナに任せるのが一番だと思った。

「税収も？」

「全権委任だ」

「念の為にお伺いしますが、ユウキ様はご自身の領地が今どれほどのものかご存じですか」

「知らん」

　デルフィナは笑った。「しょうがないなこいつ」みたいな、半分呆あきれた笑いだ。

「でしたら──」

「どれほどのものだろうと、お前に任せる」

「え？」

　デルフィナが驚く。意表を突かれたような顔をする。

「どれほどのものだろうと、ですか」

「ああ、全部お前に任せる。上手うまく運営してくれ。で、利益が出たら全部お前にやる」

「──え？」

　デルフィナはますます驚いた。さっきの比じゃないくらい驚いた。

「な、何を企たくらんでますの？　そんなこと、ユウキ様に何一つ得が──」

「おれの女が更に強くなる」

　デルフィナの疑問をそう言って遮った。

「それ以上の得はあるか？」

「……あなたって方は、いつもそう」

　デルフィナはちょっと拗すねた。

　その拗ね顔は可愛かわいかったけど、そういうのは夜にとっとこう。

「やるか？」

「やらせて頂きますわ。後悔しても知りませんわよ」

「何を後悔するって言うんだ」

「わたしのこと、お買い上げなさるという約束を忘れたわけではありませんわよね」

　ジト目で睨にらまれた。なんだそのことか。

「忘れてないぞ。それも含めてだ。おれ以外、世界中の誰にも買えないような女になれ」

「……わかりましたわ」

　そう言って、デルフィナは部屋から出て行った。

　去り際ぎわ、口元に笑みが浮かんでいた。

　ま、領地のことはあいつに任せとけばいいだろ。

「おとーさん」

　ひかりがチビドラゴンを抱いたままこっちにやってきた。

　ニコニコ笑って、とことこと歩いて。
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　それだけでもう可愛くて仕方がない。

「どうした、ひかり」

「あのねおとーさん、いまってひま？」

「おう、暇だぞ──」

　コンコン、とノックの音が聞こえた。

　ひかりの口から「あっ」と声が漏もれる。

「誰だ」

「わたしだ」

「入れ」

　ドアが開いて、ナナが入ってきた。

　いつもの鎧よろい姿で、ロングソードを下げたびしっとした姿。

　デルフィナとは違って、ナナはおれの前に立ったまま口を開く。

「今、大丈夫だろうか」

「……ああ」

　ひかりをちらっと見た。ひかりはチビドラゴン抱いたまま、とことこと元の場所に戻っていった。

　後でフォローしなきゃな、そう思ってナナの方を向く。

「どうした」

「奴隷兵の訓練状況の報告に上がった」

「ああ」

「昨日の模擬戦で十四名が負傷、うち一人は全治一ヶ月。こいつはしばらく訓練からも外そうと思う」

「訓練自体はどうなんだ？」

「予定通りだ。主が率いさえすれば、同数の相手と戦えるはず」

　まだまだってことか。

　奴隷兵は今二百人、おれが先頭に立って率いてようやく二百人の相手と戦えるくらいってのは、だめもだめ、ダメダメってことだ。

「引き続きもっと練度を上げてやってくれ」

「はっ」

「ああ、あと」

　おれは異次元倉庫を開く。そこから白い魔法の玉を一個取り出す。

「これを重傷のヤツに使ってやれ。一瞬で治る」

「承知した」

　ナナは魔法の玉を受け取って、部屋から出て行った。

「おとーさん」

　再びひかりがやってきた。

　おれの前に立って、一瞬ドアの方を見て、それから切り出す。

「あのね、最近くじ引き行ってないよね」

「ああ、そういえば」

「いつ行くの？」

　別にあえて行かなかったわけじゃない。ログインボーナスのために、おれは毎日一人で行くだけ行ってた。

　ひかりを連れて、一緒にくじを引くためには行ってないだけだ。

　なるほど、それに行きたくてチャンスを窺ってたのか。

「よし、今から行こうか」

「本当？」

　ひかりはぱあ、と顔を綻ほころばせた。

　可愛い盛りの年頃としごろのひかりが、世界一可愛い笑顔を見せてくれた。

　そこに、コンコン、と扉をノックされた。

　ひかりが明らかに失望した顔をする。ドアが開いてミウが入ってきた。

「ご主人様、カランバ王国から使者がいらっしゃいました。女王陛下の勅使ちょくしとのことです」

「勅使、リカのか」

　ひかりは淋しそうな、それでいて聞き分けのいい大人びた顔をして、元いた場所に戻ろうとした。

「ひかり、ちょっと待って」

「おとーさん？」

「ミウ。そいつを待たせとけ」

「は、はい、わかりました」

　ミウは部屋を出ていった。ぱたぱたと足音が遠ざかるのが聞こえた。

「おとーさん？」

「行こうか」

　ひかりの手を取って、にこりと笑いかける。

「うん！」

　そして歩き出す。あのくじ引き所に行くことを念じて、一緒に足を踏み出す。

　まわりの光景が一瞬で変わって、あのくじ引き所に来た。

　丁度ちょうど、例の男が出て行くのが見えた。

　おれと同じ時に商店街でくじ引きをして、触手というスキルをもらって異世界に来た男。

　いつもいつも大量のくじ引き券を持っていることで、印象に残っている男だ。

「いらっしゃいませー」

　くじ引き所のスタッフが相変わらずの笑顔でおれ達を出迎えた。

　おれと、ひかりと、そしてエレノア。

　なぜかここでだけ人間化するエレノアに、ひかりは早速ひっついた。

　おれはスタッフに聞く。

「さっきの人、結果どうでしたか？」

「まあまあです、百二十枚くじ引き券を持ってきて、そこそこ当たりましたよ」

「百二十枚！　相変わらずぶっ飛んでるな、あの人」

「いつもすごいです」

「こっちはこれだ」

　くじ引き券を取り出す。奴隷兵を揃そろえたこととか、その時に使った金でゲットした二十枚のくじ引き券だ。

　そこで、おれはあることに気付く。

　スタッフの後ろ、くじ引きの景品リストが変わっていた。

　おれはそれをじっと見つめた。





・参加賞　魔法の玉（白）




・五等賞　魔法の玉（黒）




・四等賞　追加攻撃１％　３倍




・三等賞　追加攻撃３％　３倍




・二等賞　追加攻撃10％　３倍




・一等賞　追加攻撃100％　３倍対象外






　景品が大きく変わっていた。似たようなものがずらっと並んでいる。

　このパターン、前にも見たことがある。

　スタッフに視線を戻して、聞いた。

「景品が変わったのか」

「はい。先日コモトリア王国で新しい国王が即位しました。それによって、コモトリアの国政が正常化しました。大きなイベントが発生したので、その記念として期間限定くじ引きです」

　やっぱりそうだった。

　前の能力貸し出しと一緒だ。

　メルクーリが紙幣を発行するようになった時と同じパターンで、コモトリアの国王が代わったから、その記念で期間限定くじ引きをやるってことだ。

　ちなみによく見ると魔法の玉の黒と白がいつもと逆になっていた。これも限定だからだろうか。

「そしてなんと、今は二等から四等までが通常の三倍の確率で出るようになっています！」

「一等に補正はないのか」

「一等にはありません！　そのための一等です」

「なるほどな」

　おれは頷うなずき、くじ引き券をスタッフに渡した。

「はい、二十枚で、二十二回ですね。どなたが引きますか？」

「どっちが引く？」

　振り向き、エレノアとひかりに聞く。

「いっしょ！」

　ひかりは少し考えて、エレノアにひっついたまま言った。

「仕方ないな」

　二人一緒にくじ引き機の前に立って、スタッフが用意した台に乗り、くじ引き機の取っ手を握った。

「せーの」

　くじ引き機を回した。

　ガラガラガラ、ポトッ。

　白、白、白、黒、白、黒──。

　外れがほとんどで、たまに五等が当たる。

　いつものくじ引きと大体同じだから、特におれは気にしなかった。

　景品リストを見て、その効果を想像する。

　何となく想像できるけど、どれか手に入れて、試してみたいところだ。

　だから四等を当ててくれないかなと思っていた。

　二十二回目、最後の玉。

　金色の玉が出てきた。

　ハンドベルが鳴る、ガランガランと音が部屋に響く。

「おめでとうございます！　一等賞です」

「……え？」

　おれはビックリした。

　景品リストを見る。３倍対象外の文字が大きく躍っていた。

　なんと、一等賞が確率の壁を超えて出てきた。
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　くじ引き所を出て、屋敷の横にある、おれの私有地の空き地までやって来た。

　そこではナナが二百人の奴隷兵に稽古けいこをつけていた。

　ナナの号令に従って、奴隷兵達は統率が取れた動きをしていた。

　前に比べて大分それらしくなった。これなら近いうちに戦場に連れていけそうだ。

　まあ、今日はそのために来たんじゃないけどな。

「ナナ」

「主か。どうした」

「試したいことがある。ちょっと付き合え」

「承知した」

　ナナは即答した。

　奴隷兵達にその場で休憩しているよう命じて、ロングソードを抜くとおれに向き直る。

　ナナのこういうところをおれは気に入っている。

　試したいことがある、としか言ってないのに、戦闘のことだとすぐにわかるようなところだ。

　おれはエレノアを抜いた。ひかりも腰の辺りにあるけど、テストだからまずはエレノアからだ。

　くじ引きで引いた『追加攻撃100％』を自分に使ってみた。

　スタッフの説明だと武器とか道具にじゃなく、人間に使うものだそうだから、そうした。

「いくぞ」

「はっ」

　エレノアを上段から振り下ろし、ナナのロングソードと打ち合う。

　剣戟けんげき音が響き、火花を散らす。

　ナナは剣でガードしたまま、一歩後ずさった。

　攻撃を防いだ。そこまでは今まで通り。

　異変は次の瞬間起こった。

　──キーン！

　同じ剣戟音がもう一度した。エレノアと剣が打ち合ったのとまったく同じ音が。

　ザッザッザッ。

　攻撃を防いで気が緩んだのか、その衝撃でナナは三歩後ずさった。

　顔に驚きの色が見える。

「主、今のは」

「これが試したかったことだ。もっと行くぞ」

「はっ」

　ナナは表情を引き締めた。

　驚きは一瞬、理解も一瞬。

　そして、調整も一瞬。

　おれは攻撃を仕掛け続ける、ナナはそれを受け続ける。攻撃の後に追加攻撃が来るのを一瞬で理解して、それに合わせて調整した。

　おれが斬きって、ナナが受ける。

『追加攻撃100％』の効果が大体わかってきた。

　攻撃した一秒くらい後に、まったく同じ攻撃がもう一度効果として現れるらしい。

　斬撃なら、斬ったところの一秒後にまた同じ威力の斬撃が生まれる、と言った具合に。

「次はひかりだ。受けてみろ」

「はっ」

　エレノアから持ち替えて、今度はひかりで攻撃を仕掛けた。

　ひかりも同じだった。やはり攻撃の一秒後に追加攻撃が生まれる。

　そしてひかりも納める。

「魔法、行くぞ！」

「はっ」

　アルモッソから喰くらって覚えた炎の魔法を使う。炎の玉がナナに飛んでいく。

　ナナはロングソードを振って、炎の玉を斬り払う。

　斬り払われた火の玉が弾けた。その一秒後に斬り払った場所から同じ炎の魔法が出て、それも斬り払われた。

　おれは手を下ろし、立ち止まった。

「よし、これまでだ」

「承知した」

「大体わかった。助かったぞナナ。お前じゃないとここまで詳しく試せなかった」

「ありがたきお言葉」

「邪魔をしたな。訓練を続けてくれ」

「はっ」

　軽く頭を下げるナナに見送られ、おれはその場から立ち去る。

　歩きながら考えた。

『追加攻撃100％』。最初それを見た時は単純に二倍強くなるのかと思っていたけど、実際に使ってみたらそれ以上の効果だった。

　仕掛けたのとまったく同じ攻撃がもう一度一秒後に生まれるのなら、それを戦術に組み込めば強さは倍以上になる。

　簡単な話だ。追加攻撃が発生する間に、追撃も息つぎもできるって話だ。

　火力は倍、それに、やれることが増える。

　そういうことだ。

「……追加攻撃が仕込める？」

　おれは足を止めた。頭の中で一つの考えが生まれたからだ。

「あれも……追加できるのか？」





☆






　夜の寝室の中、メリッサがおれの体の下で啼ないていた。

　裸にしたメリッサを攻めながら、執拗しつように聞いた。

「どうだ、メリッサどうだ？」

「し、知らない、こんなおかしいの知らない」

「何がおかしいんだ」

「おかしいの、なんかわからないけどおかしいのおお」

　髪を振り乱して「おかしい」を連呼するメリッサ。

　組み敷いた彼女の身体から「震動」を感じる。

　剣を振ってた時と同じだ。

　おれの腰の動きにも『追加攻撃100％』が掛かる。

　二重の衝撃がメリッサを襲って、「おかしい」「わからない」状態にさせた。

　答えは返ってこないけど、体感でそれを理解した。





☆






　二時間後、メリッサはヘロヘロのトロトロになった。

　ベッドの上でぐったりしてる。

　たったの二時間。

　メリッサは別名不死の聖女って呼ばれていて、体力も回復力もとんでもない女だ。

　ぶっちゃけ、死なない。

　前に彼女を落とした時は丸一日掛かった。

　今回は二時間で済んだ。

　多分本来想定された使い方じゃないだろうが……『追加攻撃100％』恐るべしだ。

　ほかにも『追加攻撃100％』が適用されるものはないだろうか。

　心当たりを整理して、一つずつ試してみよう。

　そんなことを考えていたおれに、メリッサが体を寄せてきた。

　ヘトヘトでほとんど動けないが、ベッドの上を這はってなんとかおれのところにたどりつき、体を寄せてきた。

　その体の残り火が心地いい。

「カケル……」

「おう。体は大丈夫か」

「すぐに回復するから、ちょっと待ってて」

　言葉に力がない。声もかすれた感じだ。

　それでもメリッサは健気けなげに言う。本当にすぐに回復して、またおれの相手をしようとしてるみたいだ。

「お前、可愛かわいいヤツだな」

「い、いきなり何を言い出すの」

　メリッサは赤面した。ますます可愛いと思った。

「だが無理はするな。そこまでしなくてもいい」

「でも……」

「もう大丈夫だ。本当にもっとやりたいならこうしてる」

　異次元倉庫を開いて、魔法の玉（白）を取り出すと、メリッサに使った。

　くじ引きの景品、完全回復の効果を持つ魔法アイテム。

　魔法の玉が光って溶けて、メリッサの体を包み込む。

「わっ、体が──体力が一気に!?」

　驚くメリッサ、同時に声にも力が戻った。

　魔法の玉でばっちり体力が回復した。

「すぐにこれをやらなかったってことは、そういうことだから」

「そっか……うん、わかった」

　メリッサはおれに体を寄せたまま、今度はささやきかけるように言ってきた。

「ねえカケル、まだ夜だね」

「ああ、夜だな」

「一日経たったからまた夜になった、というわけじゃないんだよね」

「はは」

　前のことを思い出して笑った。

　前は丸一日掛かったんだよな。

「普通に、まだ夜のままだ」

「うふふ」

　メリッサは何故なぜか楽しそうに笑った。

　裸のままおれに体を寄せて、嬉うれしそうに頰ほおずりをする。

「どうした」

「嬉しいの」

「それはわかるが、何でだ？」

「今のあたしがダウンするまでの時間って、普通の男女のそれと同じくらいよね？」

「まあそれくらいだな」

「それが嬉しいの。あたし、カケル相手だったら普通の女になれるんだって。ただの女でいられるんだなって思ったの」

「それが嬉しいのか」

「うん」

「わかるような、わからないような」

　そう思ったけど、メリッサが嬉しそうだったからいいやと思った。

「うーん」

　メリッサが唸うなり出した。なんだか難しい顔をしている。

「どうした」

「今カケルのことを表す言葉を探してるんだ」

「おれを表す言葉？」

「うん！　戦場じゃ無敵で、いろんな大事件を解決して、無数の女を侍はべらせて。そういう男を表す言葉があるんだけど、その言葉が出てこないんだ」

「ああ、よくあるよな、この辺まで言葉が出掛かってるのに出てこないことって」

　メリッサはうんうん唸りながら考えた。

　しばらく経ってから、満面の笑みで思い出した。

「英雄だ！」

　英雄。

　人々にあがめられる不死の聖女は、おれのことを英雄だと言った。
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「げほっ！　げほげほっ！」

　ベッドの上で、おれは盛大に咳せきをした。

　体は熱いのに寒気がして、頭が痛くて喉のどもガラガラ、鼻も詰まってて口でしか息ができない。

　風邪のフルコースが一気に襲ってきた感じだ。

「これは……」

　おれの横で医者が難しい顔をしていた。

　風邪を引いたと知った途端、ミウが呼んできた医者だ。

「ど、どうなんですか先生」

「エウボイ風邪ですな、しばらくは温かくして、栄養をしっかり取って絶対安静にしていること」

「絶対安静……そうしていれば大丈夫なんですか」

「エウボイ風邪で死ぬことは滅多にありません。しかし罹かかっている時は体力が相当低下しますから、そこから違う病気を拾うのは避けなければならない。ですので、絶対安静で」

「わかりました」

　診察を終えた医者がおれの部屋から出て行く。ミウが送るために一緒に出て行った。

（風邪とは、情けないな）

　頭の中でエレノアの声が響く。

「うるさいな……誰でも風邪くらい引くだろ」

（例の魔法の玉は？　あれを使って治せないのか）

「あれは──ゴホゴホッ──全部ナナにやった。ハードな訓練で負傷者が随分出たからな」

　そう、魔法の玉（白）は丁度ちょうど品切れ中だ。

　それを聞いてエレノアは黙った。

　何で黙ったのかは知らないけど、意識がもうろうとするし、黙っててくれるのはありがたい。

（……体さえあれば）

「なんか言ったか？」

　頭の中にいるくせに、ぶつぶつ声でよく聞こえなかった。

（なんでもない。それよりとっとと休め。……そ、その風邪をひかりに伝染うつしたりしたら憑つき殺すぞ!!）

「はいはい」

　適当に返事をして、布団ふとんに深く潜り込んだ。

　言われるまでもない。ひかりになんて伝染さない。

　こんなもの、気合と根性で治してやる。

「ご主人様……」

　ミウがおそるおそる部屋に入ってきた。

「どうした……」

「えっと……その……」

　言いにくそうにするミウ。何かあったのか。

「その……ご主人様が大変な時にすみませんけど、ヘレネー様の使いの方から伝言が──」

「伝言？　言ってみろ」

「はい。紙幣しへいができましたから、輸送隊を護衛しながらロイゼーンに参ります。です」

「へえ、紙幣が……っておい！」

　パッと起き上がったけど、ヘロヘロだったからそのまま横向きに倒れた。

　ベッドの上にポスンと倒れるおれ。ミウが心配そうに近づいてきた。

「大丈夫ですかご主人様」

「着替えを……よそ行きの服だ」

「えええええ？」

「行くぞ……エレノア」
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（休んでいろ！　というかどこに行くと言うのだ）

「いや、おれが行かないと」

　目の前がチカチカする。頭がぼうっとしてきた。

　それでもわかる。はっきりとわかってしまう。

「現金の輸送なんて……襲われるに決まってるだろ」

　ヘロヘロになりつつも、ミウに着替えさせてもらって、エレノアを握り締めた。

　そしてワープの羽を使った。

　王都とロイゼーンの道は一度実際に通ってる。だからどこへでもワープすることができる。

　道なりに、輸送隊を見逃さないように大体一キロ間隔でワープする。

　何十回目かのワープの果てに、ヘレネーの輸送隊を見つけた。

　戦車（馬に引かれるタイプの）に乗って指揮してるヘレネーの横にワープした。

「カケル様！　どうしたのですかこんなところに──カケル様？」

　最初はおれの出現に驚き、直後におれの体調に気付いて驚いたヘレネー。

「どうしたんですかカケル様、お体がすごく熱い……」

「風邪だ、大したことない」

　もうろうとしてるけど。

「で、でしたらお休みになられないと。どうしてここに？」

「お前こそ」

　おれはまわりを見た。おれのことに気付いて何人かの兵士が驚いている。

　それを無視して、運んでいる金の量と、ここにいる兵士の数を聞く。

「紙幣はどれくらいの量がある」

「銀貨にして五十万枚くらいです」

「それの輸送に兵を何人連れてきた」

「それは……国の中ですし、百人──」

「……来てよかった」

「え？」

「あのな、お前達は現金を輸送してるんだろ。来月くらいに正式に流通が始まる紙幣を。それを守るために護衛百人って少なすぎないか？」

「それは……いえ、さすがに国の中で」

「て、敵襲！」

　前の方から兵士の慌あわてた声が聞こえてきた。

　直後に剣戟けんげき音と、魔法が放たれた音も聞こえる。

　大分押されて、明らかに戦況がよくない。

「……ほらな」

「そのようですね……」

　青ざめるヘレネー。おれはエレノアを持って立ち上がった。

「カケル様!?」

「なんとかしてくる」

「で、ですがお体が」

「こんなんでも──げほげほ！」

　いきなり立ち上がったから盛大に咳せき込んだ。

　咳が治まるのを待って、ヘレネーに言う。

「この百人よりは、ごほごほっ、役に立つ」

　そう言い残して、エレノアを抜いて前線に飛び込む。

　もうろうとしてて、それからのことはよく覚えてない。

　襲ってきた連中を全滅させた以外のことはほとんど覚えていなかった。
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　朝、ベッドから起き上がったイオはいそいそと身支度をした。

　服を着て、魔女の帽子を被って、魔法の杖つえを持つ。

　裸に剝むいた時の姿も綺麗きれいだけど、これはこれで悪くない。

　眺ながめているうちにそれが出かけるための身支度だと気付いた。

「どこかに行くのか？」

「はい。今日はギルドから受けた依頼がありますから、それに行くんです」

「ギルドか。そういえばお前、ちょこちょこそういうのに出掛けてたよな」

「そうなんです。覚えててくれたんですね！」

「……」

　ちょっと考える。

　ギルドの依頼に行くイオ。

　少し気になった。

「よし、おれも行こう」

「本当ですか!?」

　イオが目を輝かせた。





☆






「おはようございます！　姉あねさん」

「お姉様、今日もよろしくお願いしますね」

　ギルドの前にやってくると、二人の女がイオに駆け寄ってきた。

　ポニーテールで露出度の高い剣士っぽい女がイオを「姉さん」と呼んで、ソロン教の法衣みたいなものを着ている若干じゃっかん穏やかめな女が「お姉様」と呼んだ。

　……姉さんにお姉様だあ？

「おはよう。今日も頑張ろうね」

「はい！　姉さんがいれば無敵です！」

「今日も思いっ切りアレクシスパーティーを見下しましょうね」

「ジュリア、いつも言ってるけど、そういうことは言っちゃだめ。アレクシスさんはギルドの大先輩なんだから」

「はい……」

　しゅんとする法衣の女──ジュリアって言うのか。

「しかし姉さん、ギルドのランクがＡまでしかないから姉さんが向こうと同格なのであって、実績とか見たら姉さんはとっくにアレクシスパーティーを超えてると思います」

「だとしてもだよ、アグネ。センパイはセンパイ、尊敬しなきゃ」

　で、剣士の方がアグネか。

「二人ともわかった？」

「はい……」

「わかりましたお姉様」

　イオに説教（？）された二人は落ち込むどころか、逆にうっとりした表情でイオを見た。

「やっぱりお姉様は素敵」

「そりゃ姉さんだからな！」

　意味不明な崇拝すうはいまでされている。

　ていうか、今の一瞬でいくつか疑問が生まれたんだけど。

「そうだ、二人とも紹介するね。今日一緒に行ってくれるカケルさん」

　イオはおれを見て、二人に紹介した。

　瞬間、二人は嫌そうな顔をした。

　うわー、露骨だー。

　二人して「なんだこの馬の骨は」って顔をしていた。

　なんか面白おもしろいぞ。

「結城ゆうきカケルだ、よろしく」

「……」

「……」

　今度は睨にらまれた。そして挨拶もない。

「アグネ？　ジュリア？」

「どこの馬の骨かは存じませんけど」

「姉さんの足を引っ張ったらぶっ殺すからな」

「ああ、わかった。足は引っ張らない」

　そう言って四人で出発した。

　イオがこっそりおれの横に来て、小声で言った。

「ごめんなさいカケルさん。二人がすっごい失礼を」

「いやそれはいい。それよりもお前、Ａランクになってたのか」

「はい……なりましたけど」

「Ａランクが最高なんだっけ」

　さっきの話をまとめて思い出す。アグネとジュリアの口ぶりではそうだった。

「はい、一番上です」

「そうか、すごいな」

「そんな」

「よく頑張ったな。さすがおれの女だ」

「──ありがとうございます！」

　褒ほめてやるとイオは大いに喜んだ。

　その後アグネとジュリアに呼ばれてそっちに行った。

　三人を追いながら、おれは考える。

　最初は一緒に戦おうかと考えてたけど、それよりも様子見をしたくなった。





☆






　イオ、アグネ、ジュリアのパーティーはかなりバランスが取れている。

（あのアグネという女、いい剣士だな。あれほどの細身で大剣を軽々と振り回すのは並ではないぞ）

「そうだな」

（そっちのジュリアも戦況をよく見ている。回復魔法と補助魔法のタイミングがばっちりだ）

「ああ。それに何よりもイオだ、あの雷の魔法、おれと出会った頃ころに比べたら威力も連射力もかなり上がってるぞ」

（そうだな。あれならＡランクというのも頷ける）

「物理、魔法、回復。高いレベルでバランスの取れたパーティーだな」

（冒険者としては百点満点だな）

　三人が戦っている最中、後方の少し離れたところに陣取っておれはエレノアと批評していた。

　腕組みしつつ、その後も三人に付いていく。

　ギルドから依頼されたのはモンスターの退治。

　高レベルモンスターが湧わくところを定期的に「掃除」する依頼だ。

　おれが見た感じ、山ウシの数倍は強いモンスターを三人がザコのように倒していく。

　倒し方は色々あるけど、一番多かったのはアグネが足止めして、イオが魔法で倒して、ジュリアが回復魔法を掛けるってパターンだ。

　それが全部の五割を占めている……二人がいかにイオを信頼してるかってことがわかる。

　モンスターを倒し、次のモンスターを探す。

　そこでアグネとジュリアはイオに隠れてひそひそ話をした。

「ジュリア、あの男なんなの」

「本当ですわ。我が物顔で付いてくるだけで、戦いもしない」

「剣士みたいだけど、あれ偽物の魔剣だよな」

「あんなものを自慢するように持ってるなんて。お姉様、なんであんな男を連れてきたのでしょう」

　二人はひそひそ話をしているつもりかもしれないが、おれには筒抜けだ。

　７７７倍耳がいいからな。

　近くにいるイオには聞こえてないけど、おれには全部聞こえてる。

「偽物だってよ」

（もう慣れたわ）

　意識の中でエレノアが鼻を鳴らした。

　さらに進むと、今までとは桁けた違いの威圧感を覚えた。

　ヤギの頭、人間の体、黒い翼に巨大なカマを持つ生物。

　人間とほとんど変わらないサイズだけど、威圧感と存在感だけはたっぷりだ。

「出たな！　ジュリア、頼む！」

「うん、お姉様は今のうちに」

　ジュリアが補助魔法を掛けて、アグネがヤギ頭に飛びかかった。

　ヤギ頭がカマで受け止める。

　ドーン！

　金属音じゃなくて、爆発音が聞こえた。

　衝撃波も飛んできた。服がバサバサ煽あおられる。

（やるな）

「ああ」

（おとーさん、イオお姉ちゃんを助けなくていいの？）

　それまでずっと黙っていたひかりが聞いてきた。

「そうだな」

　おれは呪文詠唱の準備を始めているイオに近づき、小声で聞いた。

「大丈夫かイオ。雷の魔法、貸し出そうか？」

　イオはおれを見て、感激した表情をした。

　しかし、すぐにそれを収めて、首を振った。

「ううん、カケルさんは見ててください」

　そして前を見る。

「見ててください──今のわたしを」

「わかった」

　おれは下がった。

　再び元の位置に戻った。

　イオは魔法を詠唱した。

　魔力が高まり、服がその魔力の光に吹かれてなびく。

　その間、アグネとジュリアは前線でヤギ頭を食い止めた。

　今までと違って苦戦していた。こっちは助けた方がいいかもしれないって思ったくらい。

「アグネ、ジュリア」

「はい！」

「わかりました」

　イオに呼ばれて、二人は同時に下がった。

　全力でヤギ頭から距離を取る。

　次の瞬間、空から雷が落ちた。

　落ちて、落ちて、また落ちる。

　一発、二発、三発……四発五発六発。

　まるで終わりのない、荒れ狂う稲妻いなづまがヤギ頭を襲った。

　連射される雷の魔法、途中で何発撃ったのかわからなくなった。

（ごじゅうろっく、ごじゅうしっち、ごじゅうはっち……）

　代わりにひかりが数えていた。

　そして。

（ひゃーく）

　それで打ち止めになった。

　きっちり百発。空から稲妻が落ちてきて、全部ヤギ頭にヒットした。

　黒焦こげになったヤギ頭が倒れて動かなくなった。

「……ふう」

「姉さん！」

「お姉様」

　虚脱して倒れそうになるイオに、アグネとジュリアが駆けつける。

　支えて、倒れないようにする。

「ありがとう」

「いいえ！　それよりも今日もきっちり百発いきましたね！」

「お姉様の十界百雷陣ライトニングハンドレッドはいつ見てもうっとりしますわ……」

「その恥ずかしい名前やめて」

　イオはそう言って、おれを見た。

　どうでした、わたしどうでしたか？という顔で。

　二人に見せたのは「お姉様」としての顔。

　おれに向けて来たのは「わんこ」的な顔。

　可愛かわいいな──

「お、お姉様！」

　ジュリアが悲鳴のようにイオの名前を呼んだ。

「倒したはずなのに、まさか!?」

　次はアグネだ。

　驚く二人、その視線の先を追いかける。

　するとそこには別のヤギ頭がいた。

　さっきのとは違う、微妙に顔が凶悪になった、言うなれば筋肉質なヤギ頭。

　そして。

「どうして……こんなにいっぱい出てくるんですの!?」

「二十はいる……こんなこと、今までなかったぞ」

　驚愕きょうがくする二人の女。

　どうやらアクシデント発生のようだ。

「お姉様、ここは逃げましょう」

「あたしがしんがりしますから、姉さんは早く」

　おれはエレノアとひかりを抜いて、黒いオーラを纏まとって前に出た。

（とうとうやるのか）

（ひかりがんばる。いっちにー、さんしー）

　エレノアもひかりも、口調はワクワクしていた。

「な、何のつもりだお前は」

「ちょうどいいですわ。お姉様、あの男が生いけ贄にえになってる間に逃げましょう」

　散々なことを言ってやがるな。

「逃げる？　どうして？」

　一方のイオはきょとんとしていた。

　ちらっと背後を見ると、イオは微笑ほほえんでいた。

「逃げる必要なんてないよ」

　アグネとジュリアは一瞬で言葉を失った。

　イオの信頼。

　それを背に受けて、オーラを纏ったおれは自然体で前に進む。

「二十匹か」

（競争しようか）

「なにとだ？」

（やつらより速く倒せるか）

「……乗った」

　おれはにやりと笑った。

　後ろから息を飲む気配がしたが、とりあえず無視。

　エレノアとひかりを構えて、斬りかかる。

　ヤギ頭二十匹。

　倒しきるまでのタイムは、ぎりぎりイオ達が一匹倒す時間より速かった。
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　ロイゼーンの街に戻る途中。

　おれは隣を歩くイオに言った。

「強くなったなお前」

「えぇっ!?」

　イオは瞳ひとみを輝かせた。

「ああ、大分強くなった。Ａランクの冒険者になんて、いつなったんだ？」

「それはちょっと前にです。カケルさんが忙しい間、色々ギルドの依頼をこなしてましたから。気が付いたらって感じで」

「そっか」

「あの……カケルさん？」

「うん？」

「わたし……本当に強くなりました？」

　おそるおそる、窺うように聞いてくる。

「……ぷっ」

　おかしくなって、ついつい吹き出してしまった。

「ご、ごめんなさい！　やっぱりまだまだダメですよね」

「いいや」

　おれはふっと笑いながら、言った。

「強くなったぞ、間違いなく。初めて会った時とは比べものにならないくらい強くなった」

「本当ですか!?」

「ああ」

　はっきりと頷うなずく。

「……やた」

　イオは小さくガッツポーズをした。

　その姿が可愛かわいらしかった。

　今すぐ屋敷に連れ帰って、ベッドの上に押し倒したくなるくらい可愛い。

「で？　すっかり聞きそびれたけど、あの二人はなんなんだ？」

　イオに聞いた。

　ヤギ頭のモンスターを倒した後、ずっと後方を十メートルくらい離れて付いてくる二人。

　ポニーテールの女剣士と法衣姿の女聖職者。

　イオのことを姉さんだのお姉様だのと呼んでる二人だ。

「アグネとジュリアのことですか？」

「ああ。いつ知り合ったんだ？」

「ちょっと前に。ある日二人がいきなりやってきて『イオさんのパーティーに入れてください！』って言ってきたんです」

「どこかで聞いたことのある話だな」

　言うと、イオは顔が赤くなった。

　彼女もおれに同じことを言って、押しかけてきた経緯があった。ぶっちゃけ同じパターンだ。

「それからパーティーを組んでるのか」

「はい、カケルさんがいない時に。あっ、大丈夫ですよカケルさん、彼女達にはあくまで仮のパーティーだって言ってますから」

「仮の？」

　どういうことなのかと聞き返す。

「わたしはちゃんと別のパーティーに入ってるからって断ったんですけど、それならせめて仮の、一時的なパーティーを組んでくださいって迫られちゃいまして。そこまで言うのなら仕方ないって受け入れちゃいました」

「へえ」

　どういう意味なのか、微妙にわからなかった。

　パーティーに本当とか仮とかあるのか。

　まあでも、イオの口ぶりだとあるんだろうな。

「本当ですよ？　わたし、カケルさんのパーティーメンバーですから」

「ああ、わかってる」

　おれは頷く。

「お前はおれのパーティーメンバーでおれの女だ。たとえ抜けると言っても許さん」

　ちょっと強く言った。

「……えへへ」

　イオはますますにやけ顔になった。

「話はわかった。最近はその押しかけ二人とあっちこっちのモンスターと戦ってたんだな」

「はい」

「で、姉さんやらお姉様やらと慕われていると」

「はい……」

　イオは恥ずかしそうに俯いてしまった。

「やめてっていつも言ってるんですけど、二人ともやめてくれなくて」

「いいんじゃないか、呼ばせといて」

「えっ」

　困るイオに、おれは冗談を言った。

「むしろドンドン手懐てなずけろ。イオが手懐けてお前ごとおれに差し出せばいいさ」

　足音が止まった。

　立ち止まってイオを見る。イオはびっくりした顔でおれを見た。

　む、外したか。

　流石さすがに今のはなかったか、仕方ない、フォローを……。

「カケルさんはそうすると嬉うれしいですか？」

「うん？」

「その……」

　ちらっと後ろの二人を見てから、言った。

「二人を手懐けて、一緒にカケルさんにた、食べさせたら嬉しいですか？」

　聞いて来るイオ。

　つっかえたが、顔は本気だった。

　おれがうんと言えば、本当にそうするつもりって顔だ。

　この反応は予想外だった。

　予想外だが、嫌いではない。

「そうだな、それは嬉しいな」

「じゃあ……そうします」

　イオは屈託くったくなく笑い、頷く。

「カケルさんのためにそうしますね！」

　イオは、この日一番の笑顔を見せてくれたのだった。
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　ワープの羽でデルフィナの商会に来た。

　今日はおれの屋敷に来る日だから、デルフィナを迎えに来た。

　デルフィナの私室にまず飛んで、いなかったから廊下に出た。

　そこにはデルフィナの部下の男がいた。顔見知りの男はおれを見て頭を下げた。

「デルフィナはどこだ？」

「賓客ひんきゃく室にございます。アイギナ王国の王太子殿下がお見えになっておりますので」

「へえ」

「ご案内いたします」

「いやいい。賓客室ってあのやたら豪華で上客をもてなすために使う部屋だろ？　自分で行ける」

　そう言って男を置いて歩き出した。

　デルフィナの商会にもすっかり慣れた。向こうもすっかりおれのことに慣れている。

　廊下を歩くと、そこで働いてる様々な人間がおれを見ては立ち止まり、深々と頭を下げてくる。

　しばらくすると、頭を下げない相手と出くわした。

　豪華な扉の部屋──賓客室から丁度ちょうど出てきた渋い顔の中年。

　服装からしてどこかの王族らしきそれはきっと、さっき聞いたアイギナ王国の王太子とやらだろう。

　王太子はおれをちらっと見たが、まるで目に入らないかのように身を翻ひるがえして歩き出した。

　なんだか疲れた顔をしてたのが気になりつつ、おれは賓客室の中に入る。

「カケル様。いらしてたのですか」

「今来たばかりだ。もう少し遅い方がよかったか」

「いいえ、丁度話も終わったところですので」

「今のがアイギナの王太子とやらか？」

「ええ」

「なんか疲れた顔をしてたけど」

「そうでしょうね」

　デルフィナはくすりと笑った。

　上品な仕草しぐさで口を押さえて笑う。その辺の貴婦人よりも気品があって、妖艶ようえんな雰囲気を放っている。

「わたくしに要求したことをことごとくはねのけられましたもの、疲れもしますわ」

「要求？」

　デルフィナの向かいに座った。

　王太子とやらが使ったであろうカップを横にどけた。

「わたくし、町を買いましたの」

「……へえ？」

「アイギナ統治下にあるマロネイという町なのですけれど、ここ数年は財政難で、中央からの援助に頼りっ切りでしたの。そこにわたくしが入って、今までの赤字の清算とこれからの支援を盾に、役人などを全てわたくしの手の者に入れ替えるという条件を突きつけましたわ」

「なるほど、実質町を買い取ったってことか」

「ええ、そして統治していた貴族を放逐しましたの。それがどうやら長年その地を代々受けついだ貴族様だったらしく、国に泣きついた結果、王太子がやってきてなんとかならないかと、すがってきたのですわ」

「なるほど」

　話は大体わかった。それを断られたからあんな風に疲れた顔をしてたのか。

「しかしなんでまた町を買ったんだ？　経済で侵略して国を作って女王にでもなるのか」

「まさか。マロネイに価値があったというだけのことですわ」

　デルフィナは真顔に──薄い笑みを浮かべた真顔になった。

　商人として何かを語る時、彼女はいつもこんな顔をする。

　ちょっとドキッとした。商人としての顔だが──それはとんでもなく美しかった。

「あの町は今でこそ行政のせいで赤字を垂れ流していますけど、まわりに希少な資源が埋まっていますの。調べさせた結果、枯渇しているわけではなく、まともに賃金も出せないから発掘できないだけ。その資源だけでも金を出す価値はありますわ。ハイリスク、超ハイリターンですの」

「なるほど」

　おれは感心した。さすがデルフィナだ。

　商人としての彼女はものすごくシビアで、そこが素敵なところでもある。

　マロネイの話を聞く。

　まとめるとマロネイの町は成果を出すために「大量の呼び水が必要なポンプ」らしく、その呼び水を用意できる人間が限られるという話だ。

　まあ、儲もうかるのならそれでいい。

「そういえば」

　デルフィナの表情が変わった。

　さっきとは違うタイプの笑顔、冗談とかを言える、雑談の時の顔だ。

「プロポーズされましたわ」

「プッ」

　おれは吹き出した。

「プロポーズって、さっきのあいつにか」

「ええ。わたくしが女なので、手に入れたら全て帳消し、とでも思ったのでしょうね」

「ふーん」

「怖い顔。もちろん断りましたわ」

　別に怖い顔なんてしてないけど。

「断ったのか」

「ええ。お忘れですか？　わたくしはわたくしを丸ごと買い上げられる男に嫁とつぐと決めてますの」

「そうだったな」

　もちろん忘れてなんかいない。

　一国に匹敵ひってきする価値がある豪商デルフィナ。

　若くて美しい彼女に言い寄る人間はもちろん多い、しかし彼女の条件は「財力をもって自分を丸ごと買い上げられる人間」だ。

　つまりＭ＆Ａだ。

　財閥の女ＣＥＯと結婚する条件がその財閥をＭ＆Ａするという話だ。

「今のお前の資産は？」

「メルクーリの国家予算一年分とほぼ同じですわ」

「そりゃ買うの大変だ」

「いつまでもお買い上げをお待ちしておりますわ」

　艶然と微笑ほほえむデルフィナ。今度は女の顔になった。

「なるべく早くなんとかしよう。うかうかしてると、逆にお前に買われそうだからな」

　マロネイのことを思い出し、冗談めかして言った。

「それはなかなか難しいですわね」

　デルフィナの表情がまた変わった。

　最初の商人としての顔だ。

「それも考えたことがあるのですが、残念ながら難しいですわ。カケル様の評価額が高すぎますもの」

「そうか？」

「ざっと計算して、わたくしの五倍」

「それは高すぎねえか？」

「いいえ」

　デルフィナは首を振った。

　表情はそのまま。

　おれが好きな──一番好きなデルフィナの表情。

　豪商デルフィナの、薄く笑ったあの表情で言った。

「魔剣使い、五爵ごしゃく様、そのネームバリュー。あなたを金で買おうとした場合、政治力で介入してくるリカ・カランバ、ヘレネー・テレシア・メルクーリ、アウラ・トリデカ・コモトリアの女王と王女達を黙らせる政治力。さらにあなたを除く地上最強の武力を持つナナ・カノーが狂犬化した場合に、それを止める軍事力。それらを全て加味して金銭に換算しましたら、必要な経費はわたくしのざっと五倍ということになりますわ」

　真顔で最後まで言い切ったデルフィナ。

　豪商・デルフィナとしての評価らしい。

　おれはまだデルフィナを買えない。

　デルフィナもおれを買えない。

　面白おもしろい。

「……」

　気付くとまたデルフィナの表情が変わっていた。

　ちょっと拗すねたような表情だ。

「どうした」

「いいえ、なんでも」

「なんでもってことはないだろ」

「何でもありませんわ」

　そう言ってとうとう顔をぷいと背けてしまった。

　なんだろう。

　デルフィナがそらした視線を何となく追いかけると、テーブルの上のカップにいきついた。

　さっきおれがどかした、王太子のカップ。

　それを見て拗ねていた。

　もしかして。

「デルフィナ、一つ確認なんだが」

「なんですの？」

「おれはまだお前を買えないが、予約は生きてるんだよな」

「予約？」

「交渉権と言ってもいい。おれが放棄するまで、お前を買う第一優先権はおれにあるんだよな」

　デルフィナはしばらくの間きょとんとして、それから表情を変えて言った。

　その表情は、今日初めて見るもの。

「も、もちろんですわ」

　初めて彼女と契約を結んだ時と同じ顔だった。
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　カケル様の屋敷の廊下。

　わたくし、デルフィナ・ホメーロス・ラマンリはカケル様の部屋に向かっていた。

　カケル様の屋敷の中、それに風呂ふろ上がり。でも格好はよそ行きのもの。

　パーティーなどに出る時に使う最高級のナイトドレスを纏まとって、髪もしっかり整えて、上品と下品の両方をいいとこ取りした香水も振りかけた。

　カケル様に抱かれるための身支度は調ととのった。

　体の準備はできた、でも心は。

　廊下を歩くわたくしはドキドキしていた。

　喉のどがカラカラで、胸が締め付けられるように苦しい。

　でもただ苦しいのともちょっと違う。苦しいだけじゃない。

　あえて言葉にするのなら「甘い疼うずき」というものになる。それをわたくしはもう知っている。

　みんな……いつもこんな気持ちなのかしら。

　カケル様のところに向かう時は誰もがいつもこうなのかしら。

　あの方に抱かれるようになって大分経たつけど、一向に慣れる気配はない。むしろどんどん疼きが強くなる。

　それはでも、顔に出してはいけない。

　カケル様はそんなわたくしをきっと望んでいない。

　わたくしは廊下を歩きながら、表情を取り繕つくろうための努力を続けた。

「おや」

　廊下でフードを被った女と出会った。

　顔が見えない、しわがれた声の老婆。

　オルティア、大賢者オルティア。

　カケル様の屋敷に住み着いた謎の存在。

　奴隷兵を除いて、唯一カケルに抱かれていない女だ。

「ごきげんよう、オルティア様」

「これから彼の部屋かしら」

「はい、今日はわたくしの番、ということらしいので」

「一人で彼の相手をするのはしんどいわよ？　最近また新たな境地に達したと聞くし」

「新たな境地？」

「不死の聖女メリッサをたったの数時間でギブアップさせた」

「さすがですわね」

「驚かないのか」

「カケル様のすることにいちいち驚いてたら身が持ちませんわ。あの方の前では、どんな女もただの女でしかありませんから」

「あんたも？」

「もちろん。それにあなたも、いずれは」

「それは楽しみだわ」

　オルティアはくすくす笑った。

　カケル様の精気で若返っている時以外、顔はフードの下に隠れて見えない。

　わたくしは再びカケル様の部屋に向かおうとしたけれど、足を止めた。

　立ち止まって、オルティアを見つめる。

　大賢者オルティア。歴史上、数々の覇王や英雄の元でアドバイスをしてきた伝説の人。

　この人なら、もしかして……。

「どうした」

「あなたから……アドバイスを頂くにはどうすればいいのでしょう。大賢者オルティア、生半可なことでは他人にアドバイスをしないと噂うわさで聞いております。どうしてもお尋ねしたいことがある時はどうすればいいのでしょうか」

「買い被りね、わたしはただのオルティア。自己中なただのオルティア。興味のあることや人を相手にしてるだけ」

「お金では──」

「そういうのに興味はない。言うだけ言ってみる？　興味があったら答えてあげるかもしれないわよ」

「……」

　わたくしは迷った。

　今までわたくしが誰かにアドバイスを求めたことはほとんどない。

　商売の世界で生き抜くためには、普通の人間の数倍の決断力と行動力が必要。

　誰かと相談してはその分出遅れることが多い。

　だからわたくしはずっと自分で決断してきた。

　そして、今目の前にいるのは伝説の大賢者。さらに、その質問に緊急性はない。

　でも。聞くだけ聞いてみよう。

「どうすれば……彼に慣れますか」

　胸に手を当てて聞く。

　このドキドキ、どうすれば慣れるのか。

「無理ね」

　オルティアはきっぱり言った。

「無理？」

「そう、無理。その気持ちは知ってる。この屋敷にいる女が全員抱いてる気持ち」

　やっぱりそうだったんだ……。

「その相手が普通の男ならそのうち慣れるでしょうね。でも彼は普通の男じゃない。どんどん進化して、先へ先へと行く男」

　うん、そうね。

「断言するよ。今夜彼のところに行ったあなたは、明日にはその気持ちがもっと強くなってるって」

「それは……困りますわ。困らないけど……困りますわ」

　自分でも支離滅裂なことを言っているのはわかる。

「慣れる方法はないけど、それを別のものに変換する方法なら知ってるよ」

「それはどのような？」

「あんたの場合、もっと商売の手を広げればいいのよ。もっともっとすごい商人になるの。結城ゆうきカケルの女として、彼に恥ずかしくないほどの女になると思ってね」

「もっと……」

「その気持ちを原動力にして。これも断言するよ。彼は自分の女が偉くなればなるほどそれを喜ぶ、器の大きい男だって」

「それはわかりますわ」

「ならやることは決まったわね」

「……はい」

　そうね、そうすればいいのね。

　胸を焦こがす思いを持て余すのなら、それをカケル様の女に相応しくなるためのエネルギーにすればいい。

　そんなことを、そんな簡単なことを何故なぜ今まで思いつかなかったんだろう。

「ありがとうございます、オルティア様」

「……」

　オルティアは何も言わずに去った。

　顔は最後まで見えなかったけど、微笑ほほえんでくれたのは気配でわかった。

　わたくしは再び歩き出し、カケル様の部屋に向かう。

　途中でそっと誓って、気持ちを胸に収める。

　もっと商売の手を広げて、世界一の──史上最高の商人になろう。

　資産でも、それ以外のものでも、誰にも負けない商人に。

　だってわたくしはカケル様に買われる予定だから。

　丸ごとカケル様に買われていく予定なのだから。

　そう思ったら、ようやく心がすぅ、と軽くなった。
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　夜、何となく気配を感じて、イオとデルフィナの間から体を起こした。

　神経を研ぎ澄ませて窓の外をじっと見つめる。

　空気の流れにおかしなところはない。７７７倍に上がった視力も聴力も何もおかしいものは捕らえてない。

　が、何かがおかしい。

　何かが──いる。

「カケル様……わたくしを……もっと」

「カケルさんだーいすき」

　二人を置いて、ベッドを降りた。

　上着を羽織はおって、エレノアを持って部屋を出る。

「……上か」

（感じたか）

「知ってたのか？」

（むしろ我の得意分野であるからな）

　エレノアが平然と話した。

　得意分野ってなんのことだ？

　不思議に思ったまま屋敷をいったん出て、ぐっと足に力を入れてジャンプする。

　屋根の上に飛んだ。そこにはタニアの姿があった。

　半透明の体で、時には淡い光すら放つメイドの格好をした幽霊。

　かつてこの屋敷で地縛霊になっていたところをおれが解放し、現在はエレノアと屋敷の両方に取り憑ついているメイド幽霊。

　名前はタニア・チチアキス。そのタニアの前にこれまたメイドの格好をした女がいた。

　歳としは二十代ってところか。可愛かわいらしいタニアと正反対で、こっちはキリッとした、いかにも「できるメイド」な見た目だ。

　ただし体が透けてて、ちょっと空中に浮いてるところは一緒だ。

「そっちも幽霊か……ああ、お前の得意分野ってそういうことか」

（うむ、伊達だてに数百年も死霊の軍勢を率いてはおらぬ）

　エレノアがちょっと得意げに言う。魔剣として、こういうのを察知する能力が高いんだろう。

　タニアともう一人の幽霊はおれ達に気付いていない。

　何か話しているみたいだから、じっと耳を澄ませた。

（じゃあペギーちゃんはまだ働きたかったんだね）

（はい……それなのに病気で……無念です）

（このまま成仏した方がいいと思うな。幽霊はなりたてはいいけど、時間が経たってくるといろいろ訳がわからなくなって、次第に自分を保てなくなるんだよ）

　タニアが言う。正気を失っていた彼女が言うと妙な説得力がある。

（でも……）

（未練があるのもわかるけどね）

（どうにかなりませんか、センパイ）

（うーん）

　タニアが首をひねった。

　色々気になることができたので、おれは話に割って入ることにした。

「よう」

（あっ、カケルだ。ごめんなさい、うるさかった？）

「いやうるさくはなかった。それよりもそっちは？」

（紹介するね。ペギー・アディスちゃん。最近死んだできたてほやほやの幽霊だよ）

　どんな幽霊だ。

（セ、センパイ……この人は？）

（あたしのご主人様。この屋敷の主。カケルって言うの）

（ご主人様？）

「こういうことだ」

　エレノアを掲げて、念じる。するとタニアはエレノアに吸い込まれた。

（わっ）

　ペギーが驚いたところで更に念じる。タニアがまた現れた。

（幽霊にこんなことができるんですか？）

（カケルは特別だよ。だって今持ってるそれって魔剣エレノアだもん）

（魔剣──えええええ！　魔剣エレノア!?）

　一瞬だけ間が空いて、それから絶叫した。

（ほ、本物なんですか）

「持ってみるか？」

（やめておけ、霊だけの存在で我に触れれば、ヘタすれば消滅しかねん）

　頭の中でエレノアが結構マジトーンで忠告してきたから、突き出しかけた剣を引っ込めた。

　ペギーはおれを見つめた。

　何かを期待するような目でじっとおれを見つめた。

　なんだろう、その目は。

（ねえカケル）

　タニアが横から聞いてきた。慎重に、機嫌を窺うかがうような口調で。

（その魔剣って、まだ幽霊入りますか？）

「うん？　キャパが余ってるかってことか？　どうなんだエレノア」

（死霊の軍勢を忘れたか）

　エレノアらしい答え方だった。

「どうやら入るらしい、それもまだ結構──ああ」

　そういうことか、とおれは気付く。

　ペギーの方を見た。

　期待する目、最初にタニアに持ちかけてた相談。

　そういうことなのだ。

（カケル）

　お願いしてくるタニア。おれは少し考えた。

　頭の中にある光景を思い浮かべる。

「お前、戦えるか。何か戦闘で使える能力は？」

（えっと……）

　ペギーは申し訳なさそうに俯うつむいた。

（生きてた頃は炎の魔法が使えましたけど、今は……）

　そう言って手をかざして、炎の玉を出した。

　しかしその玉は彼女の体と同じように薄く透けていて、天井てんじょうを音もなくすり抜けた。

（こんな感じで、使えるけど使えなくて）

「そうか。お前の名前はペギー・アディスだっけ。ペギー・アディスに炎の魔力を貸し出す」

『ペギー・アディスに炎の魔力を貸し出します。残り二十九秒』

「もう一度魔法を撃ってみろ。ああ、今度は屋根の方じゃなくて、おれの方に撃て」

（えっ？）

　戸惑うペギー。

（やってみて）

　タニアが笑顔で励ますように言った。

　経験があるから、タニアはこの後のことが想像できてワクワクしてる感じだ。

（じゃ、じゃあ……えい）

　手をかざして、炎の魔法を撃った。

　７７７倍の能力貸し出しでブーストされた魔力は、おれの体よりも巨大な炎の玉になった。

（えっ、だ、だめ──）

　その大きさに慌あわてた様子で、ペギーはすぐに魔法を取り消そうとしたが、うまくいかず炎の玉はおれめがけて飛んできた。

　エレノアを振って、斬り払う。

　巨大な炎の玉は魔剣に払われ、はじけて四散する。

（え……すごい……）

「ふむ、魔力を貸し出せば戦うことはできるんだな」

（ねえねえ、カケルカケル）

「なんだ」

（わたし、最近自分の魔力が前よりも上がった気がするんだ）

「へえ」

　このタイミングでそれを言ってくるタニア。

　幽霊でも成長するって言いたいんだろう。

「よし、わかった。タニアの紹介ってことで、お前をおれのところで働かせてやる」

（あっ……はい！　ありがとうございます!!）

「いったんエレノアに取り込むぞ」

　そう言ってエレノアを掲げて、タニアの時と同じ要領で念じた。

　ペギーがいったん消えて、また現れた。

　何となく雰囲気が変わった。エレノアの中から召還したペギーはちょっとだけ空気が違っていた。

　それを自分でも感じているのか、ペギーは自分の手をまじまじと見つめていた。

（ようこそ、ペギーちゃん）

（はい！　センパイ）

　こうして、エレノアの中にいる幽霊が二人になった。

（貴様、死霊の軍勢を再現する気か）

「まあな、いやか？」

（女の幽霊なら文句はない）

　エレノアは即答した。

　女なら文句はない？　男を入れるのはだめ──。

　そこまで思い浮かべて、はっとするおれ。

　ああ、そうだな、それはダメだ。

　今更エレノアの中に幽霊とは言え、男を入れるのはダメだ。

「安心しろ、男は入れない」

（……ふん）

　鼻を鳴らすエレノアは、まんざらでもない様子だった。
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　この日は久々にプロス亭に来た。

「いらっしゃいませ！　あっ、カケルさん！」

　頭巾とエプロンをした若い女の子、この店の看板娘のフィオナが駆け寄ってきた。

「お久しぶりです。もう、最近なかなか来てくれないから、うちに飽あきたのかと思っちゃいました」

　フィオナは冗談めかして言ってきた。この手の看板娘らしく、彼女は適度な冗談で場を和なごませる術をよく心得ている。

　だからおれも冗談で返した。

「子供ができるとなかなか外食しにくくなるものさ」

（ひかりのせいにするでない！）

　冗談なのに脳内でエレノアに怒られた。おれのことをよく親ばかって言うけど、こいつはおれなんかよりも遥はるかに親ばかだと思う。

　この世界じゃ魔剣の姿から人間の姿になれないから、それが目立たないだけで。

「あはは、そんなことを言ったらひかりちゃんがかわいそうですよ。今日はひかりちゃん、一緒じゃないんですか？」

「遊びに行った。なんか願いが叶かなう花？みたいなのがあるから、それを探しに森の方に」

「あら、ひかりちゃん一人で行かせたんですね」

「いいや？　ちゃんと何人かつけたぞ」

「クスッ、そうですもんね。ひかりちゃん可愛かわいいから、何かあったら大変ですもんね」

「ああ」

（なにが『ああ』、だ。ナナ・カノーと奴隷兵二百人全員を護衛につけておいてよく言う）

　それくらい当たり前だろ。

「ごめんなさい、立ち話になっちゃいましたね。こちらのお席にどうぞ」

　フィオナは明るい笑顔でおれを席に案内した。

　この店の名物、山ウシの焼きめしと、おすすめの料理をいくつか注文した。

　しばらく待っていると、料理が次々と運ばれてくる。

　それを一口ぶん摘んで、口の中に放り込む。

「うん？」

「どうしました？」

「なんか、いつもの味付けと変わってないか？」

「うふふ、気付いちゃいました？」

「その言い方、やっぱりなんか変えたのか？」

「はい、変えました。と言ってもカケルさんのだけですけど」

「おれのだけ？」

　どういうことだ？

　不思議がっていると、フィオナはちょんちょん、と厨房ちゅうぼうの方を指差した。

　そっちを見ると、顔を出しているマリと目が合った。

　マリはすぐに顔を真まっ赤かにして、厨房の中に引っ込んだ。

「どうしたんだあれ」

「カケルさんの料理だけ、マリが作ったんですよ」

「へえ」

　更に料理を摘んで口の中に放り込む。名物の焼きめしもレンゲですくって一口食べてみた。

「うまいじゃないか」

「それは後であの子に言ってあげてください。きっと喜びますから」

「ああ、言っとく」

「お願いしますね」

　フィオナはそう言って、他の客に呼ばれていった。

　しばらくの間、一人でマリが作ってくれた料理を楽しんだ。

「おい！　客だぞ！」

　ふと、店の入口から野太い声がした。

　声のした方向を見ると、ごついスキンヘッドの男がにやついた顔で立っていた。

　マントをつけたそいつはどういうわけか、腰に下げてるものをちらちらと見せびらかすようにしている。

（あれは……）

「お前だな」

（違うわ！　我ではない！　我の偽物だ）

　ちょっと怒ったエレノア。そう、男の腰に下げられていたのはエレノアとまったく同じ見た目をした、最近流行はやってる魔剣レプリカだった。

　古いバージョンなのか、オーラを出せる新製品なのかはわからない。だけど外見はそっくりだ。

　その男にフィオナが慌あわてて駆け寄る。

「いらっしゃいませ、お客様はお一人様ですか」

「おう」

「ごめんなさい、今ちょっと満席で……相席でもよろしいですか」

「ああん？　冗談だろお前、これが見えないのか？」

　男は魔剣レプリカをちらつかせた。

「それは……魔剣──」

「そう、あの魔剣エレノアだ。偽物じゃないぞ」

　男は柄つかに手を掛けた。次の瞬間、剣から黒いオーラが出た。

（新型だったな）

「そうみたいだ」

「はあ……」

　フィオナはおれの方を見た。

　おれは肩をすくめて、二人で苦笑いした。

「何を隠そう、このおれがあの魔剣使い、五爵ごしゃくのカケルだ」

「おおぅ」

　思わず声が出て、男に睨にらまれた。

「なんだお前は、文句あるのか？」

「いえいえ、ないですないです」

　あまりの展開に、ついちょっと敬語気味にごまかした。

（これは傑作だ、とうとう貴様の偽者まで現れたか）

「びっくりだな」

　ビックリすぎて、一周回って面白おもしろくなってきた。

　おれは頰杖ほおづえを突いて、成り行きを静観した。

「このおれ様がわざわざこんな店に来てやったんだ、席の一つくらいとっとと用意しろ」

「えっと……」

　フィオナが困った顔をする。

　恫喝どうかつされてるのに怖がってはいないが、どうしたもんかと困っている顔だ。

「ああフィオナちゃん、こっち食い終わったからおあいそ」

　客の一人が助け船を出した。

　フィオナは慌てて礼を言って、会計をして、テーブルを片付けた。

　男がそこの椅子いすにどかっと座る。

「お待たせしました、何にしますか？」

「うまいもんだ、とにかくうまいもん持ってこい」

「わかりました」

　フィオナは応じて、厨房に戻っていく。

　途中でおれの横を通って。

「すごいですねカケルさん、偽者ですよ」

　と耳打ちしてきた。

　フィオナも完全に楽しんでるみたいだ。

　にしても……おれの偽者か。

　おれは改めてそいつを観察した。

　腰に魔剣レプリカを差していること以外、おれと似てるところがまったくなかった。

　何をもっておれだと言い張るのか、ちょっと興味があった。

　おれは立ち上がって、そいつに近づいていった。

「ども」

「ああん、なんだお前は」

「すいません、実はおれ、カケルさんの大ファンなんですよ」

「ほう」

　男は明らかに上機嫌になった。

「カケルさんのいろんな噂うわさを聞いてるんですけど、会ったことがなくて。まさかここで会えるとは思わなかったです」

「ふっ、その幸運に感謝するんだな」

「ところで、本当にカケルさんなんですか？」

「これが目に入らないか」

　偽カケルは魔剣レプリカをちらつかせた。

「いえ、それなら実はおれも持ってるんですよ」

　そう言って、おれは本物のエレノアを見せた。

　力を込めて、黒いオーラを出す。

　オーラにちょっと触れた偽カケルはぶるっと体を震わせた。

「ほら、最近これが流行ってるじゃないですか。おれもカケルさんのファンだから早速買ったんですよ。結構みんな持ってますよ」

「むっ」

「他に何か証拠ってないですか？」

「もちろんあるぜ」

　男は得意げな顔に戻って、言った。

「ほれ」

　男はマントを見せた。

　マントの背中の方に、五芒星ごぼうせいをかたどったマークが描かれていた。

「おれ様のことを知ってるだろ？　五大国全部から爵位をもらってる五爵様だ。この紋章がその証拠だ」

「おー」

　ちょっと面白かった。

（貴様に紋章があったのか）

　エレノアの楽しそうな声が聞こえた。

　もちろん紋章なんてない。何回か作る話をしてたけど、なんだかんだで後回しにしていた。

　ちなみに紋章を作れって言ってるのは主にナナだ。

　奴隷兵を率いる彼女は、旗印になるようなものが欲しいらしい。

「すごいです、さすが五爵様です」

「ふっ。お前見込みがあるな」

「そうですか？」

「よし、そこに座れ。せっかくだから、このおれ様が直々におれ様の実績を話して聞かせてやる」

「やった。ぜひ聞かせてください！」

「よしよし。そもそもな、なんでおれ様が五大国から爵位をもらえたかと言うとな──」

　偽カケルは上機嫌で、自慢話を始めた。

　そいつが話したものは全部おれが知らないことばかりだった。

　要するに作り話で、よくもまあそんなに作ったと感心するものだ。

　相づちを打ちながら、そいつの話を聞いていると。

「あっ、カケルさん、やっと見つかりました」

　イオが現れて、おれの前に立った。

「カケルさん？」

　偽カケルが驚くのを無視して、イオはおれだけを見て、言った。

「探しました。えっと、カランバの女王様とコモトリアのお姫様から連絡です」

「リカとアウラか。どうしたって？」

「用件は同じです。今夜時間ができたから、会いに来てくれると嬉うれしい、って」

「そうか。返事をしておけ、屋敷の方に来てもらうから、準備しておいてくれって」

「わかりました」

　イオは頷うなずき、身を翻ひるがえした。

　途中で偽カケルをちらっと見たが、首を傾げただけで、すぐに立ち去った。

　イオが去った後、偽カケルがおれに言ってきた。

「ふ、ふっ、面白い冗談、いや演出だな」

「うん？」

「カランバの女王とか、コモトリアの王女とか。そんな作り話で人を騙だませると思ったか。あいにくだが──」

　若干じゃっかん震え声で言う偽カケル。

　突如歓声が上がった。

　店の外から聞こえてくる。

　どうしたんだろう、と思っていたら、店の扉が開かれてヘレネーが入ってきた。

　姫ドレス姿のヘレネーは、上品な所作のままこっちに向かってくる。

「カケル様」

「おう、どうしたヘレネー」

「カケル様にちょっとご相談があります……ですが、お邪魔でしたでしょうか」

　ヘレネーは偽カケルをちらっと見た。

　事情を知らない彼女は、偽カケルをおれの知り合いだと思ったんだろう。

　おれを上に立てるヘレネーは、おれの知り合いも立てる傾向がある。

　それを受けて、偽カケルは。

「ふ、ふっ、今度は偽ヘレネー様か。あいにくだがおれはそんなものには騙されんぞ」

　虚勢を張る偽カケル。さすがにちょっとかわいそうになってきた。

　おれは手を伸ばして、ヘレネーがつけているティアラに魔法を掛けた。

　王家の持ち物を判別する魔法。誰でも使える魔法で、おれも覚えたヤツだ。

　するとヘレネーのティアラから王家の紋章が浮かび上がった。

「なっ」

　偽カケルは絶句した。ヘレネーが本物の王女だとわかったからだ。

「カケル様？　これは一体」

「か、カケル様？」

「はい。あなた、カケル様のお知り合いではなかったのですか」

　不思議そうな顔をするヘレネー。

　偽カケルはみるみるうちに、顔面蒼白そうはくになっていった。

　名前を騙かたった男の本物が実は目の前にいたとわかれば、誰でもそうなる。

「そいつもカケルらしいぞ」

「あら」

「しかもエレノアを持ってるらしい」

「あらあら」

「マントのそれは五爵様の紋章らしい」

「？　そんなものがあったのですね」

　ヘレネーはちょっと考えてから、ようやくピンときたようで。

「もしかして、カケル様の偽者……？」

　頷くと、ヘレネーの表情が変わった。

　静かな怒りを顔に浮かべた。

「王国法では貴族の名を騙ることはれっきとした犯罪。メルクーリ王国侯爵こうしゃくの名を騙ることは重罪ですよ？」

「ひ、ひぃいいいい」

　偽カケルは椅子から落っこちて、尻餅しりもちをついた。

「誰か、この者を捕縛して」

「お、お助けー」

　偽カケルはあっという間に逃げ出した。

　外から入ってきたヘレネーの部下はそれを追い掛けようとする。

「放っておけ、ヘレネー」

　おれは呼び止めた。

「ですが、あの者はカケル様の名を騙った──」

「別にいいさ、実害が出たわけじゃなし。それに、楽しみなんだ」

「楽しみ？」

　ヘレネーが驚く。

「エレノアの偽物もさ、最初に出てきたヤツと、後から出てきたヤツで比べると進化しただろ？」

（我を引き合いに出すでない！）

「それと同じで、おれの偽者がこの先どんな風に進化するのか楽しみってことだ」

「はあ……」

　よくわからないという顔をするヘレネー。

「それを一緒に見よう。待ってみようじゃないか」

「よくわかりませんが……カケル様がそう仰るのなら」

　ヘレネーは納得した。

　さて、次に登場するおれの偽者はどういうのになるかな？　本気でちょっと楽しみだった。

（そのうちひかりの偽者も現れるかもな）

　そういうのは即死刑だ。
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　プロス亭を出て、町を出て、森に向かった。

　途中ですれ違う可能性もあるから、ワープの羽じゃなく歩きで向かう。

　のんびりと夕焼けの中を歩く。

（いい感じに貴様の名が売れてきたな）

「うん？」

（今までの噂うわさに偽物の我、そしてとうとう偽者の貴様が現れた。順調に有名になっているという証左だ）

「はた迷惑な話だ」

（いずれはひかりの偽者も現れような）

「むっ」

　それは本気で腹が立つ。さっきプロス亭にいる時も言われたけど、本気で腹が立つ。

（だがどうしようもない）

　それはわかる。

（それに我は嫌いではない）

「なに？」

　頭の中にエレノアの愉快そうな笑い声が聞こえる。

（我がこの世界を実質支配した時など、我の名だけで人間が震え上がったものよ。いいものだぞ？　悪名を極めた先の快感はな。エレノアとひかり、この名で再び世界を恐怖のどん底に突き落とすのも悪くない）

「あほか」

　エレノアの柄つかをデコピンで弾いた。

　キーン、キーンと、一回のデコピンで二回分の綺麗きれいな音がした。追加攻撃100％の能力が発動していた。

　エレノアと世間話をしながら森に向かった。

　森に入って、人の気配を探る。

　すぐにわかった。奥の方にものすごく大勢の人間の気配がした。

　そこに向かっていくと、森の中の開けた場所にひかりとナナ、そして奴隷兵らの姿が見えた。

　全員で何かを探している。何をしてるんだろうと思って、おれは立ち止まって様子見をした。

「ひかり様、第二小隊からだ。これで合っているだろうか」

　ナナが奴隷兵から受け取った物をひかりに見せた。

　雑草のような花だった。小さな蕾つぼみが七つ付いている雑草のような花。

「一、二、三──七。うん！　七個ある。これであってるよー」

　ひかりはナナから受け取った後、それを探してきた奴隷兵のグループに向かって言って、パッと愛らしい仕草しぐさで頭を下げた。

「ありがとうございます、おねーちゃん」

　十ある奴隷小隊のうちの一つ、二十人の奴隷兵グループは困った顔をした。

（いい娘だな）

「当然だ」

　おれとエレノアは簡単なやりとりを交わした。

　微妙にエレノアは誇らしげだった。

「ひかり様、その花はあとどれくらい必要なのだろうか」

「えっとね……おねーちゃんたちは何人いるの？」

「おねーちゃんたち、と言うと？」

　今度はナナが困った顔をした。

　普段とは違う彼女は見ていて楽しい。

「奴隷兵、のことだろうか」

「うん！」

「それだったら、二百ジャストだが」

「そんなにいるんだー……じゃあ難しいかな」

　ひかりは自分の手の中にある花を見て、言った。

「もしかして、奴隷兵のためにこれを？」

「うん！」

「主のためではなかったのか……」

　ナナが驚く。おれも驚いた。

　ひかりがなんでも願いが叶かなう花を探しに行くっていう話を聞いた時、てっきりおれにプレゼントしてくれるものだと思ってたからだ。

（くくく、残念だな親ばか）

「うるさい黙れ」

　ちょっとむっとした。


「おとーさん？　ちがうよ。だっておとーさんはすごーーーーくすごいから、世界一すごいひとだから。お花がなくてもお願いは叶うもん」



　ひかりは天真爛漫てんしんらんまんな笑顔で言った。

「ふっ」

（これ見よがしにしおって）

　今度はエレノアがむっとしたみたいだ。

「お花をさがして、おねーちゃんたちみんなにあげようと思ったんだ。ありがとう、おねーちゃんたち」

　ひかりがまた頭を下げた。

　全身で躍動的におじぎするひかりの姿は世界で一番愛らしかった。

「おねーちゃんたちが一緒にきてくれなかったら、わたし一人じゃさがせなかったから。ほんとうに、ありがとうございます」

　と言って、また笑顔を見せた。

　その姿に、そこにいた奴隷兵も、後から戻ってきた奴隷兵達もメロメロになった。

「第二小隊！」

　奴隷兵の一人、小隊長の女が叫んだ。

「花を探すぞ！　ノルマは一人一輪！　見つからないヤツは飯抜きだ」

「第八小隊！　なんとしても探してきます！」

　奴隷兵が散っていった。一瞬でものすごくやる気になって、花を探し始めた。

「わわ、おねーちゃんたちが怒った……怒った？」

　やる気を怒りに勘違いしかけたけど、途中であれ？と首を傾げるひかり。

（ふむ、奴隷兵どもの心をさくっと掌握したか）

「さすがひかりだ」

（我の娘だからな）

「おれの娘だからだ」

　そんなことを言い合いながら、おれはひかりのところに向かっていった。
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　ひかりとナナ、そして奴隷兵達と一緒に町に戻る。

　奴隷兵二百人、きっちり全員、胸にあの花を挿している。

　あれから総出で探した結果、なんとか人数分を確保した。

　ちなみに第一小隊の隊長が「おねだり」をした結果、ひかりが一人一人、花を胸に挿してやった。

　それでますます、全員がひかりにデレデレになった。

「む、ここは」

「どうしたのおとーさん」

「マリの洞窟だ」

「マリのどうくつ？」

　ひかりが首を傾げた。

「そうか、ひかりは知らないのか」

　マリの洞窟、かつてエレノアが持っていた力、地獄の軍勢を封印しているところ。

　完全消滅はできなかったから、ここに封印して、ギルドに監視をつけてもらっている洞窟だ。

　その監視役の冒険者、顔見知りの若い男がおれのところに駆け寄ってきた。

「ども！　お久しぶりですカケルさん！」

「おう」

「今日はどうしたんですか？　どこかに戦争に行った後ですか？」

　冒険者がおれの後ろを見て言った。

　二百人の奴隷兵を連れていれば、そう見られても仕方ない。

「いや、そういうわけじゃ……」

「カケルさん？」

「ナナ」

　冒険者にではなく、ナナに話し掛けた。

「はっ」

「訓練の度合いはどうなってる？」

「同数となら、指揮がなくても持ちこたえることができる程度には」

「前回よりよくなったか。よし、訓練していこう」

　今度は冒険者に向かって言う。

「悪いが、前と同じように封印を解いてくれないか。責任は全部──」

「わかりました！」

　冒険者が洞窟の方に駆けていった。責任は全部持つ、って言おうとしたが、その前に承諾された。

（あれも貴様のシンパだな）

「男はあまり嬉うれしくないけどな」

　おれは肩をすくめた。
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　おれは木に背をもたれかけさせて、ひかりと一緒に座って奴隷兵が戦っている姿を見た。

　そこではナナの指揮で奴隷兵が湧わいて出てきた死霊の軍勢と戦っていた。

　人間相手じゃないから一対一では負けている、徒党を組んで数で押してやっと互角。ナナの指揮を得てようやく封印ポイントから湧くペースを上回る。

　そんな感じで戦っていた。

「きゃあああ！」

「くわっ」

「ベルナ！　バシラ！」

「第一小隊下がれ！　主！　回復アイテムの使用を許可していただけるだろうか」

「魔法の玉か？　やった分は好きに使え」

「はっ！　ありがとうございます」

　第一小隊がナナの指揮で後方に下がり、回復してひと息つく。

　戦い続ける奴隷兵。ふと、倒れて消えていくスケルトンから一枚のくじ引き券が現れた。

　立ち上がって、向かっていって、拾い上げる。

　確認する。間違いなくあのくじ引き券だ。

「主？」

　不思議がるナナ。

「なんでもない。それよりもどんどん戦え。実戦に勝まさる訓練はないだろ」

「了解した」

　ナナが指揮に戻る。

「ナナ」

「はっ」

　戻ろうとして呼び止められたナナは、一瞬振り向いておれを見た。

「奴隷の中で一番活躍したヤツを後で教えろ。褒美をやる」

「承知した」

　そう言って、今度こそ戻っていった。

　券が増えて、くじ引きでいいのが引けたらそいつにやってもいいと思った。

　実戦スタイルでの訓練が続く。

　奴隷兵達は次第に疲弊していく。

　そろそろ一回止めて、体力の回復を待った方がいいかな、と思ったその時。

「きゃあああ！」

「な、なんだこいつは」

「でかい……それにこの寒気は……」

　奴隷兵がざわつく。

　どうしたんだろうと思って見ると、封印ポイントから角つのと牙きばが特徴の、凶暴そうな面構えをした巨人が出てきたところだった。

　地獄の帝王サンドロス、エレノアがかつて率いていた地獄の軍勢の切り札。一体で戦況を変えられるってやつだ。

　そいつが出てきた。まさに戦況が変わった。

　初撃、横なぎの豪腕に奴隷兵が数十人まとめて吹っ飛ばされる。

　追撃、掬すくいあげる蹴けりに数十人がまとめて蹴り上げられる。

　一瞬で奴隷兵達は総崩れになった。

「ふっ！」

　ナナが飛び掛かっていった。

　マントをなびかせ、一瞬で間合いを詰めて飛び込んでいった。

「ナナ様！」

　奴隷兵から安堵あんどの声が聞こえた、次の瞬間。

「くっ！」

　ナナも豪腕に吹っ飛ばされた。

　吹っ飛ばされても、体勢を立て直してまた飛び込む。

　剣を振って、電光の網を作り出してめった斬ぎりにする。

　サンドロスはそれを受け止め、反撃する。それを読んだナナが相手の拳こぶしを踏み台にして、真っ向から頭を斬り下ろす。

「互角だな」

（うむ。しかしヤツの体力は無尽蔵だぞ）

「長期戦じゃ不利か」

　互角に戦うナナだが、じり貧でもある。

　奴隷兵のうち、何人かがそれに気付いて、武器を持ってナナの加勢に向かう気配を見せた。

「やめろ」

　そいつらを呼び止める。

「しかし、このままじゃナナ様が！」

「いいからやめろ。ナナ」

「はっ」

「下がれ」

「はっ！」

　ナナはサンドロスと打ち合ったまま、その勢いで命令通り下がった。

「うおおおおおおお！」

　天を仰いで咆哮ほうこうするサンドロス。見た感じ、前と変わっていない。

「ひかり」

「うん！」

　ひかりは頷うなずき、魔剣の姿に変身した。

　それを持って、エレノアと共に構え、サンドロスに向かっていく。

　そいつは変わってない。でもおれは違う。

　さっきまではエレノアだけだった。今はひかりが加わった。

　負ける気がまったくしない。

「うおおおおおお！」

「はい、お疲れ」

　エレノアで豪腕を止め、ひかりで首をはねる。更にエレノアで縦に真っ二つにした。

　十字に斬り裂かれたサンドロス、巨体が倒れ、薄まって消えていく。

　消えていった後に残ったくじ引き券を拾い上げた。

　振り向くと、視線を集めていたことがわかる。

　奴隷兵達が、おれを熱い目で見つめていた。

　大半は尊敬するような目だったが、何人かは女の顔になっていた。







[image: ]




　久しぶりにくじ引き所に来た気がする。

　おれとひかり、そしてここでしか人の姿になれないエレノア。

　ひかりはここぞとばかりに母親のエレノアに抱きついた。

「わあああ」

　ひかりは目を輝かせた。

「どうした」

　聞き返すエレノア。こいつはひかりに接している時は目尻めじりが下がって、口調も明らかに優しい。

　それを指摘すると怒るから言わないが。

「ほらほら、ひかりの髪」

「髪？」

「うん！　ひかりの髪、おかーさんと同じ長さになった」

　そう話すひかりに、おれは改めて並んでる二人を見た。
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　人間姿のエレノアは外見的にほとんど子供で、ものすごく小柄である一方、髪はものすごく長く、後ろは膝ひざ裏まで届いている。

　同じ感じで、ひかりの髪の毛も自分の膝裏まで届いていた。

　それを同じ長さになったと言って、大喜びするひかり。

「それはよかったな」

「うん！　これからはずっとおかーさんと同じようにするね」

「我のことは気にするな。ひかりはもっと色々な髪型にして、可愛かわいくしているといい」

「おかーさんと一緒なのがいちばんいい！」

「そうか」

　エレノアのまなじりがますます下がった。抱きついてくるひかりの頭を優しく撫なでた。

　魔剣の母娘二人はそこでいちゃついていた。

「あの……何度も言ってるんですけど」

　離れたところからスタッフの声が聞こえてきた。

　くじ引き機の向こうから呆あきれたジト目でおれ達を見つめている。

「規格外の家族団らんを持ち込まないでくれませんか？　そういうのは本当に困ります」

「少しはお目こぼししてくれ。ひかりがこいつに会えるのはここだけなんだから」

「こいつって言うな！」

　エレノアが抗議する……が、まなじりは下がりっぱなしだ。

　そのエレノアにひっついているひかりも満面の笑みだ。ぶっちゃけエレノアの７７７倍くらい可愛い。

　それはスタッフもわかってるのか、ひかりの笑顔を見て。

「もう、しょうがないですね。ちょっとだけですよ」

「悪いな」

「それよりも──ゴホン。今日が限定くじ引き最終日となっております」

　スタッフは気を取り直して言ってきた。

「最終日、もうなのか」

「もう、なんですよ。お客さんは最近来なかったですね、忙しかったんですか？」

「なんだかんだで」

「このスキルを手に入れられるのは今日が最後ですので、是非当てていってくださいね」

　最終日って聞いてやる気が出てきた。スタッフが言うように、是が非でも当てていきたいと思うようになった。

　おれが持ってきたくじ引き券は二十枚。

　色々買い物して、奴隷兵達を死霊の軍勢と戦わせて集めた二十枚。

　これで二十二回引ける。

　改めて表を見る。

　おれは母娘がほのぼのしている横で考えた。

　手持ちのくじ引き券は二十枚ある、それはつまり二十二回チャンスがあるってことだ。





・参加賞　魔法の玉（白）




・五等賞　魔法の玉（黒）




・四等賞　追加攻撃１％　３倍




・三等賞　追加攻撃３％　３倍




・二等賞　追加攻撃10％　３倍




・一等賞（済）　追加攻撃100％　３倍対象外






　前回、おれ達が当てた一等賞には「済」って表記が付いていた。

　一等賞がそれってことは、多分一つしかなくて、おれ達が当てたからなくなったってことなんだろうな。

　ならば狙ねらうは二等賞。

　追加攻撃の威力はもう体験している。あれは％の割合以上の効果がある。

　手数で勝負するナナに是非与えたいものだ。

　100％がよかったけど、ないものはしょうがない。ここは気合を入れて10％を引くか。

　そう思って、おれが券を渡して引こうと思ったその時。

「また来たぞ！」

　例の触手男がやってきた。

「よう、久しぶりだな」

「ああ」

「お前も引くのか？」

「最終日だからな。そっちこそ今回も大量に引くのか？」

「ああ、三百枚用意してきた」

　そう言って男は束たばになったくじ引き券を取り出した。紙の束って言うより最早ちょっとしたブロックだ。

　いつもながらこいつはすごいな。

「どっちが先に引く？」

　男が聞く。

　おれはまだほのぼのしてるエレノアとひかりをちらっと見た。

「先にどうぞ。こっちは後の方が都合がいいから」

　そう言ってエレノア達を指した。

　後の方が二人が長くほのぼのできる。

　男はそれを理解し、スタッフはまたちょっと苦い表情をした。

「それじゃ、遠慮なく」

　男は三百枚のくじ引き券を渡した。

　さすがに多くてスタッフが数えるのに時間が掛かった。

「はい、三百枚確かに。では三百三十回どうぞ」

「よっしゃ」

　男はものすごい勢いでくじ引き機を回し出した。

　弾がものすごい勢いで出てくる。

　大半が魔法の玉で、たまに三等賞と四等賞が混じってたりする。

「うおおおおおお！」

　百を超えた辺りで男が更に回転速度を上げた。

「あわわわわ、お、お客様、それじゃ回数がわからなくなります」

「安心しろ！　こっちでちゃんと数えてる。伊達だてにくじは引いてねえ」

　男はそう言って──更に一段階速度を上げた。

　玉が出続けて──手を止めた。

「これで三百二十九回、どうだ」

「えと……」

　スタッフが慌あわてて玉を数える。

「はい……三百二十九個です」

「あんたすごいな」

「慣れただけだ。しかし出ないもんだな、二等賞」

「そうだな」

「よし、最後の一回──うおおお！」

　男がくじ引き機を回す。

　ガラガラガラ──ポトッ！

「おめでとうございます、二等賞です！」

「うおおおおお！　当たった！！！」

　男は大喜びして、スタッフから景品をもらってくじ引き所から出た。

　そういえば、彼が純粋に喜んで出ていくのを見たのって初めてかも。

　今までは何かしらケチがついてたからな。

　男が出ていった後、スタッフは景品リストに書き込んだ。





・二等賞（済）　追加攻撃10％　３倍






「そっちももうないのか」

「はい、今のが最後の一つです」

「そうか」

　まあ仕方ない。なら三等賞でもいい。

　ナナに渡すなら、何よりも重要なのは「追加」って部分だ。

　くじ引き券二十枚、二十二回のくじ引き。

　男の三百三十回を見てると、途中で運が偏って魔法の玉が何十回も続いた時があったから、それにあたらないように祈った。

「ひかり、エレノア、引くか？」

「どうする？」

「ひくー」

　ひかりが無邪気な笑顔で言う。

　いつものようにスタッフがいそいそと踏み台を用意して、エレノアとひかりがくじ引き機の取っ手を一緒に摑む。

　そして回す。

　ガラガラガラ──ガラガラガラ……。

　玉は──出てこなかった。

「あれぇ？」

「どうしたんだ、これは」

　二人はそう言って、スタッフを見る。

　スタッフは慌ててくじ引き機の中を確認した。

　そして、驚いた顔で。

「すみません、中が空です」

「え？　ってことはさっきのあいつ、全部引いてったってことか？」

「はい」

「おいおい……まあ三百三十回も引いたらそうなるか」

「ごめんなさい、すぐに補充しますね」

「ああ」

　スタッフがそう言って、玉を補充した。

　補充した後、エレノアとひかりが気を取り直してくじ引き機を回した。

　ガラガラガラ──ポトッ。

　玉が出てきた。ハンドベルが鳴った。

「おめでとうございます、一等賞でございます」

「──え？」

　おれは驚いた、そして景品リストを見た。

（済）になってるはずの一等賞が出てきた。

　……補充したから、ってことなのか？

　おれが戸惑ってる横で、ひかりは一等賞に大喜びしていた。







[image: ]




　ロイゼーン郊外、開けた草原。

　奴隷兵二百人がおれに挑んでくる。

　何回かの実戦でできあがった「戦う者の目」をして、徒党を組んでおれを攻撃してくる。

　おれはエレノアで応戦した。ひかりは腰に下げたままだ。

（大分使えるようになったな）

「そうだな、これなら戦場に連れていける」

　エレノアと話しつつ、稽古けいこ気分で反撃する。

　模擬戦のようなものだから大けがさせないように手加減して戦う。

「一時撤退！」

　奴隷兵の一人が叫ぶと、全員で下がり始めた。

「おお」

　ちょっと感動した。

　撤退する姿はビックリするくらい整然としていた。

（よく訓練されている）

「そうだな」

（追撃してみるか？　しんがりがどうするのか見ておくのも一興）

　いいかもな──と頷うなずきかけたところに、真横からプレッシャーが掛けられた。

　エレノアを構え、迫ってくる者を受け止める。

　ガキーン！　甲高い剣戟けんげき音が響く。

　そこには大剣を持った女の姿があった。

「アグネか」

「そう呼んでいいのは姉あねさんだけだ」

　怒りの表情を露あらわに、アグネはおれとつばぜり合いをする。

　肩越しに見ると、背後にイオともう一人法衣姿の女、ジュリアがいた。

　イオのパーティー、剣士と魔法使いと僧侶のオーソドックスなパーティー。

　奴隷兵の次は、その三人が挑んできた。

「うおおおおお！」

「力任せだけか？」


「──っ！　そんなわけないだろ！」



　顔を真まっ赤かに紅潮させるアグネ。

　切っ先をずらして、今度は大剣に遠心力をつけて横一文字に薙ないできた。

　剣戟音、そしてさっき以上の衝撃。

　受け止めたエレノアがかすかに揺れるほどの衝撃。

「やるな」

「舐めるなあ！」

　アグネが連続で斬きりかかってくる。その後ろでジュリアが補佐し、イオが魔法を詠唱している。

　イオのパーティーの基本戦術だ。アグネが足止めしているところに、ジュリアのサポートで魔力を高めて、イオがトドメの一撃を叩たたき込む。

　オーソドックスでいい戦法だ。効果的であることは簡単に想像できる。

　更にそれだけじゃない。詠唱を続けているイオの目が輝いていた。

　何か狙ねらってるな、と思った。何を狙ってるんだ、と楽しみになった。

　剣戟を繰り返して、それを待つ。やがて。

「アグネ！」

　ジュリアが叫んだ。おれと打ち合っていたアグネが打ち合った反動を利用して大きく飛んで下がった。

　ほぼ間髪入れずに──イオの魔法が飛んできた。

　空から降ってくる雷の魔法、百の雷が連続で降り注そそぐ。

　イオの大魔法、必殺の魔法。

　エレノアを構えて、耐えた。

　ノーダメージとはいかないが、大したダメージでもない。

　来るとわかれば我慢はできる程度のダメージだ。

　百発目がしっかり落ちきって、おれの体から煙が上がる。

　さて、魔法の次はなんだ──。

「お姉様！　どうぞ！」

「ええ！　カケルさん！　行きます！」

　ジュリアの体が光って、その光がイオに移った。

　直後、イオから魔法が放たれる。

「ぐっ！」

　体の芯しんにずしりときた。痛みと熱さと痺しびれがいっぺんに走った。

　衝撃が連続で来る。百の雷、二発目か！

　長い詠唱を必要とする大魔法をまさか連射されるとは思ってなかった。ガードのないところに魔法を撃ち込まれた。

　ダメージがダイレクトに体に伝わる。

「やった、やったぞ。さすが姉さん」

「お姉様を甘く見た罰だわ」

　アグネとジュリアが大喜びしていた。

「ふう……」

　肺にたまった息を吐き出す。

　さすがにかなりのダメージだった。

「やせ我慢はよくないぞ、姉さんの十界百雷陣ライトニングハンドレッドを二発もくら──」

「そうよ、二回とも直撃したのだからいい加減──」

　地を蹴けって飛び出した。

　まずはアグネに肉薄して、反応すらできていない彼女を摑つかむと、ジュリアに向かって放り投げた。

　二人はもつれ合ってすっ飛んでいく。

　今度はイオに肉薄する。エレノアを喉元のどもとに突きつけて、形式的にチェックメイトをする。

「さすがカケルさんです」

　イオは苦笑いしていた。

「いや、大分効いた」

「いけると思ったんですけど」

「おれ以外のヤツだったらな」

「じゃあ、これはどうですか？」

「なに──くっ」

　真横から魔法を撃たれた。まったく無防備なところに叩き込まれた魔法。

　って魔法!?　誰だ！

　エレノアを構えて横を向く。そこにはタニアとペギー、メイド幽霊のコンビがいた。

　ぷかぷか浮かんでいる二人は次々と魔法を撃ってきた。

　エレノアで受け止め、斬り払う。

　そうしているうちにアグネが復活して、大剣で斬りかかってきた。

　更に奴隷兵二百人が待ってましたとばかりに隊列を組んで襲いかかってきた。

　奴隷兵、イオパーティー、メイド幽霊。

　それがいっぺんに襲いかかってきた。

「いいぞ、楽しくなってきた。ひかり」

（うん！）

　応じるひかりを抜き放ち、エレノアとの二刀流にする。

　魔剣から立ちこめる黒いオーラを纏まとう。

　楽しかった。

　イオのパーティー、幽霊の魔法、奴隷兵の攻撃。

　それと戦うのは楽しかった。

　おれは少し本気を出した。

　アグネの足止めを突破してイオの詠唱を止め、奴隷兵を蹴散らし、幽霊の魔法を魔剣のオーラで打ち消した。

　エレノアとひかりで大立ち回りをする。

　全員が倒れ、攻撃が一段落した頃に──それが飛んできた。

「来たか」

　にやりと口の端を歪め、エレノアで迎撃。

　鋭い剣戟音が耳をつんざく。

　一度の斬撃に二度の衝撃。

　迫ってきたのは白亜の鎧よろいを纏ったナナだった。

「来ると思っていたぞ」

「全力で行かせていただく」

　追加攻撃100％という新しい力を得たナナ。

　一連の流れから、彼女が来ると思っていた。

　魔剣と長剣が打ち合う。両方とも追加攻撃持ち、打ち合いの倍数の剣戟音が辺りに響き渡る。

　奴隷兵も、イオパーティーも、メイド幽霊も。

　全員が遠巻きにして見守っていた。

「強いな、ナナ。前よりも強くなった」

「主のために鍛えた！」

「もっと来い」

「ふっ」

　気合一閃いっせん──斬撃三連。

　白い光が三筋目の前に現れ、六回の衝撃がエレノアを通して手のひらを痺れさせた。

「はああああ！」

　さすがと思う暇もなく、今度は倍数の六連が飛んできた。

　十二の衝撃、思わずひかりも使って受け流した。

「やるな」

「恐悦！」

「これでどうだ！」

　少し本気を出した。ナナならばと思った。

　更に飛んでくる六連の斬撃を、エレノアを使って同じ速さで打ち合って弾き、ひかりで斬きりつけた。

　ザクッ！

　小さな魔剣がナナの肌に触れるが──手応てごたえはなかった。

　確かに斬ったのに、手応えはまったくない。どういう──。

「──メリッサ！」

　思わず声が出た。ナナの背後、その向こうに不死の聖女の姿が見えた。

　手を組んで祈るポーズをするメリッサ。彼女の身体の、ナナを斬りつけたのと同じ箇所から血が噴き出している。

　予想外だ。まったくの予想外だ。

　ナナとメリッサが手を組むのはまったくもって予想外だ。

　予想外すぎて──。

「はは」

　笑いが出た。

　地を蹴って飛んで下がる。

　目の前にいる女達を見る。

　ナナ。

　メリッサ。

　イオとそのパーティー。

　メイド幽霊。

　奴隷兵達。

　女達は一様に目が輝いていた。

　ここに来てまだ何かを狙っている目だ。

　この戦闘、力量を測るための戦闘において──本気でおれに勝とうと思っているような目。

「はは」

　また笑った。楽しくて仕方なかった。

（おとーさん、たのしそう）

（男はバカだからな。いい女が目の前にいるとそうなるのだ）

（おねーちゃんたちみんないい女なんだ？）

（ふっ。こいつの態度が物語ってるだろう？）

　頭の中でエレノアとひかりが会話していた。

　まったく同感だ。

「お前達はいい女だ」

　おれは笑みを浮かべたまま先頭のナナ、そして女達に向かっていく。

　手加減は、やめた。

　女達がどこまでいい女なのか、それが知りたくなった。





☆






　屋敷に一足先に戻ってきた。

　激戦で、ものすごく昂たかぶっている。

　戦闘の濃度がまるで違う。今の昂ぶりはレッドドラゴンを倒した時以上だ。

　その昂ぶりのまま、オルティアの部屋に来た。

「オルティア」

「どうしたの？」

　おれは手を出した。

　それだけでオルティアは理解した。

　フードの下から手を出して、おれの手を握る。

　全身の精気が手のひらから吸い取られる。しわくちゃだった手が若返る。

　大賢者オルティア。千人分の精気か、おれ一人分の精気で若返る女。

　やがて精気を吸い終えて、フードを外す。

　おれはビックリした。

「オルティア？」

「何かしら」

「その姿って」

　目の前にいるオルティアは美しかった。

　初めて会った時、おれは彼女のことを絶世の美女だと思った。

　しかし今目の前にいるオルティアはそれ以上だった。

　絶世の美女だと思っていた時の姿よりも、更に美しい。

「……全盛期のわたしだわ」

「全盛期？」

「ええ。今までも若返ってたけど、全盛期の八割だった。精気の量は足りてたけど、質が足りてなくて八割で止まってた」

「質も足りた、ってことか」

「ええ……何があったの？」

　オルティアはおれを見つめて、聞いてきた。

「いい女達がいた」

「そう」

　それだけでオルティアは納得した。

「それで」

　そのまま、おれを更に見つめる。

　どうするの？って目だ。

　おれはオルティアが欲しかった。

　今までは若返り分の精気を与えただけで、それ以上やる気が出なかった。

　それだけで精気を丸ごと吸い取られてしまっていたからだ。

　しかし今は──まだいける。

　オルティアを抱き上げる。

　お姫様だっこで部屋から連れ出し、おれの部屋に向かう。

　ベッドに下ろし、真っ正面から見据える。

「オルティア。お前の名前を教えてくれ。オルティアとしか知らない」

　これから自分のものにする女の名前を知りたかった。

「わたしはオルティア、ただのオルティア」

「オルティア……」

「ただの、オルティアよ」

　それをしばし見つめて、おれは言った。

「いや、今までのお前は大賢者オルティアだった。これから、今から」

　まっすぐ目を見て、キスをする。

「おれが、ただのオルティアにする」

「うん……」

　頷き、目をそっと閉じるオルティア。







　今日は驚きがいっぱいだった。最後の最後まで驚かされた。

　オルティアは、初めてだった。
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　昼下がりの屋敷の庭、ぽかぽか陽気で遊んでいるひかりとチビドラゴンを眺ながめる。

　一緒にいるのはオルティア。おれの精気で若返って、今も絶世の美女姿だ。

「全盛期の何割くらいだ？」

「肉体は十割よ」

「そうか」

　戦った後じゃないから精気を持っていかれた後はもうやる気が起きないが、肉体が十割なら綺麗きれいだし、それでいいかと思う。

「そういえば、シラクーザ王国で戦いが起きてるらしいわ」

「へえ」

「国内で長年活動していた魔族が静かになって、それで後腐れなく完全に討伐するために兵を動かしたら、その隙すきを蛮族に突かれたらしいの」

「大変そうだな」

「大変よ。何しろシラクーザ王国軍は連戦連敗、王族もどんどん殺されて、盛り返すにも担げる神輿がない状態。まわりの四カ国も手出ししないで静観してるし、新しい国ができるともっぱらの噂うわさね」

「本当に大変なことになってるんだな……デルフィナは？」

　聞くと、オルティアはにこりと笑った。

「大はしゃぎよ」

「だろうな。前に大樹は倒れる直前が一番美味おいしいとか言ってたし」

　きっと今回の件で大儲けするんだろうな、と思った。

「どうするの？　介入する？」

「おれが？」

「ええ、漁夫の利。今のあなたが介入すれば、そこに新しい国を建てて、自分が王になることもできるわよ」

「そんなことできるのか？」

「ええ。あなたなら」

　オルティアは微笑ほほえんだまま言う。

　目は真剣そのものだ。おれがうんと言ったら全力で何かをする気満々の目だ。

「うーん、パス。王ってものに興味はない」

「そう」

　オルティアはあっさり引き下がった。真剣な目つきも和やわらげる。

　そのまま体を寄せてきた。

　何もしないで、体をそっと寄せるだけ。

　そうして二人でひかり達を見守った。

　ひかりは花冠を作って、チビドラゴンの頭に載せてやった。

「どうかな、おーちゃん」

「みゅー、みゅー」

　チビドラゴンは自分の頭に載った花冠を見上げようと首を傾げ、触ろうと短い前足をじたばたさせた。

　それで花冠がズルッ、とずれたから、ひかりが支えて、直してやった。

「あれが破壊と殺戮さつりくをまき散らしたレッドドラゴンだったとは、とても思えないな」

「和なごみと愛らしさをまき散らしてるわね、あなたの娘と一緒に」

「それをまき散らしてるのは九割くらいひかりだがな」

（親ばかめ）

　エレノアから定番の突っ込みが入ったが、気にしない。

　ふと、空が暗くなってきていることに気付いた。

　遠くから雷雲が急速にやってきて、瞬く間に空を覆ってゆく。

　そして──ピカッ！　ゴロゴロゴロ！

　イオの魔法よりも控えめな雷が落ちた。

　おれはもちろん、エレノアもオルティアも、ひかりまでもがけろっとしている。

　そんな中。

「みゅー！　みゅみゅー！」

　チビドラゴンだけが身長と同じくらいの高さまで飛び上がって、ひかりの足にひっついた。

　足の間に顔を埋め、ガタガタ震えている。

「おーちゃん？　大丈夫だよおーちゃん」

「みゅ……」

「ひかりがいっしょにいるから、大丈夫」

「みゅー、みゅー」

　目をきつく閉じて、ひかりにしがみついたまま、いやいやをする。

「……破壊と、殺戮をまき散らしてたんだよなあ」

「もはや愛らしさしか残ってないわ」

「ひかりの可愛かわいさ部分が八割まで落ちてしまったな、こりゃ」

（総量が増えただけで九割は変わらんわ！）

　……エレノアもかなりの親ばかだった。
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　雨の中、プロス亭にやってきた。

　看板娘のフィオナは満面の笑みでおれを出迎えた。

「いらっしゃいませ。今日はカケルさんお一人ですか？」

「ああ」

「ご注文は？」

「山ウシのフルコース」

「もう！　カケルさんが倒さなくなってから山ウシがまた高くなったの知ってるくせに。うちのような小さな店じゃ、もう山ウシのフルコースなんてとても扱えません」

　フィオナは笑顔のまま拗すねた。

　明るい笑顔。プロス亭が流行はやってる理由の五割以上は看板娘の笑顔だとおれは思っている。

「じゃあ適当に」

「はい、それじゃいつもの席にどうぞ」

　案内されて、いつもの席にやってきた。

　他の席に比べて一段とピカピカに磨みがかれている席に座る。

「こ、こんにちは、カケルさん」

　入れ替わりに、今度はマリがやってきた。

　フィオナの妹で顔の作りはそっくりだが、こっちはちょっと控えめな性格だ。

「おう。調子はどうだ」

「おかげさまで」

　マリはそう言いながら、ちらっとおれの腰を見た。

　おれはエレノアを反対側に移した。マリはかつてエレノアに取り憑つかれたことがあって、今でもまだトラウマっぽい。

　マリはちょっとホッとして、同時にちょっと申し訳なさそうにした。

「カケルさん、最近よく来てくれますよね」

「ああ」

「どこかにお出かけする予定とかはないんですか？」

「遠出のことか？　うーんないかな」

　天井てんじょうを見上げて考える。

　最近の遠出はカランバに行ってリカを助けた時と、コモトリアでアウラを助けた時だ。

　一度行ったところにはワープですぐ行けるし、行ってないところに行く予定は今のところない。

「あの、じゃ、じゃあ」

「うん？」

「今新しいメニューを開発しているんです。完成したら食べに来てくれませんか？」

「もちろんいいぞ」


「──ッ！　ありがとうございます」



　マリはそう言って、大喜びで店の奥に引っ込んでいった。

（そういえば）

「うん？」

（あの姉妹はまだ貴様のものにしてないな。付き合いで言えばどの女よりも古いのに、なぜだ）

「マリがまだお前に怯おびえてるからに決まってるだろうが」

（我のせいにするのか）

「するも何も完全にお前のせいだろうが。憑き殺しかけたんだぞ」

　指でピン、とエレノアを弾いた。多分おでこであろうところにデコピンだ。

（我をぞんざいに扱うなと言うに。それにしてはこの店に来るたびに我を連れてくるではないか）

「どこに行くにも連れてってるだろうが。お前を野放しにして他の人間が犠牲になったらかなわん」

（心配するな）

　頭のなかでエレノアの得意げな声が響く。

（誰かの手に落ちても一瞬で憑き殺してやる。……貴様以外の男は全てな）

「安心と信頼の魔剣エレノアだもんな。うん？　最後になんて言った？」

（き、貴様は親ばかのダメ男だと言ったのだ）

「親ばかはお互い様だ」

　そう返して、窓から町を眺めた。

　雨の町はそれなりの風情がある。雨の音がするだけで、むしろ落ち着いた感じがする。

　頰杖ほおづえを突きながら、それを黙って見つめていた。

　そこにフィオナが料理を運んでくる。

「お待たせしました。マリに何か言ったんですか？　なんだかものすごく張り切ってましたけど」

「料理の試作を食べてやるって言っただけだが」

「そっか、それでなのね」

　フィオナは納得した。

　なんでそれで納得するんだと聞こうとしたその時。

　プロス亭に一人の男が入ってきた。

　雨合羽あまがっぱ姿でびしょ濡れのまま、息を切らしながら店の中を見回している。

　他の客が不思議がる中、フィオナが男に向かっていく。

「いらっしゃいませ。お客様──お一人様ですか？」

「こ、ここにフィオナ様とマリ様がいると聞いてやってきたのですが」

「フィオナはわたしで……妹なら奥ですけど」

「ほ、本当ですか!?」

　男はフィオナの肩を摑んだ。

「きゃっ」

「本当にフィオナ様なのですか!?」

　様？

「ちょ、ちょっと待ってください。痛いです」

　肩を摑まれたフィオナが訴えた。

　おれは近づいていって、男の手を引き剝はがした。

「だ、誰だお前は」

「とりあえず落ち着け。フィオナとマリに何の用だ」

「離せ！　フィオナ様とマリ様に我らの盟主となっていただくのだ」

「盟主？」

　どういうことだ？とフィオナを見る。店の奥からマリも顔を見せて、きょとんとしている。

　フィオナは首を振った。おれは更に男に聞いた。

「どういうことだ、わかるように説明しろ」

「王家に縁のあるお二人に、我らシラクーザ王国軍の盟主になっていただくのだ。お二人は国王陛下の落とし胤だねなのだからな」


「「…………えええええ！」」



　フィオナとマリの方が驚いた。自分達でも知らなかったみたいだ。

　確か、落とし胤って言うのは……。

（国王が民間の女に産ませた子供だな）

　エレノアが説明した。

　えっと……なんか大変なことになってきたぞ？
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「なにとぞ！　我らの盟主に！」

　男はフィオナとマリに土下座した。二人は慌あわてた。

　必死な様子で、噓うそをついてるようには見えない、が。

「証拠はあるのか？」

「無論！」

　男は懐ふところから何かを取り出した。

　パッと見高貴そうな紋章に、宝石がついたアクセサリーだ。

　それを持って力説する。

「これは王家に代々伝わる証あかし。王家の血を引く者が触れれば反応する一品」

「フィオナ、マリ。とりあえずそれを持ってみてくれ」

「え？　でもカケルさん……」

　フィオナは困り顔をした。マリは困りすぎて何を言っていいのかさえわからない様子だ。

「人違いかもしれない。それならそれでいい。──人違いだったら帰ってくれるよな？」

　男に聞く。

「もちろんだ！」

　男は頷うなずく。そんなことあり得ないが、と確信に満ちた表情で。

「ってことらしい。とりあえずやってみよう」

　フィオナとマリを促うながす。

　姉妹は困った顔のままお互いを見る。

　やがておずおずと頷き合って、姉のフィオナが先にそれを受け取った。

　受け取った瞬間、それが光り出した。

　紋章だけじゃない、フィオナの体までもが光った。

「そんな……」

「マリは？　持ってみて」

　マリを促す。マリもおっかなびっくりといった感じで紋章を受け取った。

　同じように光った。その結果に呆然ぼうぜんとするマリ。

　彼女の手から紋章を取りあげると──光が収まった。

　おれじゃ光らないのか。男の言う通り王家の血に反応するアイテムっぽいな。

　それを男に返してやった。

「フィオナ様！　マリ様！　なにとぞ！」
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　男はそれを持ったまま、再び土下座して頭を床にこすりつける。

　まわりがざわざわし出した。

　元々店の中にいた客と、外から騒ぎを聞きつけて覗き込んできた町の人達。

　それらがこの状況を見てざわめいていた。

「お姉ちゃん……どうしよう」

「どうしようって言われても……」

　二人はますます困った。完全にどうしたらいいのかわからないようだった。

　見かねて、おれは男に言う。

「今日のところはとりあえず帰ってくれ」

「しかし──」

「じっくり考える時間、そして覚悟を決める時間くらいくれてやれ。それとも戦いが佳境になった時になって『やっぱり降りる』って言われたいのか？」

「むっ」

　男は顔を上げておれを見つめた。

　おれが話した通りの光景を想像してみたんだろう。

　戦いが順調に進み、あとちょっとで王国が復興されるところまできて、そこで二人が迷った挙げ句、降りられた時のことを。

　それを想像して納得したようだ。

　男はおれを見て、フィオナ姉妹を見て。

　やがて頷き、立ち上がった。

「わかりました。また来ます」

　そう言って、店から立ち去った。
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　臨時閉店したプロス亭。

　店の中は困り果てて向き合っているフィオナとマリ、そしておれの三人だけになった。

　長い沈黙が続いたので、おれから話を切り出した。

「フィオナ、今の話に心当たりは？」

「ううん、まったく。マリもそうよね」

「う、うん」

「母親からは？」

　国王の隠し子って話なら、当事者は母親だ。

「お母さんはそんなことまったく言ってなかった。死ぬ時も『二人で仲良くね』としか」

「そうか。つまりフィオナ達はまったく何も知らなかったわけだ」

（この店は誰のものだ？）

　エレノアが頭の中で言った。

「この店の持ち主は？」

「わたしです。お母さんの遺産で、一応わたしのものってことに」

　フィオナが答えた。

（おそらくこの店も、国王からもらった金で開いたものだろうな）

　可能性は大だな。

「で、お前達はどうしたい？」

「ど、どうしたいって」

「ああいう手合いはしつこいぞ」

　おれはわざと二人を脅かすように言った。

「祖国の復興が悲願って話だから。ちゃんとした理由で納得させてやらない限り、いつまでもやってくるぞ」

「そんな。それは困ります。わたし達には生活が──この店のことがあります。ね、マリ」

「……」

「マリ？」

　答えないマリ。フィオナは不思議がって妹を見た。

　そのマリは姉じゃなくて、おれの方をじっと見つめていた。

「どうした」

「カケルさんは……お姫様の方が好きですか？」

「うん？」

　いきなりどうした。

「カケルさんのまわりにはお姫様がいっぱいいますよね」

「おれのまわり？」

　どういうくくりで言ってるんだろう。

（貴様のハーレムのことに決まっているだろうに）

　そうか。そういうことなら結構いるな。

　メルクーリはヘレネー。

　コモトリアはアウラ。

　カランバは姫じゃなくて女王だけどリカ。

　それとナナも蛮族の姫って言われてたっけ。

　うん、確かにお姫様はいっぱいいる。

「も、もしですけど。カケルさんがお姫様の方が好きなら、わ、わたしは」

「マリ？　何を言い出すの？」

「わたし、カケルさんのために頑張りたい」

「それは……わかるけど、でも危険すぎるわ。戦争だってあるのよ？」

「それでもいい」

　息を呑むフィオナ。おれをまっすぐ見据えるマリ。

（健気けなげな娘だ。そして罪な男だな。どうやら貴様のために進んで神輿みこしになりに行くようだぞ）

　そうみたいだな。

　その健気さが可愛かわいらしかった、今までで一番可愛らしく見えた。

「それでいいんだな、マリ」

「はい！」

「わかった」

　覚悟は伝わった。

「ならおれが力を貸してやる」

「カケルさんが？」

「滅亡直前の連中に大した兵力が残ってるとは思えない。マリを死にに行かせるわけにもいかないだろ。だからおれが力を貸してやる」

　ナナと奴隷兵、イオのパーティー、メイド幽霊達。

　それから──俺自身。

　これだけいればなんとかなるだろ。

（まあ、ざっと数千の兵に匹敵ひってきする武力だな）

「カケルさん……」

　マリはうるうるした目でおれを見た。

　おれも視線を返した。

「……なら、わたしも行くわ」

　そこでフィオナも言ってきた。

　彼女を見ると、マリとは違った覚悟を決めた表情をしていた。

「お姉ちゃんも？」

「ええ、わたしも。……わたしが先なのに」

　宣言した後、ぶつぶつと何か呟いた。

　何が先なんだ？

　まあ、そんなのどうでもいいか。

「フィオナ、マリ」

　二人を見つめて、エレノアの柄つかに手を掛けながら、宣言する。

「おれが、お前達をお姫様にしてやる」

　宣言すると、二人の顔はゆでたタコのように赤くなった。
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　屋敷の中、おれは部屋にナナとイオ、それにデルフィナを呼び出した。

　おれはソファーにどかっと座り、三人はおれと向かい合う形になった。

「と言うわけで、まず奴隷兵は全員連れていく。ナナ、今の奴隷兵はどれくらい使える？」

「前回、主に揉んでいただいた時から更に向上した。特に十人の小隊長の成長は目を見張る物がある。主に率いて頂かずともある程度は使える」

「わかった、よくやった。基本はナナが率いて戦ってくれ。作戦はその都度変えるが、基本はおれの次に危ないところに投入するつもりだ」

「承知した」

　頷うなずくナナ。武人としての意識が強い彼女は、そういう風に任されることに喜びを感じるタイプだ。

　おれの次に危険なところ、という言葉の意味を理解した瞬間、目が輝き出した。

　そんな彼女の肩を叩たたいてやってから、今度はデルフィナの方を向く。

「物資の調達を任せたい。特に食糧だ。代金は前払いがいいか？　それとも後払いでいいか？」

「カケル様なら後払いで結構ですわ。それよりも糧食ということは、輜重しちょう隊の護衛もこちらで？」

　輜重隊……補給部隊ってことか。

「いや、それは必要ない」

　おれは首を振った。

「奴隷兵には常に最低限の荷物しか持たせない。そうだな……余裕を見て三日分の食糧だ。あとはお前が調達した物資を、おれがワープで取りに行く」

　デルフィナは目を見開いておれを見て、それから色っぽく微笑ほほえんだ。

「ずるいお方。そんな誰も真似できないようなことをいともあっさりやってのけようなんて。輜重いらずの兵隊なんて前代未聞ですわ」

「多少の強みにはなるだろ」

「多少どころではありません」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて言って、しなだれかかってきた。

　おれの女の中で一番大人っぽく、色っぽい彼女がすると様になる仕草しぐさだ。

「あなた様の敵になる相手が不憫ふびんでなりませんわ」

「そういえばお前、あっちとも商売をしてるのか？」

「はい、していました」

「過去形？　どういうことだ」

　デルフィナはおれを見上げて、これまた色っぽい笑みを浮かべた。

「フィオナとマリがそういう身分であることが判明した時点で手を引きましたわ。カケル様が介入することが明らかですもの」

「にしてはあっさり手を引いたな。大樹は倒れる直前が一番旨うまいって言ってなかったっけ」

「ええ、ですから。あの時点で売り抜けました。旨みは既にたっぷりと」

「いい女だな、お前は」

「幸甚、ですわ」

　さすが国に匹敵ひってきする財を築き上げた女。

　抜け目のなさはかなりのものだ。

　だからこそ、安心して任せられる。

「全部お前に任せる。おれが運ぶから、保存性とかは考えなくていい。とにかく新鮮で、食べて力が出るものだ」

「わかりましたわ」

　頷くデルフィナ。

　彼女が離れた後、今度はイオの方を向く。

「イオ、あの二人は人間とやり合ったことはあるか？」

「はい。たまに一緒に盗賊討伐の依頼も受けていますから」

「なら連れて来い。お前の大魔法の出番があるかもしれない。お前のオプションとして連れていく」

「わかりました。でもわたしの魔法の出番って、そんなにありますか？」

「お前の雷の魔法の射程は？　どこまで届く？」

「えと？　多分……あそこの一本木辺りまで？」

　イオは明後日あさっての方向を指した。

　離れたところにぽつんとある一本木。目測で一キロあるかないかの距離だ。

「十分だ。ピンポイントな出番になるから、魔力を温存しながら付いて来い」

「はい、わかりました！」

　イオはそう言って、おれに腕を絡めてきた。

　デルフィナとは違うタイプのくっつき方。小動物がじゃれつくような、全力でくっついてくる感じだ。

「わたし、カケルさんの役に立てるんですね！」

　まるでわんこのようなやつだ。

　思えば、こいつは押しかけ弟子のような形でおれのところに来たんだったな。

　あの頃ころに比べてかなり頼もしくなったけど、こういうところは変わってないな。

「ああ、立てる。だから連れていく」

「──はい！　頑張ります！」

　イオは大喜びした。

　最後に、遅れて部屋に入ってきたミウの方を向く。

「おいで、ミウ」

「はい、ご主人様」

　やってきたケモミミメイドを膝ひざの上に抱いて、モフモフする。

　思いっ切りモフモフ。これから忙しくなるから、その分先取りのモフモフだ。

「はわぁ……」

　とにかくモフモフした。

「ミウ」

「ふわぁ……」

「留守の間、屋敷のことは全部任せる」

「えっと、全部ってどこまでですか、ご主人様？」

「全部だ」

　おれは即答した。

「屋敷の維持はもちろん、商人やら貴族やら、他の国からの使者とか。シラクーザ絡み以外のことは全部お前に任せる。上手うまくやってくれ」

「他の国の使者さんのお相手もですか？」

　驚くミウ。

「ああ。任せる」

「わたしにできるでしょうか……」

　そう話すミウだが、おれは知っている。

　こいつはかなりできるヤツだ。

　もともとミウを買った時に出したオーダーが「仕事のできるメイド」だった。

　それでやってきたミウは「できる」どころじゃなかった。「ものすごくできる」メイドだった。

　どれくらいできるかと言うと、おれがあえて新しいメイドを雇わないでどこまで行けるか見守ってきたのに、今のところ屋敷を一人で完璧に切り盛りしてるくらいすごいメイドだ。

　もっとすごいのはそれに本人が気付いてないところだが。

　今みたいなことがあると「本当に大丈夫なのかな」と心配になるらしい。

　自分がすごいことにまったく気付いてないのが面白い。

「とにかく任せる。上手くいったら、帰って来た時に思いっ切りモフモフしてやる」

「──っ、わかりました！」

　ピコン、って感じで耳が跳ね上がって、力強く応えられた。

　これで、出発の準備が整った。
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　翌日、おれはロイゼーンの町を出た。

　馬車にフィオナとマリの主役二人を乗せて、奴隷兵とイオパーティーでまわりを守るように取り囲む。

　こうして、まずは二人を反攻軍の拠点まで連れていく。

（この世で一番安全な場所だな）

「いきなりどうしたエレノア」

（なに、あの馬車の中はこの世でもっとも安全な場所だなと思ったまでだ。我とひかりがいる。ナナ・カノーもいる。グーンと格は落ちるがイオとそのシンパも使える。何かあったら奴隷兵達も使える）

「なるほど」

（あれ？　おとーさんは？）

　魔剣になったひかりは、エレノアがおれの名前を挙げなかったことを不思議に思ったようだった。

（こいつの名前を挙げたらそれだけで話が終わってしまうからな）

（……？）

（こいつがいるだけでそこは世界一安全な場所という意味だ）

（──そっか！　うんそうだよね、おとーさんがいれば一番安全だよね）

　エレノアとひかり、母娘の脳内ほのぼのを聞きながら進軍する。

　実際、エレノアの言う通り安全な場所を用意したつもりだ。

　ふと、奴隷兵がざわめく。

「ど、どうしたんですかカケルさん──あっ！」

　騒ぎを聞いて、フィオナが馬車の幌ほろを上げて顔を覗かせた。

　それで丁度ちょうど見えたのだ。離れたところで砂煙が上がっていて、そこからこっちに向かってくる一団があることを。

　その格好は遠くから見てもはっきりとわかる、盗賊の類たぐいだ。

　数も結構いる。しかも明らかにおれ達を攻撃する気満々だった。

「ど、どうしようカケルさん」

「別に？」

　おれはちらっと盗賊を見て、何事もなかったように答えた。

「べ、別にって、あれはどう見ても盗賊ですよ、なんとかしなきゃ」

「あれくらい、おれが動く必要もないからな」

「えっ？」

　驚くフィオナ。

　少し離れたところから、ナナの凛とした声が聞こえてきた。

「奴隷兵。第一から第四小隊はわたしとともに正面へ。五から十までは左右から回り込め。残りは馬車を死守せよ」

　慌あわてず命令を下し、出撃していくナナ。

　おれは最初から最後まで、ナナに何も言わなかった。ナナも何も聞いてこなかった。

　この程度の事態、おれが出るまでもない──どころかおれが指示するまでもない事態だ。

　半数の奴隷兵が盗賊を殲滅せんめつし、残った半数の奴隷兵が馬車を護衛したまま進み続ける。

「カケルさん……」

「すごい……」

　フィオナ、そして顔を覗かせたマリ。

　二人ともますます、おれを尊敬した目で見つめてくるのだった。







[image: ]




　夜の野外。

　一日行軍した後、ナナの判断で適切なところで野営をすることにした。

　奴隷兵は全員テントを張って、ナナとイオ、フィオナとマリ、そしてひかりはおれの魔法コテージで夜を過ごすことになった。

　おれはひとりコテージを出て、伸びをした。

「さて、どうするかな」

（どうするとは？　貴様は中で寝ないのか？）

「フィオナとマリがいる。さすがにな」

（何を遠慮している）

「前払いより後払いだ。今までもそうしてきただろ」

（なるほど）

　エレノアは納得した。

　ヘレネー、リカ、アウラ。

　今まで関わってきた女達は全員「後払い」だ。

　それは今回も同じというだけのこと。

　言葉だけなら疑問を持たれたかもしれないが、既に行動で示してるから、エレノアもすぐに納得した。

（そういえば聞きそびれていたが、貴様はどっちを女王にしたい）

「うん？」

（姉と妹、どっちを女王にしたいかと聞いているのだ）

「気が早いな。もう勝った後の話か」

（我は）

　脳内に聞こえてくる声が、鼻で笑ったもののように聞こえた。

（その程度の自信もない男に使役されるつもりはないのでな）

「言ってくれる」

　まあ実際、おれも負けるつもりはないけど。

　邪魔なヤツは斬きり伏せる。姉妹の国を復興させる。

　そうすると決めている。必ずそうすると。

「まあ、普通に考えればフィオナかな」

（我はマリの方がいいと考える）

「なぜだ？」

（我を一時いっときとはいえ持っていたのだ。魔剣エレノアの加護、だ）

「加護って」

　ピーン、とエレノアの柄つかを指で弾いた。

「憑つき殺しかけておいてよく言う」

（だからこその魔剣であろう？）

「はいはい」

　エレノアと冗談を言い合いながら、野営地の中を当てもなく歩いて回る。

　奴隷兵のテントは二十人単位の小隊がまとめて入れるでかい物で、まだまばらに明かりが点ついていた。

　その外れにある一つのテントを通り過ぎたところで、中から女達が出てきた。

　二十人全員、ぞろぞろと出てきて、おれの前に整列した。

　そのうちの一人が一歩前に進み出て、おれに敬礼した。

「お疲れ様であります！　閣下」

「ああ、お疲れ。……お前は？」

　そういえば名前を知らなかったなと思い出して、丁度ちょうどいい機会だったから聞いてみた。

「第一小隊隊長、ニキ・セフェリスであります」

「そうか。まだ休んでなかったのか」

「はっ、閣下のことを待っていたであります」

「おれを？」

　何か用があるんだろうか。

「第一小隊総員、閣下の夜のお相手を務めるであります。そのために待っていたであります」

「……おう」

　一瞬なんのことかわからなかった。

　急に〝夜の相手〟と言われて、そういう意味かと一瞬思って、いやいやそれは違うだろうと否定した。

　しかしやっぱり〝夜の相手〟って言ったら性的な意味しかないよな、と考えが戻ってきた。

　何しろ相手が全員奴隷で、女なのだ。

「確認する」

「はっ」

「夜の相手ってのは、おれに抱かれるって意味でいいのか」

「もちろんであります」

「なぜだ？」

「我が第一小隊が全小隊のうち、もっとも最初に全員合意に至ったからであります」

「いやそういうことを聞きたいんじゃなくて……」

「全員が閣下をお慕い申し上げているからであります」

　間髪入れずに畳みかけてくるニキ。

　彼女の言葉が噓うそじゃないと証言するかのように、後ろにいる十九人の女達は同じ目をしていた。

　おれを見つめる、熱に浮かされたような目。

　今までに抱いてきた女達と、抱く直前とまったく同じ目だ。

（買われてきた時からえらい変わりようだな）

　おれもそう思う。

　奴隷兵二百人。

　デルフィナに頼んで集めてきた直後は全員が、運命かおれのことを恨うらんでいるような目をしていた。

　それが今やまったく違う目になって、おれのことを慕っていた。

　そうなった原因は──もうどうでもよかった。

　目の前にいるのはおれに抱かれたがっている女達だ。それだけで十分だ。

「わかった。場所はテントの中でいいか？」

「もちろんであります！」

　ニキが代表で答えて、奴隷兵全員が顔を綻ほころばせた。

　おれが先にテントに入ると、ニキら二十人はそれに続いて中に入ってきた。

「動きに統制が取れてるな」

　おれは見逃さなかった。

　おれに続いて中に入ってきた女達は浮かれているが、油断はしていない。

　それぞれに役割分担があるかのように、先に入る者、テントを閉める者、最後まで警戒する者。

　一つの集合体として、よく訓練された動きをしていた。

　褒ほめられた女達は一様に表情に喜びが浮かんでいた。

「ナナ様の訓練の賜物であります！」

　ニキが小隊長として答える。

「そうか。後でナナにも褒美をやらないとな」

　そう言って、改めて女達を見た。

「ナナがどういう訓練をしたのかわからんが、大筋でおれの命令に従え、と叩たたき込んだはずだ」

「もちろんであります！」

「なら命令を下す。一生続く永続の命令だ」

　おれが言うと、女達はビクッとした。

　さすがに一生続く命令と言われると身構えてしまうみたいだ。

「おれに抱かれる時はその口調をやめろ。兵としてじゃなく、女として抱きたい」

「……」

　全員があぜんとした。その命令はまったく予想してなかった、って顔だ。

「なんだ？　命令が聞けないのか？」

「い、いえ。そんなことはないで──」

　ニキは言いかけて、はっとした。

「──ありません。喜んで従います」

　一瞬にして、女らしい、柔らかい口調になった。

「いい子だ。お前から抱いてやろう」

「──はい！」

　喜ぶニキを抱き寄せて、組み敷いた。

「ニキ」

「はい」

「どうしてほしいのか言え」

「どうしてほしい……？」

「希望を叶かなえてやる。言ってみろ」

　ニキは少し考えて、頰ほおを染めて、両手で顔を隠して答えた。

「お、女の子らしく扱ってほしい……優しくしてほしいです」

「任せろ」

　おれはニキの全身を撫で回した。

　甘く、優しく。か弱い女の子を相手にするかのようにニキを啼なかせた。

　他の女達は隊長のそんな姿を見て、目に期待の光を灯らせるのだった。
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　テントの外、おれはズボンを穿いて、上半身裸のまま外に出た。

（新記録だな）

「ん？　ああ、人数のことか」

　おれは頷うなずいた。さすがに二十人という数を一度に相手にするのは初めてだった。

　タイプの違う二十人、更に全員に希望を言わせてそれを叶えた。

　普段としていることがちょっと違った。

（我の経験の中でも初めてだ。二十人の女を一度に御した男はな）

「覇王とか勇者とか英雄とかはやらなかったのか」

（できなかった。貴様がナンバーワンだ、喜べ）

「そうか」

（にしても優しいではないか。全員に願いを聞いた上で、それを叶えるなど）

「そういう気分だったんだ。あれだけ素直に懇願されたらいい思いをさせてやりたくなるだろ」

（躊躇ちゅうちょもなかったな）

「なぜ躊躇する？」

（普通はするのだがな）

　エレノアはそう言ったが、意味がわからない。

　求める女がいて、こっちには応えられる力精力７７７倍がある。

　躊躇する理由なんて存在しないはずだ。

（まあいい。そういうことなら我にももっと優しくしたらどうだ？　我をぞんざいに扱うのはこの世で貴様だけだぞ）

「それはあきらめろ」

（むっ）

　エレノアからむっとした気配が伝わってきた。

「おれが全力を出しても壊れないのはお前だけだ。他の女達は優しくしてやらないとすぐに壊れちまう」

　これは本音だ。

　全能力７７７倍という、異世界に転移してきた時にもらったチート能力。

　そのチート能力で上がった力をまともに振るえば、あらゆる武器が耐えきれずに壊れる。

　女だってそうだ。

　ナナだって、メリッサだって、結局おれの全力には耐えられない。

　それに耐えられるのは、今腰にある、伝説の魔剣・エレノアだけだ。

（ふ、ふん。当然だろ。我は伝説の魔剣エレノアなのだ。人間ごときに壊されるようなヤワな存在ではない）

　エレノアは渋々だがわかってくれた。

　それに、渋々だったのは一瞬だけだ。すぐに声はいつもの調子に戻った。

（よかろう。我を今以上に使いこなしてみせよ。我を100％扱えるのも、人間では貴様一人だけだ）

「オンリーワン同士ってことか」

（そういうことだな）

「なら、そうさせてもらう。まずはシラクーザを復興させよう」

（うむ。貴様と我、そして二百の寡兵かへいでな）

　エレノアのニンマリとした笑い声が脳内に響く。

　悪い気はしなかった。

　エレノアと共に、二百という小勢を引き連れて一国を再興させる。

　やりがいがある。おれはやる気が出た。
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　数日後、おれ達は目的地に到着した。

　フィオナとマリを護衛して進軍する二百人の奴隷兵は、ナナの訓練の甲斐かいあって、一糸乱れぬ行軍を見せていた。

　装備が整っていることもあってか、女ばかりだというのに見た目は威風堂々とさえしていた。

　それに比べて、到着したシラクーザの陣地はひどいものだった。

　一言で言えば、敗残兵ばかり。

　刀折れ矢尽き、目に生気が見当たらない。

　それがあっちこっちに散らばって、地べたに座っていた。

　数は奴隷兵の二百より遙はるかに多いものの、士気のかけらも感じさせないダメ集団だった。

（典型的な敗残兵だな）

「そうだな」

（まな板の上のナントカというヤツだな。あとはもう食われるのを待つばかりの単なるエサだ）

　言い得て妙だな。

　人数は多いが、これならナナ一人……いや下手したらイオのパーティーだけでも蹴け散ちらせるだろう。

　それくらいダメに見えた。

　陣地の奥にたどりついて、進軍が止まる。

　一番でかいテントがあって、その中から将軍っぽい格好をした男が出迎えに出てきた。

　四十代くらいの中年で、敗残兵に比べるとまだちょっとまともな感じだ。

　おれは奴隷兵に向かって合図した。

　第一小隊長のニキが動いて、馬車の幕を上げる。

　フィオナとマリが不安そうな表情のまま馬車から降りてきた。

「お待ちしておりました」

「えっと……」

　戸惑うフィオナ。

「まずはこれを、殿下」

　男は跪ひざまずき、紋章のアクセサリーを出した。

　前に見た、あの王家の血筋を確認するための魔法アイテムだ。

　フィオナが受け取ると、アクセサリーが光を放つ。

　──おおおおお！

　敗残兵からまばらな歓声が上がった。

　王家の血筋、担げる神輿みこしがやってきて、それで少し希望を持ったようだ。

「待て！」

　いきなり怒鳴り声がして、一人の兵士が飛び出してきた。

　敗残兵の中でも飛び抜けて格好がひどく、包帯をぐるぐる巻きにしていて、それさえも赤く染まっている。

　目つきは鋭く、怒りを露わにしてフィオナとマリを睨にらむ。

「お、おれは認めないぞそんなの！」

　震える声で叫んで、武器である槍やりの先端を二人に向ける。

「何をする！　不敬であるぞ！」

　将軍が怒鳴った。

「うるさい！　おれはもう戦うのはこりごりだ！　大体なんだよ、今更姫様って！　そんなのが一人二人増えたからってどうにかなるわけないだろ！　もう終わったんだよこの国は！」

「何を言うか！」

「そんなもののために死ぬのはまっぴらだ！」

「貴様……」

　将軍がこめかみに青筋を浮かべる。

　ド怒りだ、まあわかる。

　待望の王家の血筋がようやくやってきて、さあ士気を回復してこれから反攻だ！　ってところでケチをつけられたんだから。

　その将軍の怒りに、普通ならたじろぐはずの兵はより激高した。

「うるせえ！　こうなりゃやけくそだ！　こいつらを殺しておれも死んでやらあ！」

　兵がフィオナに突撃しようとした。

　仕方ない──とエレノアに手を掛ける。

（待て、ここはまかせろ）

　エレノアが言った。

　直後、おれの体から黒いオーラが立ち上る。

　それは今までよりも密度の高いオーラ。

　オーラはまるで触手のように伸びていき、兵士の体を絡からめ取った。

「う、動けない」

　オーラにがっちり拘束されて、まったく身動きが取れないようだ。

　おれはエレノアを見た。

「なんだこれは」

（我の力だ）

「今まではこんなのなかったぞ」

（我を使いこなすのだろう？　これも御してみよ、そうなれば100％以上が見えてくるぞ）

　さらっと100％以上って言ったなこいつ。

　まあいい、そもそもこっちが言い出したことだ。

　お望み通り……使いこなしてやるよ。

　深呼吸して、エレノアの黒いオーラを意識した。

　それを纏まとうイメージ……ジャケットに袖そでを通す感覚。

　通して、動かす。

「が……は……」

　オーラが男を締め上げる。

　首を絞められる形になった男は苦しそうにもがく。

　そうしたまま、男に近づいていく。

　そいつが持っていた槍の先端を摘んで、バキッと折って、ポイ捨てした。

　一連の出来事に、まわりがざわめき出す。

「なんだあれは……」

「人間じゃないのか？」

「おれ知ってるぞ、あれは魔剣エレノアだ」

「魔剣使いだと？」

「レッドドラゴン殺し……」

　いろんな声に混ざって、畏怖の感情が伝わってくる。

　男をオーラで拘束したまま、将軍に話し掛けた。

「おれは結城ゆうきカケル。フィオナとマリ、二人を女王にするためにやってきた」

「て、テオ・コストマスです。感謝いたします、ユウキ男爵だんしゃく閣下」

　向こうはそう呼んできた。シラクーザでおれは男爵だから、向こうはおれのことを知ってるのか。

　ならばいろいろ話が早い。

「提案だ。こいつみたいのがいると、この先いちいち始末が面倒になる。抜けた戦力分の穴は埋めてやるから、戦いたくないヤツは今ここで解放してやれ」

「しかし、それでは兵の数が……」

「穴は埋めると言った」

　そう言って、意識して黒いオーラを出す。

　オーラが広がる。範囲が倍増した。

「おれならここにいる全員を皆殺しにするのに五分も掛からん。この程度の数ならいてもいなくても同じだ」

「……わかりました、仰る通りにいたします」

　テオがそう言い、命令を下す。
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　テオのテントの中に入ると、フィオナとマリは上座に通された。

　テオは二人の前に進み出て、跪く。

「あ、あの──」

　いきなりのことでフィオナは慌あわててしまい、立ち上がりかけた。

　おれは手を上げてそれを止めると、目で合図した。

　それを見たフィオナはそのまま引き下がった。

　テオは跪いたまま、コモトリアの作法に則のっとって礼をしてから、また立ち上がった。

「王女殿下をお迎えできたこと、誠に喜ばしく思います。このテオ・コストマス、一命を賭して王国再興に努める所存でございます」

「う、うん。お願い」

「はっ」

　話が一段落ついたのを見計らって、割って入った。

「いまの戦況は？」

「お恥ずかしながら、ここにいるのがシラクーザ軍の全てでございます。今やシラクーザ全土は蛮王チオザに征服されている状況。噂うわさでは四カ国に使者を送ったとも」

　使者？　なんのために。

（シラクーザの全土を征服した、新たな国としてこれからよろしく。というところだろうな）

　なるほど。

「四カ国の承認、いや黙認でも同じですが、新しい国が認められてしまうと、いよいよシラクーザの再興が絶望的になります。まずはそれを撤回させるために、シラクーザ正規軍が残っていることを知らしめるべく、どこかに反攻せねばなりません」

「そんなことよりももっといい方法がある」

「それはどのような？」

「待ってろ」

　そこにいる全員を待たせて、おれはワープした。

　シラクーザの辺境にある小さなテントから、カランバ王国首都・メテオラの宮殿に飛んだ。

　顔見知りのメイドを捕まえてリカの場所を聞き、それから更に女王の自室に飛んだ。

　そこにリカがいた。

「カケル！」

　おれを見たリカが大喜びで立ち上がって、小走りで駆け寄ってきた。

「遊びに来たの？　そうだ！　カケルのためにまた女の子達を選別したから、会っていってくれるかな？」

「それは後だ……夜にまた来る。それよりも今日は別の頼みで来た」

「頼み？」

「シラクーザのことはどこまで知ってる？」

　聞くなり、リカの表情が変わった。

　それまでの飼い主が帰宅したわんこのような表情から、女王らしく威厳に満ちた顔に変わる。

「チオザがほぼ全土を統一し、近いうちに我が国にも使者が来るでしょう」

「なるほど、そこまでわかってるのなら話が早い」

「と言うと？」

「シラクーザの残党につくことにした。向こうに王家の生き残りがいたから、それを立てるという話になった。だから──」

「わかった」

　途中でリカがいつもの様子に戻ってそう言った。

「時間稼ぎするわ。そうね。王家の生き残りがいるのなら、根絶やしにしてから話をしよう、とでも」

　リカの理解は早かった。そして提案してきたことはおれに一番都合がよくて、おれを信じ切った者がする内容だった。

　おれはリカにキスをした。

「やっぱりお前はいい女だな」

「そ、そんな……」

　リカは俯うつむき、頰ほおを染めた。

「それでいったん話を進める──夜にまた来る」

「はい！」

　そう聞いたリカは大喜びした。

　同じ話を、ヘレネーとアウラのところにも持っていった。

　二人とも同じ感じで快諾かいだくしてくれた。

　とりあえず、時間稼ぎはこれで充分だな。
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　一通り回った後、ワープで戻ってきて、テオに状況を説明した。

　テオは死ぬほどびっくりしていた。

「そんなことが……本当に可能なのですか」

「あの……ヘレネー様とイリス様のことはわたしが保証します。何回か会って……カケルさんの頼みごとなら何でも聞くって感じでした」

　フィオナがおずおずと手を挙げて発言する。

「テレシアの双花が!?　その話が本当なら……」

「だから本当だって」

　テオは息を呑んで、それから真顔でぶつぶつ言い出した。

「メルクーリにカランバ、コモトリア……四カ国中三カ国を足止めできたというのか。ならば……」

「とりあえず全員に『王国軍の残党を殲滅せんめつするまで、新しい国は認めない』という条件をつけてもらった。ここが全滅しない限り問題はない」

「いったいなぜ各国がそのような条件を受け入れてくれたのか、疑問は残りますが──」

　不思議がるテオ。

「じゃあ……もう大丈夫ですね」

　マリは静かに言った。

　おれを信頼しきった目で。

「カケルさんがいれば……全滅することはないですし」

　そのつもりで約束を取り付けたからな。

　テオは驚きから立ち直ると、今度はすっかり感心していた。

「まさかこの短期間で四カ国中三カ国までもが……さすがは五爵ごしゃく様。感服いたしましたぞ」

　五爵だからというよりは、個人的な繫つながりなんだがな。まあいい。

（よく考えれば、貴様は実質世界の五分の三を手に入れているのだな）

　それもどうでもいい。

　世界の五分の三のいい女でハーレムを作れるなら嬉うれしいが、それ以外は別にどうでもいい。

「で、まずはどこを攻める？　リカ達に約束は取り付けたが、シラクーザ残党がここにいるだけじゃ認識すらされない。どこかを攻め落として、フィオナとマリ、王家の血筋が生き残ってることをアピールしないとな」

「さようでございますな。では」

　テオは部下を呼んで、地図を持ってこさせた。
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「明日の夜、ギホンって街に夜襲を掛ける」

　ナナとイオを呼び出して、二人に伝えた。

「承知した」

「はい。でも、どうして夜襲なんですか？」

「こっちの兵が少ないからだ。シラクーザ残党軍の兵は使えないから、緒戦はおれらだけの二百人ちょっとで戦わなきゃならん。それが一番楽に上手うまくいくのが夜襲ってわけだ」

「そうなんですね」

　イオは納得した。

　冒険者気質が強い彼女は今ひとつ理解できていない顔をしていたが、おれの言うことは素直に受け入れる。

「で、三手に分かれる。まずイオ」

「はい！」

「その街はどうやらかなり強固な外壁で守られてるらしいから、お前の魔法でそれを破ってくれ。能力を貸し出す。一発こっきりでいいからどでかいのを頼む」

「わかりました。全力で行きますね！」

「ナナ」

「はっ」

「イオがぶち抜いた外壁から突入してくれ。奴隷兵二百は全部お前に預ける」

「承知した」

「状況判断も丸々お前に任せる。いつも通りだ。万が一ダメだと思ったら撤退していい。まだ無理はするな」

「はっ」

「カケルさんはどうされるんですか？」

「おれは──」
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　夜になって、ギホン郊外。

　町からざっと二キロ離れてるところにおれはいた。

「酒盛りしてるな」

　７７７倍の視力でギホンの街を見る。

　強固な外壁があると聞いたが、実際に目にするとほとんど城壁のようなものだった。

　その城壁の上に守りの兵士がいたが、緊張感はなく、酒盛りしながら談笑していた。

（浮かれておるな）

「浮かれもするだろう。今までの国をひっくり返して新しい国を作りかけてるんだからな」

（国を作るのってすごいことなの？）

　ひかりが聞いてきた。戦闘前だからひかりも魔剣形態にして連れてきた。

「そりゃ……すごいことだよな？」

（何故なぜ我に聞く）

「いや、あまりピンとこないから。お前は何回かやってるんだろ？」

（どうだったかな。国など……いくつ作っていくつ壊したのかもう覚えてもない）

　そういうレベルか。

「お前って本当、大概だよな」

（貴様ほどではない）

「おれは普通の男だ」

（普通の男は鶴の一声で三カ国の女王やら王女やらを動かせん）

（おとーさんって普通じゃないの？）

（うむ、我の知ってる中でも最高レベルに普通ではないな）

（そうなんだー。おとーさんすごいね）

「おいこら、ひかりに妙なことを吹き込むな」

　エレノアの柄つかにデコピンした。

　魔剣が「キーン」と鳴った。

　最近しょっちゅうやってるせいか、「いい音」の出し方がわかるようになった。

　実際、鉄琴のようないい音がした。

　世間話をしているうちに、ギホンの反対側の空が光った。

　特大級の稲妻いなづまが町に落ちて、数秒遅れて轟音ごうおんと地鳴りがやってくる。

（始まったか）

「行くぞ」

（ああ）

（うん！）

　エレノアとひかり、魔剣の母娘とともにギホンに向かって駆け出した。

　風を切って疾走する。

　二キロの距離をほとんど一瞬で詰めた。

　外壁の上で兵士が慌あわてふためいているのが見えた。おれじゃなくて、稲妻の方に慌てていた。

　地面を蹴けり込んでジャンプする。

　翼が生えたかのように飛び上がり、街壁より高く舞い上がった。

「お、おい、あれを見ろ」

「えっ──ぐわっ！」

　街壁の上に着地するなり、一番近くにいる兵士を袈裟けさ懸けに斬きり捨てた。その横にいる兵士は心臓に一突きで始末する。

「て、敵襲、敵襲！！！」

　少し離れたところにいた兵士が大声で叫んだ。ちょっと遅れてドラが鳴った。

　矢と魔法が一斉に飛んできた。

　まるで雨の如ごとく降り注そそいでくる無数の矢と、複数人が連続で放ってくる砲弾のような火の玉。

「反応が早いな」

（これでも戦争に勝ち抜いてきた強者どもだろうさ）

「なるほど」

　納得しつつエレノアとひかりを振るう。

　矢を弾き、魔法を払い、直後に突撃してくる兵を容赦ようしゃなく腰から両断する。

　あっという間にまわりに死体を積み上げた。

「な、なんだこいつ!!」

「一人だぞ、こんな馬鹿なことがあるか!!」

　兵の間に動揺が走る。

　遠巻きにして、掛かってこなくなった。

　お見合い状態だ。

「埒らちが明かないな」

（こっちから仕掛ければよかろう？）

「そうだな」

　二振りの魔剣に力を込め、黒いオーラを出す。

　今までよりも密度の濃いオーラだ。それを伸ばして一番近くにいる兵士を縛り上げた。

　兵士はもがき、槍やりを取り落とす。

　ぐぐぐぐ──ボギッ。

　限界を超えた骨が砕ける音がこだました。

　兵を離すと、城壁の上に崩れ落ちた。

「こりゃ便利だな」

（だから我を便利扱いするなと！）

「だが直接やるよりは弱い」

（しかも文句か！　当たり前だそんなのは！　我のオーラが我本人ほんたいを超えるはずがなかろう）

（ねえねえおとーさん、それひかりにもやって）

「うん？　ひかりか。ひかりだと……」

　ちょっと考えて、意識してやってみた。

　同じ感覚でひかりのオーラを出し、服に袖そでを通す感覚で纏まとう。

　黒いオーラの腕、エレノアのと合わせて、それが四本になったイメージだ。

　四本の腕を伸ばし、別の敵兵を締め落とす。

「すごいな、ひかりは」

（ひかりにもすごいじゃなくて便利だと言え！）

　エレノアが抗議する。なんとなく涙目になってそうなイメージだ。

「はいはい、エレノアもすごいすごい」

（取ってつけたように言うな！　そういうことではないわ！）

「わかったわかった」

　いよいよ泣き出しそうだったから、この辺でやめてやった。

「エレノアだって？」

「魔剣エレノア!?」

「し、死にたくねえ！」

　敵兵が逃げ出した。

　エレノアの名前を出した途端、恐怖が広がった。

（わああ、おかーさんもすごいんだあ）

（ふふん）

　エレノアは得意げになった。さっきまでの泣き出しそうな声が影も形もない。

　娘にいいところを見せられ、すごいと言われてすっかりいい気分になっている。

　挙げ句の果てに「えへん」と鼻を鳴らして、語り出した。

（いいかひかり。戦場ではこのようにして相手に恐怖と畏怖を植え付けねばならん。それが魔剣というものだ）

（うん！）

（さっきオーラを伸ばしたな？　あれの応用だが……相手の心に侵入して心から壊すやり方もあってな）

「こらこら、ひかりに変なことを教えるな」

　逃げ惑う敵兵を追いかけながらエレノアにツッコむ。

（変なことではない。魔剣のあるべき姿、魔剣道を伝授しているだけだ。ひかりが魔剣らしく恐れられて何か問題でもあるのか？）

「……ねえな」

　そう言われればない。まったくない。

　むしろいいことかもしれない。

（ねえねえおかーさん。どうしたらおとーさんのほうが有名になるの？）

（こいつが？）

（うん、今のおかーさんみたいなのもかっこいいけど、ひかりはおとーさんの魔剣だから、やっぱり使ってるおとーさんが有名のほうがうれしーな）

　天真爛漫てんしんらんまんな声、おれとエレノアが虚を突かれた。

〝魔剣の使い手〟じゃなくて、〝カケルの魔剣〟ってことか。

「……いい子だな」

（当然、我の娘だからな）

「おれの娘でもあるんだが」

（残念だな、外見はどう見ても我似だ）

「くっ」

　痛いところを突かれた。本当にそこだけが痛いところだ。

　剣でも人間でも、ひかりはどっちの姿でも母親似だ。

　可愛かわいいからいいけど……エレノアにこんな風に言われるのはむかつく。

　その分、街壁の上で敵兵を斬りまくった。

　おおかた片付けてから町に降りた。

　同じ格好をした敵兵の一団がこっちに向かって逃げてきた。

　逃げてくる背後からナナが追いかけてくるのが見える。

「そこをどけええ！」

　先頭にいる男が大声を上げて突っ込んできた。

　恐怖ナナから逃げてるせいか、血走った目で半泣きになって駆けてくる。

　剣を振り上げた……ところでエレノアを先に振り下ろし、頭のてっぺんからたたっ斬って真っ二つにした。

「ひ、ひいい！」

「お助けを！」

　その後ろにいる兵士達が次々と武器を捨てて、土下座して地面に頭をこすりつけた。

　少し遅れて、追いついてきたナナと奴隷兵。

「主……」

「うん、どうした。珍しく難しい顔をして」

「実は……今主が斬り殺したやつが、こいつらの総大将らしいのだ」

「えっ？　こいつが？」

　地面に転がった、真っ二つになってるヤツを見た。

　言われてみると確かに格好が他の兵士と違う。ちょっと立派だ。

　なんというか、山賊の親分って感じか。

「こういった時は首級しるしをあげれば戦いは止まるのだが……」

　ああ、なんか戦記物のマンガとか映画で見たことがあるな。

　誰々を討ち取ったぞー、で相手の戦意が止まるヤツ。

「首……」

　真っ二つになってるそいつを見た。首まで綺麗きれいに、縦に真っ二つだ。

　ナナが困った顔をしていた理由がわかった。

「ま、なんとかしてくれ」

「承知した」

　倒せたことには違いないからな。

　その後ちょっとだけ苦労したけど、戦いは終わった。
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　ギホンの街を奪還した後、テオ率いるシラクーザ残党軍が街に入ってきた。

　そいつらは街の人間に歓迎された。

　年寄りから子供まで総出での歓迎だ。

　残党軍とおれは呼んでるけど、そいつらが掲げてるのはシラクーザ王国の旗。

　街の人からすれば正規軍が蛮族を追い払ったという図式になる。

　歓迎されて当然か。
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　執政府の建物の中、おれはテオに会いに来た。

「男爵だんしゃく閣下」

　椅子いすに座って部下に何か指示を出していたテオが立ち上がった。

　部下が外に出るのを待ってから、テオに話し掛けた。

「どうだ、上手うまくいってるか？」

「もともと我が王国の街ですから。占拠されたと言っても十日足らず、略奪で多少の被害は出たようですが、逆にそれがよかったですな」

　相手が略奪したから、住人達に奪還を歓迎されたってことか、なるほど。

「そうか。これで最低条件はクリアってわけだな」

「はい。これから各地に散らばっている者達に檄文げきぶんを出す予定です」

「そういうのは任せる。次はどこを攻める？」

「各地の呼応次第で決めようかと」

「わかった、決まったら教えてくれ」

「はい」

　テオに見送られて、おれはその場所を後にした。
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　ギホンの街外れにやってきた。

　そこには十数個のテントが張られている。

　ギホンの兵舎は早速正規軍の兵士達が占拠したから、おれの配下の奴隷兵達はここにいた。

「お疲れ様であります！」

　丁度ちょうど外にいたニキがおれに敬礼した。

　前に抱いた女だが、昼間ということもあって今は普通に兵士として振る舞っている。

「ああご苦労。負傷者の様子はどうだ？」

「テントの中で療養中であります。ご命令通り重傷者は負傷したそばから魔法の玉を使っております。一週間程度で治る軽傷の者のみ、自然治癒に任せているであります」

「ああ、それでいい。魔法の玉のストックは？」

「我が第一小隊の消耗率は一割であります。全体だと三割であります」

「あと二・三回は大丈夫か」

　頭の中でざっとシミュレートした。

「話はわかった。前も言ったが、危ないと思ったらどんどん使え」

　エリクサーもったいない病だとよくないから、このことは話す度に念押ししている。

「はっ」

「特にお前ら。おれの女なんだから、つまらない死に方をするな」

「……はい」

　兵士として最後まで振る舞うことはできなかった。

　ニキは頰ほおを染めて俯うつむいてしまった。今度また可愛かわいがってやろう。

　彼女と別れ、奥に進み、小さめのテントの前に立つ。

「いるか？」

　話し掛けると、テントの入口が開かれた。

　ナナがテントを中から開けた。

「入っていいか？」

「はっ」

　半身になるナナの横をすり抜けて、中に入る。

　ナナを改めて見た。

　鎧よろいは着けていない。

　すらりとした長身、瀧のように流れる黒髪。

　凜然りんぜんとした空気は変わらないが、その姿は女らしさが強調されていた。

「何をしていた」

「少し休みを頂いていた」

「そうか。お前は大丈夫だったか？　敵が一番集まるところ、しかもお前を先頭に立たせて突っ込ませたんだ。ケガとかしてないか？」

「心配無用だ主。それがわたしの仕事なのだからな」

「そうか」

「主にはいつも感謝している」

「うん？」

「信頼して、もっとも危険なところに向かわせてくれることが、わたしのような者にとっては一番ありがたいこと」

「それならいいが」

　まあ、ナナはきっとそれでいいんだろう。

　そんな彼女を見て、おれはちょっとむらっときた。

「ナナ、剣を持って表に出ろ」

「……？　はっ」

　一瞬疑問に思ったようだが、それでもナナは素直に従った。

　愛用の長剣を持って、テントの外に出た。

　おれはエレノアを抜いて、ナナと向き合う。

「カケルさん？　どうしたんですか？」

　そこにイオがやってきた。

　おれとナナ、剣を抜いて向き合う二人の姿を見て不思議そうな顔をする。

「これから手合わせだ」

「え？　どうしてですか？」

「やりたくなったからだ」

「そんな!?」

　イオはわけがわからないという顔をした。

　ま、そりゃそうだ。おれだってなんでやりたくなったのかはわからない。

　たまにナナと話してると、妙に彼女とやりあいたくなる。

　むらむらするけど、その前に剣を交えたいって気分になる。

　向き合うおれとナナ。

「来い」

「では……失礼！」

　ナナが仕掛けてきた。

　猛然とした踏み込み。低いポジションからの鋭い三連撃。

　エレノアで受け止める。六回の剣戟けんげき音。

　手のひらに微かな痺しびれが走った。

「やるな」

「恐悦」

　流麗な円を描いて、今度は上からの連撃。

　縦横無尽の斬撃、剣の光がまるで網のようにおれの上半身を包む。

　数えると縦に九本、横に九本ずつ。

「ふっ！」

　気合を入れて同数の斬撃で打ち返した。

　三十六回の剣戟音が爆竹のように打ち鳴らされる。

「今度はこっちの番だ。受け止めてみろ」

　オーラを出して、大上段から振り下ろす。

　ナナは受け止める──のではなく真っ向から打ち合ってきた。

　守るのではない、攻める女。

　おれの一撃に対して、電光のような五連撃で真っ向から打ち合う。

　手数とパワー、両方とも限界を突破する五連撃。

　追加攻撃100％の特殊能力と相まって、おれの攻撃を完全に受け止め、真っ向から押し返した。

　昂たかぶってきた。

　そうだ、これだ。

　ナナにはこれがある。

　高い基本能力と対応力、そして乾坤一擲けんこんいってきを効果的な場面で活かす決断力。

　異世界にやってきて、一番強いと思った人間がナナだ。

　そのナナも進化している。

　だから楽しい、やり合っていて楽しい。

　これがあるからナナを誘いたくなる。

　剣戟音が間断なく鳴り続く。

「それっ！」

「はあああああああ！」

　互いに気合を込めて、剣と剣が打ち合う。

　ドォーン！　と巨大な爆発音がした。

　反動力を上手く利用して、ナナは鳥のように大きく飛んで下がった。

　おれはぐっと力を込めて、ナナからの衝撃を全部受けきると、その場から一歩も動かなかった。

　手合わせが終わる。

　気が付けば奴隷兵が全員テントから出てきて、何事かとザワザワしていた。

　一瞬目に入ったが、すぐに視界から消した。

　いや、消えた。

　おれの目にはナナしか見えない。手合わせで昂ぶった胸の中にあるものが、ナナしか見えないようにさせた。

　つかつかと向かっていって、ナナの膝ひざ裏うらに手を回して抱き上げた。

「やるぞ」

「はっ！」

　ナナはおれにしがみついてきた。

　強く。抱きつかれて痛いくらいの力でしがみついてきた。

　荒い息、火照ほてった肌、鼻をくすぐる汗の匂い。

　それらがおれをより興奮させた。

　おれはナナをテントに連れ込んで、寝床の上に押し倒した。
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　終わった後、ナナを寝かせて外に出ると、どこかから帰って来たイオ達三人と遭遇した。

　アグネとジュリアはおれを避けるように近寄ってこず、イオだけがやってきた。

「お疲れ様ですカケルさん」

「ああ」

「もう、さっきはビックリしましたよ。急にああなっちゃうんですもん」

「急に？　いや始めるって言って始めただろ？」

「そうじゃないですよ。途中から急に二人とも本気になったじゃないですか。すごく怖かったですよ？　二人とも笑いながら斬きり合ってましたし」

「笑いながら？」

　イオははっきりと頷うなずいた。

「うん。ふははははは、とか。ふふふ、とか。二人とも声に出して笑うものですから、怖くて怖くて」

「声に出してたのか」

　全然自覚がなかった。

「ほら、そのせいであの子達も怖がっちゃってますよ」

　そう言ってアグネとジュリアを指差した。

　確かにめちゃくちゃ怯おびえてた。前はおれのことを単に嫌ってたけど、今はそこに怯えの色が上乗せされた。

　なるほど、寄ってこなくなったのはそのせいか。

「でもでも、カケルさんがあそこまで本気を出したのは初めて見ました。普段はそんなに本気じゃないんですね」

「必要ないからな。……レッドドラゴン以来か？　ここまで本気を出したのは」

「あれ？　サンドロスの時は？」

「あの時は瞬殺してただろ。そっか、ナナはサンドロスを超えてるな」

　ナナとの手合わせを思い出して、比較する。

　間違いなく超えてるな。

（うむ、超えているだろうな）

　サンドロスの元支配者、エレノアのお墨付きを得た。

「ナナさんすごいなあ」

「ああ、あいつはすごい。人類最強なんじゃないのか？　もう」

「だとしたら、それじゃあカケルさんはどれだけすごいんですか？　ナナさんよりもっと上ですよね？」

「そうだな……」

　おれは比較した。

「十倍くらいだな」

（うむ、妥当なところだろう）

　またエレノアのお墨付きを得た。

「ナナさんの更に十倍かあ、かなわないなあ」

　イオは素直に感心したのだった。
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　ギホンの街の屋敷。

　そこを訪ねたおれは応接間に通された。

　しばらく待っていると、フィオナとマリがやってきた。

「「カケルさん！」」

　二人が一斉に駆け寄ってくる。おれは立ち上がってそれを迎えた。

「よかった、カケルさんが来てくれて」

　フィオナが心の底からホッとしたような顔つきで言ってきた。

「どうした」

「もうどうしたらいいのかわからなくて。こんなに大きなお屋敷なんて初めてだから……それに用意されたドレスも豪華すぎて」

「召使いっていう人達がいろいろしてくれようとしたんだけど……」

　マリも言ってきた。姉同様困っていたが、おれを見て安堵あんどした様子だ。

「召使いはともかく、服は残念だったな」

　二人は今までの格好のままだった。

「こんな街でも、姫様に用意する服はさぞいいものだったろうに」

「そうなんですよ。だから余計に恐ろしくて着られません。これちょっと汚したらうちの店の売り上げ何日分とか。もし破いたりしたら今月の売り上げ吹っ飛ぶんじゃないかとか考えちゃって」

「なるほどな」

「ご飯もね、何を食べたいかって聞いてくれたのはいいんだけど、わからないからあるものでいいよって言ったら、何十品も持ってきてびっくりしちゃった」

「王族の食事だな、そりゃ。何十品もあって、食べたいものをちょっとずつ摘むんだ」

「なんですかそれ！　王族の人ってみんなそういう食事をしてるんですか？」

「それは……怖いです」

「まあまあ。それに慣れるか、しっかりと命令して好きなようにやり方を変えてもらうかだな。女王になればわがまま放題言えるぞ？　倹約したいから全員わたしに続け！　とかさ」

「えええええ、そんなこともできちゃうんですか」

「王様だからな。国民全員一ヶ月銀貨一枚生活だ！　なんてお触れも出せる」

「銀貨一枚か……なんとかなりそう」

「ならないならない」

「えー、なりますよ。ねえマリ」

「うん、頑張れば」

「そりゃ相当頑張ればな」

　すっかり落ち着いた姉妹と世間話をした。

　食堂の看板娘だったフィオナはさすがに社交的で、戸惑うこともあったけど、おれと話してるうちに緊張とかそういうのがほぐれてきたようだ。

　一方でマリは話しこそするけど顔が晴れない。

「どうしたマリ、具合でも悪いのか？」

「ううん、何でもないです」

「なんでもないって顔じゃないな。心配ごとがあるなら言ってみろ、おれがなんとかしてやる」

「カケルさんにご迷惑──」

「言ってみろ」

　強く言った。

　ここで遠慮される方がかえって迷惑だ。

　しばらく見つめてやると、マリは覚悟を決めたように、おずおずと切り出した。

「王様の世界が……怖くて」

「好き勝手やっていいんだぞ。なんだったら庶民派の女王をやってもいいし」

「でも、さっき……」

「さっき？」

　首を傾げて聞き返す。

　マリは俯うつむいて答えない。

　横のフィオナを見た。姉の方は苦笑いした。

「なんかおじいさんみたいな人がやってきて、わたし達に王族らしく振る舞うようにとかなんとか、そういうことをいっぱい言ってきたの」

「ああ、責務とかそういう類たぐいのものか」

　フィオナが頷うなずく。

　なるほど、もうそういうのが始まったのか。

　予想はしてたが、もっと後のことだと思ってた。

　戦況が進んで、優勢になってから調子に乗ってそうなるものだと思ってたが──意外と早かったな。

「だから、女王様でも国のしきたりとかに従わなきゃいけないのかな、って」

「ふむ。よし、今からカランバに行こう」

「「え？」」

　姉妹は声を揃そろえた。

　苦笑いも落ち込みも吹っ飛んだ。突然こいつ何を言い出すんだって顔だ。

　そんな二人の肩に触れて、ワープした。

　くじ引きのアイテム、ワープの羽。おれが行ったことのある場所なら一瞬でどこでも行ける。

　飛んできたのは、カランバの王都・メテオラ。王宮にある女王の私室。

　そこにはちゃんとリカがいた。

「リカ」

「カケル！」

　リカが立ち上がっておれの元に駆け寄ってきたが、一緒に連れてきた二人を見て足を止めた。

　二人がいなかったら勢いのまま抱きついてきていただろう。

「そっちの二人は？」

「フィオナとマリ、姉妹だ。こっちはリカ・カランバ。カランバ王国の女王だ」

　双方を簡単に紹介した。

「え、え、えええええ？」

「カランバの女王様？　それにここって？」

　フィオナとマリがものすごく驚いた。

　一方のリカは落ち着いていた。

「カケルとワープするのは初めてなの？　その二人」

「……そういえばそうかもしれない」

　まあ、それはそれとして。

　おれはリカに言った。

「前にした話、コモトリアの話」

「あれね。じゃあこの二人が王族の血筋？」

「そうだ。で、一戦勝った直後に早速どこぞのじいさんがしゃしゃり出てきて、しきたりだの責務だの言い出した」

「ああ」

　リカはにこりと微笑ほほえんだ。

　話を聞いてすぐに理解してくれたみたいだ。

　なんでおれが二人をここに連れてきたのか、自分に何を求められているのか。

　リカはかつてしきたりや宦官かんがんに縛られていて、今では自由にやっている。

　そのセンパイとしてのアドバイスをしてくれというおれの無言のメッセージを理解したのだ。

「しばらく預けてく、いいか？」

「うん、まかせて。その代わりお願いを一つ聞いて？」

「なんだ、言ってみろ」

「カケルのために用意したハーレム、カケルがあまり来ないからみんな淋しがってるの。話してる間に可愛かわいがってあげて？」

　おれは一瞬キョトンとなった。

　おれがあまり来ないことはない。むしろちょこちょこ来てる。

　リカがおれのために作ったハーレム。集めた女の子達にもちょこちょこ会って、可愛がってやっている。

　なのにリカはそう言った。どういう意味だ？

　疑問に思ったが、すぐに理解した。

　フィオナとマリが驚いて、リカを見つめているのが見えたから。

　リカはおれに言ってるんじゃなくて、フィオナとマリに言ったのだ。

　女王はこんなに好き勝手にやっている、男のためにハーレムを用意してやれるくらい好きにやっているぞ、というメッセージだ。

　やっぱりリカは賢い。出会った時からずっとこんな感じで賢い。

　無言のメッセージに、無言で無言以上のメッセージを返してきた。

「ああ、そうさせてもらう」

　後でリカのことも可愛がってやろう。そう思って、おれは席を外したのだった。
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　夜、ギホンの屋敷の応接間。

　ワープでフィオナとマリを連れて帰った。

「ありがとうございます、カケルさん」

　フィオナがお礼を言ってきた。

「結構話が長かったな、何を話してたんだ？」

「えっと……最初の半分くらいはほとんどカケルさんのノロケ話でした」

「七割くらいだったよお姉ちゃん」

「うん、それくらいあったかも」

「おいおい」

　そう言いながらも、おれは呆あきれてはいなかった。

　リカは賢い女だ。おれの意図を理解して、遠回しに裏の意味を持ったやりとりをして遠ざけるほどの女だ。

　そんなリカがただ時間だけ無駄に使ってノロケるわけがない。

（緊張をほぐすためだろうな）

　エレノアが言う、おれもそう思う。

「ちなみにどんなノロケだったんだ？」

「えっと……自分は最初どこに行くのにも監視がついたけど、カケルさんのおかげでそれが解かれて、とか」

「あの頃ころの話か」

　頷くおれ、そして確信する。

　その話から入ったリカはやっぱりただノロケただけじゃない。

「うん、あの頃のリカはひどかった。こんな目をしてた」

　おれは無表情の顔を作って、頑張ってレイプ目になって見せた。

「何をしても意味がないから、何もしないでいよう、って感じだったな」

　言うと、姉妹が頷いた。

「聞きました。それで勇気を出してみたけど、結局ダメで」

「でもカケルさんが来てくれたから、力になってくれたからなんとかなった」

「カケルさんにものすごく感謝してるって。ハーレムも今はまだ小さいけど、カケルさんに相応ふさわしい女の子をどんどん見つけて、どんどん大きくしていきたいって」

「うん。なんか大臣の人から遠回しにやめろって言われてるけど、それも全部無視してるって」

「そうか」

　姉妹の話を聞いて、リカが上手うまく話の中に必要なものを織り込んでくれたと確信する。

　そのまま二人から話を聞き続けた。

　話が盛り上がってきたところでドアが開いた。

　初老くらいの男が現れた。

　姉妹の表情が強こわばった。

「戻られましたかフィオナ様、マリ様。どこに行ってらっしゃったのですか？」

「おれと一緒にいた」

　座ったまま男を見た。

「ユウキ男爵だんしゃく……困りますぞ、いくら男爵であろうと、お二人を勝手に連れ出されるのは困ります。そもそも──」

「わたし達が頼んだんです」

　マリが男の話に割り込んだ。

　彼女を見た。語気の割には自分で自分の手をぎゅっと摑んで、震えを止めているようだった。

　勇気を振り絞って反論した、って感じだ。

　虚を突かれる男に、マリは更に畳みかける。

「わたし達が男爵にお願いして、どこかに連れてってもらうのはいけないこと？」

「そ、そうは申しておりません。わたしはただ勝手に──」

「勝手にそうしたらダメなの？」

　今度はフィオナが口を開いた。

　マリを見て、「うんわたしも」と小さくガッツポーズしてからの発言だ。

「何をするにしても言わないとダメなの？　許可をわざわざ取れってことなのかな？」

「許可──そうではありません」

「じゃあどういうことですか？」

「その……お二人とも大事な御方です、何か危険が起こる可能性も──」

「カケルさんのそば以上に安全な場所ってどこ？」

「そんなのないですよね」

　姉妹がタッグになって突っ込む。

　いいぞ、とおれは思った。

　もし反論しようとしたらいくらでも反論できる、穴だらけの理屈だ。

　だがそれでいい、むしろそれがいい。

　おれがさせたかったのは、女王としてわがままを言うことだ。

　だから穴だらけの理屈を押し通すのはむしろいいこと。

「つまりわたし達は囚人にならないとダメということですか？　あなたにずっと監視され続ける囚人」

「い、いえ、そんなことは……」

　男はすっかりたじたじになった。

　姉妹の鋭い口撃にまともな反論はできない様子だ。

　ここまでやればもう大丈夫。

　結局、男はやり込められて、スゴスゴと部屋から退散するしかなかった。

　ドアが閉まった後、フィオナとマリを褒ほめる。

「すごいな、お前達」

「えっと、今のはわたし達がすごいわけじゃないんです」

「うん？」

「リカ様が、帰った後きっとこういうことがあるから、こう言えばいいよって教えてくれたんです。本当に大丈夫かなって怖かったですけど、上手くいきました」

「あー、なるほどなるほど」

　うん、それなら納得だ。

　その辺のことをリカは誰よりもよく知っている。

　籠かごの鳥として捕らわれていたリカだからこそ、予想もできて、解決の策も授けられた。

　リカのことをすごいと思う一方で、ちょっと残念だった。

　今のが二人のオリジナルだったらいいのに、って思った。

「それで……カケルさん」

　マリがもじもじしながらおれを見た。

「どうした」

「その……改めてお願いがあるんですけど」

　フィオナももじもじし出した。

「なんだ、言ってみろ」

　頷くおれ。

　が、姉妹はなかなか言い出さなかった。

　もじもじして、口籠ごもって。

　しばらくそうしてから、二人でアイコンタクトを交わして、「せーの」って掛け声して。

「「わたし達を女王にしてください。二人とも、女王に」」

　と、言った。

「二人とも？」

「はい、二人一緒に」

「一つの国に女王が二人……ダメでしょうか」

　二人は言う、まっすぐおれを見つめて。

　それは──わがままだった。

　おれが期待した、わがままだった。

　おれは嬉うれしくなった。

「いいだろう」

　おれはにやりとして、言った。

「二人まとめて女王にしてやる」

　そう宣言した。
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「わたしはイオ。イオ・アコス。よろしく」

「……」

「……よろしくお願いします」

　ギルドの正面、向かい合うわたしと二人の女の子。

　初めて会う二人にお近づきの印に……って握手を求めたけど、二人とも不機嫌そうな顔をして、応じてくれなかった。

　この日、わたしはギルドに呼び出された。

　新種モンスターの調査、できれば討伐するという内容のお仕事。

　本当はカケルさんに依頼したかったらしいんだけど、カケルさんは忙しくていないから、わたしに依頼が来たわけだ。

　ついでに、「若い子も一緒に頼むよ」って、ギルドの人に任された。

　それが目の前にいる二人の女の子。

　一人は露出度の高い格好に大剣が武器の、接近戦で頼りになりそうな人。

　もう一人はソロン教の下級神官の法衣を着た、補助魔法が得意だとギルドの人から紹介された人。

　それにわたしという魔法使いを加えて、バランスのいいパーティーで討伐に向かうはずだったんだけど。

「……」

「……」

　二人はなぜかむすっとしていた。話し掛けてもまともに答えてくれない。

「あの……名前を教えてもらってもいいかな」

「……アグネだ」

「ジュリアと申します」

　聞くと二人は不承不承ふしょうぶしょう、って感じでようやく名前を教えてくれた。

　剣士の人がアグネ、ソロン教の人がジュリア。

「アグネさんにジュリアさんだね。よろしく。じゃあ早速行きましょー」

「言っとくけどよ」

　アグネが腰に手を当てて、敵意丸出しで言ってきた。

「あたいらの邪魔だけはしないでくれよ」

「うん、邪魔なんてしない。だって仕事──」

「どうだか。あんた、ちょっと前までＣランクだったらしいじゃんか」

「最近メキメキ頭角を現して、一気にＡランクに駆け上がった期待の新星」

　ジュリアが説明するように言った。説明っぽい口調も相まって、嫌われてる感をさらに強く感じる。

「どんなズルをしたんですか？」

「ズルだなんてそんな」

「ズルじゃなかったら、じゃあエリート様ってことだ」

　アグネもイヤミたっぷりに言う。

「一気に駆け上がったエリートなんてどうせもやしっ子に決まってる。なんかあったらポキッと行くに決まってるんだ。頼むから足だけは引っ張ってくれるなよ」

「え、ええと。うん、わかった」

　アグネだけじゃなくて、ジュリアもかなりの敵意を向けてくるから、わたしは頷うなずくことしかできなかった。





☆






　レイウースの街を出て、もらった地図を頼りに目的地に向かう。

　新種のモンスターが目撃された場所まで、大体一時間くらい掛かるかな。

　歩き始めてから三十分、そろそろ着きそうだし、モンスターの生態によってはそろそろ遭遇してもおかしくない。

　モンスターだってじっとしてるわけじゃないし、ある程度の行動範囲があるからね。

　だからわたしはこっそり警戒してた。

　そんなわたしの前を歩くアグネとジュリアは談笑してる。

「アグネ、剣についてる宝石、前からありました？」

「おっ、よく聞いてくれた。これ、今流行はやってるやつなんだ。戦いの中で高まったオーラとか魔力を触媒に見た目を変えてくれるアイテムさ」

「そんな物があるんですね。なんだか魔剣のレプリカみたい」

「それ！　それを作った職人達が開発したオリジナルの商品さ。見てろー、あたいが勇ましく変身するところ」

「アグネは可愛かわいい方が似合うと思うのですけどね」

「あはは、ないない」

　仲良く喋しゃべる二人。気の置けない親友、みたいな感じ。

　今なら話に混ざれるかもしれない、と、わたしは話し掛けた。

「二人はずっと一緒にパーティーを組んでたの？」

　二人は一気に黙ってしまった。

　ジュリアは前を向いたまま歩き続けて、アグネはチラッとわたしを見て舌打ちまでした。

　本当、嫌われてるね。

　ズルしてるとか、エリートだからだとかという誤解で嫌われてるけど、それを解いて仲良くしたいな。

　でもとっかかりがないまま、目的地に着いてしまった。

　──そこにはそれがいた。

　ううん、あったというべきなんだろうか。

　そこにあったのはでっかい球体。高さが人間二人分はある、まんまるな球体。

　ものすごく黒い。

　模様がないどころか、光をまったく反射しないほどの黒。

　見つめている目が痛くなるくらいの黒。

　事前に聞いていた特徴と同じだ。

「こいつだな」

　アグネが大剣を抜き放つ。舌なめずりして、早速やる気になってる。

「あたいが突っ込む！　ジュリア！　攻撃優先で補助魔法を頼む」

「ええ、了解」

　アグネが突進を始めた後、ジュリアが呪文を詠唱する。

　ソロン教の法衣がふわっと舞い上がると、加護の光が追いついてアグネの全身を包み込む。

　アグネが更に加速した。

　ダッシュした勢いで飛び上がって、大剣を真っ正面から振り下ろす。

　岩を砕くほどの一撃。黒い球体にクリーンヒットする。

　わたしは密かに息を呑んだ。

　音がしなかった。衝撃さえもなかった。

　防御でもない、吸収されたようにも見えない。

　無効かと言われるとちょっと違う。

　何も起こらなかった。と言うのが正しいのかもしれない。

　物理攻撃が効かない相手なのかな、なら、わたしが──。

「余計なことしないでください」

　ジュリアが横から言ってきた。

「え？」

「余計なことをしないでください。アグネ一人で大丈夫です」

「え？　でも」

「ほら」

　ジュリアがアグネを指す。

　アグネが空高く飛び上がった。

　豆粒に見えるくらいの高さまで飛び上がってから、ぐるっと半回転して地面に──黒い球体に向かって突っ込んだ。

「うおおおおお！」

　声を張り上げ、全力で黒い球体に大剣を叩たたきつけた。

　瞬間、全身を包むオーラが見た目を変えた。

　勇ましい、戦乙女いくさおとめに見えた。

　その攻撃は効いた。

　ビシッ、っと音がして、黒一色だった球体がひび割れた。

「ジュリア！　もっとくれ！」

「ええ」

　ジュリアが呪文を唱えて、アグネが剣を叩きつけて、ガッチンガッチン打ち付けた。

　そっか、これが二人の戦い方なんだ。

　前衛の剣士と魔法でサポートする僧侶。

　バランスがいいね、それに息も合ってる。

　結構な場数を踏んできたんだろうね。

　そうこうしてるうちに、アグネがとどめの一撃を放った。

　黒い球体がばらばらに砕かれた。

「ふう。ざっとこんなもんか」

「お疲れ」

「疲れちゃいないさ。手がちょっと痺しびれたけどね」

「見たよ、宝石の変身効果」

「お、どうだったどうだった？」

　アグネとジュリア、二人はすっかり気を抜いて、楽しげに雑談し出した。

　話に混ざれないから、わたしはアグネに砕かれたモンスターの残骸ざんがいを見た。

「どうだい」

　アグネがこっちに話し掛けてきた。

「この程度の相手、Ａランク様に出てもらうまでもなかっただろ」

　揶揄やゆする言葉を放ってきた。

　ちょっとむっとしたけど、何も言わなかった。

　依頼は達成できたし、わたしが何もしてないのはその通りだしね。

「よし、こいつの残骸を証拠に持って帰るか」

「あっ、ちょっと待って。未知のものに素手で触るのは──」

　止めたけど、失笑されてしまった。

　アグネは構わず残骸を拾い上げて、ぽんぽん放ってはキャッチすることを繰り返した。

「未知のものがなんだって？」

　わたしは苦笑いした、そりゃ何もない時だってあ──。

　次の瞬間、異変が起きた。

　黒い塊かたまりが光り出した。アグネの体が纏まとってる、ジュリアの魔法の光を吸い込んで光り出した。

「アグネ！」

　ジュリアもそれに気付いた。気付いてないアグネだけがきょとんとしてる。

「ライトニング！」

　初級の魔法で塊を弾き飛ばす。

「何すんだよ！」

「見て！」

　弾き飛ばしたものが光って、空中に浮かび上がった。

　それだけじゃなかった。

　足元に転がってる、アグネが砕いたばらばらのものがそれに向かっていく。

　光っているものを中心にして、集まって、形を再構築する。

　なんと、光が伝染し始めた。

　それまで黒かったのが、徐々に光を帯びていき、やがてまばゆい光を放つようになった。

　形もかなり変わった。

　まん丸の球体だったのが、立体の星のようなとげとげしい何かになった。

「けっ、コケ脅しを。ジュリア！　もう一回行くぞ」

「わかったわ」

　さっきと同じように、ジュリアが魔法を掛けて、アグネが突っ込んでいく。

「いけない！　ジュリア、魔法障壁を！」

「え？」

「早く！　魔法が来る」

　ジュリアははっとして、慌あわてて呪文を詠唱。

　光の星の中心で魔力が高まって──アグネに向けて魔法が撃たれた。

「アグネ！」

　ジュリアの魔法障壁がギリギリ間に合った──のは、魔法障壁が砕かれた音がキーンと響いたから。

　大爆発が起きて、アグネが吹っ飛ばされる。

「アグネ！」

　ジュリアは慌てて走って行った。アグネが吹っ飛ばされて、倒れているところに。

「アグネ！　しっかりしてアグネ！」

「ぐ……く、くそ」

　遠目からでもわかる。アグネはもう戦えない。

　わたしは驚いた。

　ジュリアの補助魔法はかなりのレベルだって、見ててすぐにわかった。

　そんな彼女の魔法障壁を貫通して、更に大ダメージを与えるほどの魔法。

　目の前のモンスターは強敵だ。

　強敵だけど──わたしは冷静だった。

　怖がってないし、やけになったわけでもない。

　単に、強敵だけどまだ大丈夫、って判断したから。

　だって。

「わ、笑ってる？」

「こんな時に？」

　カケルさんと一緒に倒したモンスターの方が全然強いから。

「ジュリア。アグネを連れて逃げて」

「え、でも」

「いいから早く！」

「ば、馬鹿にするな、あたいはまだ──」

　強がって逃げようとしないアグネ。

　その時、敵からまた魔力の高まりを感じた。

　魔法が二人に向かって放たれる。

　わたしはとっさに魔法障壁を展開しつつ、間に割り込んだ。

　全身に衝撃が走る、布団ふとんごしにハンマーで殴られたような鈍い痛みが走る。

　骨に来るほどの痛み。

「まったくもう」

「あんた、あたいらをかばって……？」

「手から血が！」

　ジュリアが声を上げる。

　わたしは自分の手を見た。手、というよりは左肩から血が出てる。

　動かしてみる、腕が上がらない。しばらくは使い物にならなさそう。

　でも、この程度ならまだ大丈夫。

　わたしは深呼吸して、二人に言った。

「そのまま動かないで」

　逃げないのなら、かばうしかない。

　わたしは二人の前に出て、光の星と向き合った。

　光がますます強くなって、直視できないほどまぶしくなった。

　魔力の高まりを感じる。ゆっくりと高まっていく魔力。

　カケルさんの姿が脳裏に浮かび上がった。

　こんな時、カケルさんだったらどうするだろう。

　わかり切ってる。カケルさんなら──倒すだろう。

　だからわたしも目の前の敵を倒さないといけない。

　カケルさんのパーティーに入れてもらった。そんなわたしがカケルさんのいないところで負けるわけにはいかない。

　深呼吸して、魔法陣を展開し、詠唱する。

　魔力を組み上げて、練って、イメージする。

　雷を、星を砕くほどの雷をイメージ。

「あぶねえ！」

「よけてください！」

　臨界は向こうが先だった。混じりっ気のない純粋な魔力が飛んでくるのを感じる。

　一秒遅れて、こっちの魔法も完成した。

　稲妻いなづまが空を切り裂く。

　一発、二発、三発……。

　無数の雷が落ちてきて、魔力の塊を砕いて、光の星に直撃する。

　轟音ごうおんが立て続けに鳴り響く。やがて、星がばらばらになった。

「まだまだ！」

　雷はそれだけでは終わらない。星の残骸に更に降り注そそいでいく。

　落ちきった雷、その数実に百を超えるもの。

　百発の雷に撃たれたモンスターは粉々になって、黒焦こげになった。

　魔法の杖つえをかざす。再度の復活に備えて密かに魔法を用意。

　でも、それは取り越し苦労に終わった。
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　次の日、モンスター討伐の報告をして、ギルドを出た。

　黒い球体と白い星。

　倒したら復活するモンスターとして、目撃した様々な特性をギルドに報告した。

　その情報があれば、また同じモンスターが現れた時、他の冒険者は楽に戦えるはず。

「うーん、一件落着」

　ギルドの外に出て、伸びをする。

　さて、カケルさんは帰ってるかな。

　屋敷に向かって歩き出そうとした、その時。

　離れたところにアグネの姿が見えた。

　目が合ったけど、逃げられてしまった。

　まだ嫌われたままなんだ、ちょっと悲しい。

　まあ、しょうがないね。

　わたしは歩き出した、今度こそカケルさんの屋敷に行くために。

「あっ」

　次はジュリアとばったり会った。

　曲がり角から現れた彼女はものすごく険しい顔をして、わたしを睨にらみつけてきた。怖いくらいの顔で睨まれる。

　この顔はどこかで見たことがあるかも。どこで見たんだろ。

　そんなことを思っていると。

「お姉様！　わたしをお姉様のパーティーに入れてください！」


「…………え？」



　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

「今、なんて？」

「わたしをお姉様のパーティーに入れてください！」

「お姉様って、誰？」

「もちろんイオお姉様のことです！」

「はあ……えええ？」

　なに、なになに？　どういうことこれ？

　パーティーに入れてって、しかもお姉様って。

　一体どういうことなのこれ。

　なんかのどっきりなの？　嫌がらせなの？　美人局つつもたせなのかな!?

「ちょっと待て！」

　混乱してると、アグネが現れた。

　逃げ出したはずの彼女はずんずんと、大股で向かってくる。

　顔は──さっき以上に鬼のような形相。

　あっ、これはまずい。泥棒猫とか言われそう。


　何か言い訳をしなきゃ──って思ってると。



「ずるいぞジュリア、あたいを差しおいて」

「逃げ出す方が悪いのよ」

「逃げ出したんじゃない！　心の準備ってのがあるんだ！」

「わたしは先に心の準備ができたんですから！」

「うう……だったらあたいも今言う！」

　わたしの方を向く。

「姉あねさん！　あたいを姉さんのパーティーに入れてくれ！」

「えええ！」

　アグネまで！

　一体何なのこれ？　もうわけがわからない！

「お姉様」

「姉さん！」

　二人が迫ってくる。

　ふと、わたしは気付いた。

　ううん、思い出したって言った方が正しいかも。

　二人のその目、手が震えてるくらい必死な様子。

　それは──わたしがカケルさんにお願いした時と同じもの。

　必死にお願いして、何かにすがる時と一緒だ。

　つまり……二人は本気。

　わたしは落ち着いた。からかわれてるんじゃないって知って、真剣に二人と向き合った。

「ありがとう。でもわたし、もうパーティーを組んでる人がいるの」

「それでもいいんです！」

「あたいらとはセカンドパーティーってことで！」

　こんなところまでわたしとそっくりだった。

「くす。わかった。それじゃパーティーを組みましょう」

「本当ですか！」

「ありがとうございますお姉様！」

　顔が綻ほころんで、大喜びする二人。

　こうして、わたしは二人とパーティーを組むようになった。

　この二人となら、似た者同士なら、楽しいパーティーが組めるかもしれない、そう思った。

「それにしても……ああ、お姉様のあの魔法、すごかったです」

「だよな！　雷をどっかんどっかん撃つアレ、初めて見たよ。姉さん、あれなんて魔法っすか」

「あれ？　あれは単に雷の魔法を連続で撃っただけ。溜ためてまとめて撃つから、準備が必要で滅多に使えないけど──」

　と言うと、何故なぜか二人は更に目を輝かせた。

「つまり──お姉様オリジナルの大魔法」

「え？」

「そういうことなら名前をつけましょう！　こう、相手がビビって逃げ出すような」

「え、え？」

「何がいい？　こういうのはアグネ、あなたが得意でしたね」

「任せろ、雷の魔法を連続──びっしり隙間すきまなく連続で落とす──そうだ！　十界百雷陣ライトニングハンドレッドなんてどうすか姉さん」

「いいですわね」

「やめて！　そういうのはやめて！」

「えー、いいじゃないですか」

「そうっすよ姉さん」

「そういうのは似合わないから、本当わたしに似合わないから。アグネが可愛いキャラに変身するのと同じくらい似合わないから」

「あたい、姉さんが望むなら可愛いのでもいいっすよ」

「ああ！　アグネそのアピールずるい！」

「いいだろこれくらい」

　楽しそうに言い合うアグネとジュリア。

　ちょっと困った、圧倒された。

　だけど、ちょっとだけ楽しい。

　大変だけど、二人といると楽しくなる、そんな気がする。

「アグネ、ジュリア」

「はい」

「なんすか姉さん」

「これから──よろしくね」

　そう言って手を差し出すわたし。

　二人は赤面して、握手に応じてくれたのだった。











あとがき









　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾たいわん人ライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　お待たせいたしました、『くじ引き特賞：無双ハーレム権』第三巻です。

　皆様が応援してくださったおかげで物語は更に続き、カケルの元にますます美女が集まってきました。

　美しく知性的な王女のアウラ。

　ニキを始めとする二百名の奴隷どれい兵。

　絶世の美女だったのが更に美しくなった大賢者オルティア。

　みんな目を見張る美女で、いい女達ばかりです。




　今回の一押しはなんといってもオルティア。

　伝説の大賢者様、かつ絶世の美女のオルティア様です。

　二巻の後書きで宣言せんげんした通り、彼女もカケルのハーレムに加わってもらいました。

　絶世の美女、かつ伝説の大賢者。

　そんなキャラをただハーレムに加えただけ、というのをなんだかもったいなく感じたので、カケルの手を借りて彼女を「上げ」ました。

　男と女がいい関係になることの慣用句かんようくとして「落とす」という使い方がありますが、オルティアの場合「落とす」ためにまず「上げ」ました。

　カケルにしかできないやり方で、彼女を更なる高みに引き上げました。

　そうして引き上げた彼女をハーレムの一員に加えました。

　カケルに引き上げられたのはオルティアだけじゃなくて、他のヒロイン達も同じです。

　ナナはますます強くなりました。

　デルフィナは更に儲もうけるようになりました。

　カケルに憧あこがれてやってきたイオも、いつしか他の冒険者が憧れるようなランクＡの冒険者に成長しました。

　元からいい女達が、カケルの元でそのハーレムに相応ふさわしい女になるために、各人更に成長していく。

　恋する乙女おとめは綺麗きれいになるのと同じで、ハーレムに入った女達はもっともっといい女になる。普通の恋よりも更にいい女になる。

　この『くじ引き特賞：無双ハーレム権』はそんな話にして行きたいな、と考えています。

　ですので今後も新ヒロインだけではなく、既存ヒロインの成長にも是非ぜひ是非ご期待下さいませ。




　最後に謝辞です。

　今回もオルティアを始め、ヒロインのみんなをエロくかわいく描き上げてくださっただけでなく、カケルのかっこいいシーンを形にしてくださった瑠奈璃亜るなりあ様。

　毎回素晴らしいシーンを抜粋ばっすいし、瑠奈璃亜様に最適なオファーを出してくださった担当Ｋ様。

　そして、自身初となる三巻の刊行という機会を与えて下さったＧＡ文庫様。

　何よりこの作品を支えて下さった読者の皆様。

　本書に携たずさわった皆様に厚く御礼申し上げます。




　四巻ではフィオナとマリの姉妹と、長らくお待たせしてましたあの子がハーレムに加わります！




　それを無事お手元に届けられることを祈りつつ、筆を置かせていただきます。








二〇一六年九月某日　なずな　拝









著者

三木なずな（みき なずな）

　元声優志望の台湾人ラノベ作家。ますます格好良くなっていくカケル様になら抱かれてもいいと思いはじめる今日この頃。




イラスト

瑠奈璃亜（るなりあ）

　ゲーム原画、ライトノベル挿絵を活動の中心とするイラストレーター。カードゲームイラスト等一点物作品も担当している。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797389296.html
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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